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序章
1.研究背景
賀川豊彦 (1888-1960)は、世界的に有名で、マルティン・ルターやマザー・テレサなどの
ように尊敬されている。彼は、聖人、先覚者、革命者と見なされ、詩人、劇作家、小説家、牧
師、宣教師、労働者農民の指導者、学者、思想家、平和主義者、愛国者とも評されている。11920
～30年代、賀川は多くの国々を訪問し、全世界に友愛、平和、公正及び組合運動のアピール
を出した。彼が 1930年代後期に、名声を博し、敬慕された著名な人物であることは疑いない
ことである。2
賀川は幼い時から、暴力行動、人種差別、貧民生存などの社会問題に関心を持ち成長 して
きた。「イン ドにはガンジー、ロシアにはレーニン、中国には孫中山、そして、日本には賀川
がいた」と褒め称えられ、「下層の仕事に従事し、社会を改造するために生涯を棒げ、空論家
ではなく、実践家である」と評されている。3陳独秀は、賀川のことについて「日本には賀川
という人がいる。その賀川は神戸の貧民窟に十数年住んで、貧民救済に身を投げ、日本貧民の
救世主である」4とし、「良心のある学者である」と評価 した。5
日本政府が満州を侵略した時、賀川は力を尽くして反対した。彼は、社会改良や国家復興
などを実現するために、教育に着目すべきであり、他国を侵略する必要はないと述べていた。
6戦前、賀川は軍に5度逮捕されたが、7賀川は自身の安危を顧みず、中国にて中国人民に日本
l ROBERT SCHILDGEN  『 TOYOHIKO KAGAWA―Apostle of love and Social JustiCe―』 CENTENARY
B00KS,1988,back cover.
2 ROBERT SCHILDGEN(著)劉家峰 劉莉 (訳)『賀川豊彦 愛与社会正義的使徒』(天津人民出版社 2009
1頁)
3王 (著)『賀川豊彦―』『明燈 (上海1921)』1930年第154期302-303頁
4『陳獨秀著作選集』(上海人民出版社、第二巻 2009年268頁)1920年9月5日『労働界』第4冊、
署名 :独秀。原文を以下に記す。
日本有一位賀川先生,在神戸貧民窟和貧民同住了十幾年,捨身捨家的精助貧民,算是日本貧民的福星。
6「随想録」(『独秀文存』巷二 賀川豊彦民国叢書第一編 1922年 101頁)
6王 (著)『賀川豊彦―』『明灯 (上海 1921)』1930年第 154期302-303頁
7賀川の逮捕については、第一回目は、1921年に、労働時間の減少と労働者の賃金の増加といった労働
者権益を巡つて、賀川は神戸川崎・三菱の大争議の指導者となるが騒擾罪に問われ逮捕されたことである。
(参照 :ROBERT SCHILDGEN 『TOYOHIKO KACAWA―Apostle of love and Social 」ustiCe―』 CENTENARY
B00KS,1988,pp.107-111)。第二回日は、1932年3月24日に、賀川が日本の中国に対する侵略への抗議
により逮捕されたことである。(参照 :「賀川豊彦被囚」『怖道雑誌』1932年第5巻第4期,73頁。本年
度二月二十四日的通信,賀川豊彦 (日本著名的基督徒)被囚在監,因為他抗議他本國封於中國的蟹横侵
略)。 第二回日は、1940年9月5日の『東京日日新聞』の記事に、賀川はアメリカの雑誌において反戦
軍の侵略行為を数度にわたつて謝罪 した。満州事件が勃発した時、賀川はちょうどニューヨー
クにいたので、助力などはできなかつたが、8帰国の太平洋上で賀川は 「悩みの子」と「何故
か」との2篇の詩を書いた。9その一篇「悩みの子」を、中国雑誌の『 中華帰主』は、「′き痛め
る子供」と題 して以下のように掲載 している :
私は再び心痛める子供になり。
日本の罪悪の重い荷を背負い
一つ破れた霊魂を持ち
中国及び世界の許 しを求め
私は再び気を揉む子供になつた。 1°
また、キリス ト者である宋美齢は 1939年に重慶で中国国民に放送したラジオで、「私は心
底日本を憎んでいるが、神に対して日本が滅亡するよう祈ることはできません、何故なら、日
本には、中国のために、涙を流して、祈つてくださる賀川博士がいるからです」と述べていた。
11
戦前にとどまらず、戦後にも、賀川は平和運動に力を尽くした。敗戦直後から膨済として起
こった賀川らの世界連邦運動は、機関誌『世界国家』を通じて、いち早く国際連合やユネスコ
を日本に紹介し、世界各国の世界連邦運動の動向やシカゴ大学の世界憲法草案を報じるなど、
当時の日本国民をして広く海外に目を開かせた。12また、その賀川は、1947年及び 1948年に
ノーベル文学賞の候補者として推薦され、1954年、1955年及び1956年にノーベル平和賞の候
補者として推薦された。13
しかし、時代が流れ行くにつれて、前世紀あれほど有名であつた賀川は次第に日本人の視界
からフェードアイ トしていつた。14現在日本の書店においては、賀川の作品はあまり見られず、
言論を公布したことで、渋谷憲兵分隊に逮捕されたことである (参照 :「戦時文壇 :二、賀川豊彦被拘」
一声声『新東方雑誌』1940年第2巻第2期47頁)。 第四回日と第五回目それぞれは、1943年5月と11
月のことであつた。それは賀川の著作中に反戦思想があるからであつた。(参照 :ROBERT SCHILDGEN
『TOYOHIKO KACAWA―Apostle of love and Social 」ustiCe―』 CENTENARY B00KS,1988,p.226)
8「社説 :賀川豊彦奥 日本軍閥」 (『聖公会報』1934年)9小南浩一『賀川豊彦研究序説』(緑蔭書房 2010年 169頁)
1。 「一令痛心的核子―詩」(『中華婦主』1932年第126期19頁(参照:1931年賀川豊彦の個人雑誌『雲の
柱』第10巻第Htt p.H。または、小南浩一『賀川豊彦研究序説』緑蔭書房 2010年 169頁)
・ 陶 波 2011年「追求互済与和平―一一―詩論太平洋戦争前后的賀川豊彦」夏旦大学碩士学位論文 (原
論参照 :黒田四郎 :『賀川豊彦伝』、第194頁)
12小南浩一 「賀川豊彦と世界連邦運動」『法政論叢』2008年 84頁
13   “Nobel Prize Nomination Database'' https://―.nobelprize.org/nomination/archive/1ist,php,
accessed March 2016.
14劉家峰 2010年 「賀川豊彦と中国」東アジア文化交渉研究別冊33頁 (原論参照 :黒田四郎 『賀
日本の若者で賀川のことを知る人は少ない。そして、賀川のことについて現代中国人の間で知
つている人はさらにすくなくなつてしまうのであろう。15その原因については、小南氏は、以
下の三点を述べている:一つは、賀川の活動が多岐にわたり、確固たるイメージが伝わつてこ
ないこと、二つは、戦後の歴史学における評価で、賀川が対米英戦争を機に日本を擁護し、戦
争支持に「転向」したという評価があること、三つは、賀川のような善意。愛と寛容の人格や
賀川が目指した社会の改造が現代人にとつて関心のないものとなつてしまつていることとい
うことである。16
-方、賀川は何度も中国を訪問して講演会などを行い、大量の著作や文章を残していた。そ
の中の一部分が中国語に翻訳され、中国教会及び知識界に伝えられた。17また、疾風怒濤であ
った1920年以降の中国では、賀川の訪華について、重要な新聞誌や基督教刊行物や雑誌など
にはキリスト教徒や非キリスト教徒からの賀川の文章や紹介などが数多く掲載されている。例
えば、『真理と生命』、『教務雑誌』、『中華基督教文社月刊』、『河南中華聖公会会刊』、『上海青
年』、『明燈』、『興華』などがある。当時代の中国知識人は賀川の著書や講演を中国語に訳し、
賀川思想を多様な角度で中国人に紹介した。訪中した欧米の宣教師及び日本の著名な教会指導
者賀川の提唱により、中国の基督教徒中には基督教社会主義思想を受け入れ、中国流の基督教
社会主義―イエス主義を発展し創造した人達がいた。18
2.先行研究
賀川のアジア伝道に関する研究では、韓国の賀川研究第一人者である李善恵氏は賀川の訪
韓の経歴や、韓国人との関わりを詳細に紹介している。19-方、賀川豊彦と中国に関する先行
研究は、日本では年々増えている傾向にはあるが、中国ではかなり少ない。日本では、代表例
として、米沢和一郎氏「Realistic Pacifist賀川豊彦と中国」(2006年)がある。米沢氏は、
満州事変後の侵略謝罪と1934年中国での侵略謝罪を巡つて、英文の一次資料を用いて、賀川
の中国への謝罪を明らかにしている。20また、浜田直也氏は『賀川豊彦と孫文』で、孫文と賀
川豊彦伝』第1頁
15劉家峰 2010年 「賀川豊彦と中国」東アジア文化交渉研究別冊33頁
16小南浩一『賀川豊彦研究序説』(緑蔭書房 2010年 290頁)
17劉家峰 2010年 「賀川豊彦と中国」 東アジア文化交渉研究別冊-53頁。賀川の著作のうち少なく
とも6冊は中国語に翻訳され、出版されている。『基督教社会主義論』が太平洋書店から出版されてい
る以外、その他の5冊はすべて広学会から出版されている。この5冊とはそれぞれ『賀川豊彦証道談』
(1929年初版、1939年再版)、『魂の彫刻』(1932年)、『愛の科学』(1934初版、1939再版)、『神と新生
命』(1936年初版、1940年再版)、『友愛の協力経済学』(1940年)である。B劉家峰 劉莉 『基督教社会主義在近代中国的博播与影駒』基督教研究 2009年第3期111頁
"李善恵 『賀川豊彦と韓国』(2015年12月15日に、筆者は李氏の神戸学生青年センターでの『賀川
豊彦と韓国』との講演を拝聴し、賀川豊彦と韓国との関わりを初耳で聴かせて頂いた。)
20米沢 和一郎 「Realistic Pacifist賀川豊彦と中国」(『明治学院大学キリスト教研究所紀要』2006
年 73-101頁)
川との 1920年における上海での会談をめぐって詳細に紹介し、賀川が接触 した孫文・陳独秀 。
胡適・宋美齢・酵仙舟・薄介石といつた当時の中国政界の指導者との関係について論じ、賀川
の訪中活動を詳しく記 している。21
中国側では、最近 10年間に賀川研究について5篇程度の論文を挙げることができる。その
中で、代表的なものは劉家峰氏による『賀川豊彦と中国』(2010年)である。その論文の中で、
賀川を基督教社会主義者及び基督教平和主義者として、賀川と戦前中国基督教社会との関わり
を重点とし、賀川が中国基督教教会に与えた影響に力点を置いて表している、その結果、賀川
の中国教会に対する影響が見られたのもまた主として思想の方面においてであつた。22
修士論文として書かれた賀川研究は、陶波と劉莉によるものである。
陶波氏はその復旦大学の修士論文「追求互済興和平一一一詩論太平洋戦争前后的賀川豊彦」
(20H年)で、賀川生涯の後半 (すなわち太平洋戦争前後-1929年世界大恐慌及び 1931年「満
州事変」から、1960年日米安保条約修正にわたる)の30年間の思想と活動を例として、賀川
とアメリカ元大統領ルーズベル トとの関係を明らかにし、宗教が20世紀中期アジア太平洋地
域における国際関係に果たした役割を探究した。その結論は、宗教指導者は国際政治舞台にあ
る程度の権威性と発言性を持つが、その平和への願いが経済利益、軍事戦略及び領土主権など
の重大な現実主義考案と衝突するとき、その宗教指導者の影響力と作用は往往にしてある程度
に限定されてしまうということである。23
また、華中師範大学の修士修了生である劉莉氏は劉家峰教授の指導の下で、2008年に「賀
川豊彦与二十世紀中国基督教」という題の論文を完成した。この論文は、賀川の生涯、賀川と
中国社会主義思想、賀川と中国平和主義思想及び賀川と中国伝教運動との関係について詳細に
紹介している。24
3.研究目的 。研究方法
先行研究に関する論文や著書などを総括すると、戦前における賀川に関する文章や翻訳な
どを掲載した中国当時の各雑誌、刊行物の紹介はまた行われていない。また、浜田氏は賀川と
中国政界のある指導者との関係を明らかにしたが、賀川を紹介し、その文章や紹介を翻訳した
戦前の中国における一般民衆について明らかにされていない。例えば、夏巧尊,慮広綿、陳嘉
異といつた民国時代の人物は賀川の講演や論文を訳し、当時知名な定期干」行物や雑誌などに載
せ、多くの人々に賀川を紹介 した。
本論文は1920年賀川の最初の訪中から日本敗戦の 1945年にかけて、中国における賀川の受
21浜田 直也 『賀川豊彦と孫文』(神戸新聞総合出版センター 、2012年)247頁。
22劉家峰 2010年 「賀川豊彦と中国」東アジア文化交渉研究別冊 43頁
23陶 波 20H年『追求互済興和平一一―詩論太平洋戦争前后的賀川豊彦』 夏旦大学碩士学位論文。
24蜜1 莉 2008年『賀川豊彦与二十世紀中国基督教』華中師範大学碩士論文。
容を大きく四つの段階に分けて考察していく。その四つの段階それぞれは “起承転結"との
四文字で総括できると考える。“起"は1920年最初の訪中～1926年までのことである。“承"
1927年に上海基督化経済全国大会後～1930年のことである。また、“転"は1931の満州事変
～1986年までのことであり、“結"は1937年の慮溝橋事件～第二次大戦終戦までのことであ
る。これらの段階をもつて、当時一般民衆向けの定期刊行物、基督教関係の雑誌や新聞、女性
向けの雑誌や新聞などを用いて、賀川が中国においてどのように受容されていたのかについて
明らかにしたい。また、“起承転結"の賀川評価はどのように発展 してきたかについて言及し
たいと思う。
本論文の研究方法は、主に、1920年の賀川の最初の訪中から日本敗戦の 1945年にかけての
中国における賀川に関するほとんど唯一の一次資料を利用し、英語と日本語の資料を参考にし、
分析する。
第一章 1920年の上海日本人YMCA夏季講座後の中国における賀川の受容
(1920年～1926年)
周知の如く、19世紀以来、世界は日々次第に分散的な状態から、密接的で不可分的な全体
になつていく。
日本は、封建時代から、19世紀以来の変わつてきた “近代"世界に飛び込んだ。1853年に
マシュー・ペ リー (ConlmOdOre Perry)が率いるアメリカ合衆国海軍東インド艦隊は日本江戸
湾に来航 してから、日本人は、世界的に起こつた技術革新を意識 し、それに適応 しないと征服
される恐れがあると理解 し、日本を変革 し始めた。1868年の明治維新が起こつた後、立憲君
主制の確立、富国強兵、殖産興業、廃藩置県などを目標として、日本は、徐々に近代国家に入
り込み、民族危機から脱却してきた。25そして、1894年の日清戦争、1904年の日露戦争、1910
年の韓国合併、1931年の満州事変を経て、1937年の “慮溝橋事件"に至り、日本は徐々に平
和への進むべき針路を誤つた。賀川は、こうした近代日本に生をうけた人物であつた。
一方、中国は、200年以上続けてきた「鎖国」政策のため時代の遅れ、工業革命によつて資
本主義を発展させ植民地の拡張を求めようとした西洋の国々の弾圧によつて、アヘン戦争以来、
半植民地半封建的な非常に深刻な窮地に陥つたのであった。欧米の中国進出の一環でもあつた
基督教26宣教事業は、豊富な資金力を元に相次いで中国各地に展開されていた。このような宣
教事業は、宣教権を保障した「南京条約」に守られ、教育よりむしろ宣教を目的として進展 し
ていた。こうした宣教を目的としながら、当時の中国軍閥の激戦という政治的 。社会的混乱な
状況で、世俗と混合 した欧米の宣教事業は中国人の人材育成に大きな役割を果たしたことは否
定できない。27また、中国に滞在した外国宣教師や中国クリスチャなどは、伝道、教育、医療、
慈善、文字事業に取り組み、中国近代化教育理念と制度の導入、新聞事業の提唱、婦人地位の
上昇などに力を尽くし、さらに医薬、農業、科学技術などの近代化の各方面に於いても、大き
な影響を及ぼした。28
このような背景で、中国での基督教は飛躍的に発展してきた。この時期、基督教の各教会は
相次いで中国を訪ね、各地で礼拝堂を設立した。例えば、ロン ドン会 (London Missionary
Society),会衆派教会 (Congregational Church),聖公会 (Anglicanism),バプテス ト教
会 (Baptist Churches),長老会 (Presbyterian Church)、メソジス ト監督教会 (The Methodist
25 ROBERT SCHILDGEN  
『 TOYOHIKO KACAWA―Apostle of love and Social 」ustiCe―』 CENTENARY
B00KS,1988,p.8)
26中国語圏では、キリス ト教「基督教」といえば、プロテスタントだけである。カ トリックは別の宗教
として「天主教」と言われる。
27丁 健「民国期におけるキリス ト教の中国郷村建設運動に関する―考察 金陵大学農学院・蘇州中華キ
リス ト教青年会を中心として」(東京大学大学院教育学研究科博士論文 生涯学習基盤経営研究 第 38
号 2013年19頁)
28李博斌 「基督教在華臀療事業興近代中國社會 1835-1937」(蘇州大學 博士學位論文 2001年1頁)
6
Episcopal Church)などがある。291907年、宣教師団体は 1900年当時の3445人から6250人
に増加 し、洗礼を受けた信徒の数は 180000人から366000人に達した。宣教師は約 103%増加
したと同時に、信徒は 105%増加 したという。30しかし、一方、五四新文化運動時に形成され
た反宗教思潮を思想的背景とする啓蒙運動である反基督教運動は,1922年のワシン トン会議
での中国外交の失敗によるアメリカをはじめとする欧米諸国への深い失望と国民国家建設の
熱望に支えられたナショナリズム運動として起こつた。その一環とした 1920年後半からの教
育権回収運動31の影響に加え、多くの教会学校は終止符を打つことを余儀なくされ、基督教の
発展に大きな被害を与えた。32こぅした基督教者にとつてあまり有利ではなかつた状況ではあ
ったが、賀川が意外なことに数度にわたつて招かれて中国を訪問し伝道を行つた。
29張敏「開封基督教文化博播興敬展研究」(河南大學修士論文 2009年 10頁)
30張敏「開封基督教文化博播興装展研究」(河南大學修士論文 2009年 10頁)。 参照 :中華続行委員
会編、茶永春、文庸等訳『中華帰主―中国基督教事業統計』(1901-1920)(中国社会科学出版社、1985年
版、91頁)
31 教育権回収運動とは、欧米列強。日本などによつて奪われた主権としての教育権を中国に回復しよう
としたナショナリズム運動である。
32朱海燕 「1920年代中国における反キリスト教運動とキリスト教会の本色化運動」(明治学院大学キ
リスト教研究所 2016年 266頁)
第一節 賀川が掲載された雑誌と賀川作品や講演を翻訳 した人物について
1、 賀川が掲載された雑誌について
中国における賀川の受容は、異なる時代下の政治、経済といった社会的背景、特定歴史文化
および民衆の認識によつて、大きく変わつていくに違いない。清朝末期、康有為や梁啓超が中
心となつて行つた政治改革の成戌維新運動は起こり、19H年、孫文が中国の民族民主革命で
あった辛亥革命によつて、2000年以上存在し続けてきた中国最終の封建王朝を倒 し、初めて
の民主共和国である中華民国を設立したことはよく知られている。そして 1910年代後半に、
文学・思想の改革に注目し、科学と民衆主義を標榜 し、中国革命を妨げる儒教的封建的文化 。
制度を批判した新文化運動は起こつた。成戌維新運動、辛亥革命、新文化運動およびその過程
で導き出された五四運動は、中国社会に大きな変動をもたらせ、中国近代民主革命過程での三
つの思想解放運動であつた。33こぅした思想解放運動で、異なる時代の民衆は、それぞれ違 う
視野から、賀川像をとられたのではないだろうか。
まずは、表1のように 1920年から1926年までに賀川に関する記事が掲載された主な雑誌や
新聞を紹介していく。
刊名 出版年
代
性格 編集者や投稿
者の性格
備考
解放与改
造
1919年
上海で
倉1干J、
1922年
9月終
干1。
研究系
政論干J
行物。
北平新
学会の
名義で
出版。
張東藤による
創干1。 1920年
9月第 3巻か
ら、『改造』と
梁啓超主編、改
名。それに梁啓
超の 15篇程度
の文章が掲載
されている。政
治、学術、教育
と文学など内
容が含まれる。
34
西洋の科学の輸入が認識され、西洋哲
学が重要だとしてベルクソンの『創造
的進化』(1919)等の翻訳、ラッセル
の新実在論などの紹介があった。35教
育問題、婦女解放問題、労働者問題、
廃兵と自治など社会問題にも関心を
寄せた。36
賀川掲載 :
賀川 (著)明権 (訳)「労働全酬権論」
1920年第2巻第 11期 50“2頁
33胡組武 「辛亥革命時期的思想解放」(中国科学研究院近代史研究所 “辛亥革命与二十世紀的中国"
2010年 1538頁)
34鄭大華・高娼「《改造》与 “五四"社会主義的伝入」(2009年“中国近代史上的社会主義"会議96頁)
35坂本ひろ子 「中国近代の思想文化史」(岩波新書 2016年 141-142頁)
36楊智勇 『《改造》雑誌研究』(湖南師範大学 博士論文 2009年)
上海青年 1920年
創干J。
月 干」
誌、上
海 日本
人基督
教青年
会の機
関誌。37
賀川掲載 :
1、「夏期講座集会及出席人員統計表」
1920年9月号51頁。
東方雑誌 1904年
に上海
で創
刊。最
初に月
刊、後
半月刊
に改め
らオし
た。
1948年
12月に
終刊、
1999年
復刊、
『今日
東方』
と改
名。
国政、
外交、
軍事、
学術、
教育、
文化面
を網羅
する総
合 雑
誌。38近
代中国
史上最
大の総
合 雑
誌。39
商務印書館に
より刊行。康有
為、梁啓超、奈
元培、王国維、
魯迅、周作人、
胡適、陳独秀、
李大金J、 郭沫
若、郁達夫、巴
金等数多 くの
著名人が『東方
雑誌』に文章を
発表した。
『東方雑誌』の創刊主旨は、「国民を
導き、東アジアの連携を実現する」に
あり、直接的に言えば、日本と連携し
てロシアに対抗すること、及び立憲君
主制の実現を主張する。40満州事変以
降、民族復興が論じられる。41
賀川掲載 :
1、「社会主義与進化論之関係」
“
割‖
(著)陳嘉異 (訳)(『東方雑誌
』1921年第18巻 第9期 50“3頁。
37張志偉『基督化興世俗化的檸キL:上海基督教青年會研究,1900-1922』(國立奎溝大學出版中心 2010年
第一章 導言 35頁)
38坂本ひろ子 『中国近代の思想文化史』(岩波新書 2016年 66頁)39寇振鋒 (メディアと社会、2009年 7頁)
40寇振鋒 「中国の『東方雑誌』と日本の『太陽』」(メディアと社会、2009年 8頁)
41坂本ひろ子『中国近代の思想文化史』(岩波新書 2016年 183頁)
晨報副干J
42
1918年
前身の
『晨
報』倉J
刊 。
1921年
『晨報
冨1干J』
と改
版。
1928年
6月5
日終
干J。
新文化
運動早
期の四
大副干1
の一
つ 。  マ
ルクス
思想の
伝播、
ロシア
革命の
紹介を
行 う主
要な陣
地。
前期、李大与1等
編集。1920年
7月から7/1伏ヽ
国が編集とし、
1925年徐志摩
が編集とした。
『時事新報。学灯』(梁啓超系)、『民
国日報・覚悟』(国民党の機関紙とな
つた『民国日報』の副干1)44、『京報副
刊』(魯迅投稿)、『晨報冨1刊』は五四
時期の四大副刊である。45
賀川掲載 :
1、時■贈賀川豊彦先生」黄日葵 1921
年 12月29日2-3頁
民 国 日
報・
覚悟
『民国
日報』
1916年
に倉1
干J。
総合性
文芸冨1
刊。46
早期共産主義
知識人召F子力
の主編。陳望道
副編集。
『覚悟』は国民党中央機関物の『民国
日報』の副刊であり、1919年6月16
日に『民国日報』の第人版に出現。中
国でのマルクス主義の伝播に重大な
役害Jを果たした。『民国日報』は、孫
中山の指導下での中華革命党が哀世
凱宣伝の対抗に影響力を呼んだ。47
賀川掲載 :
1、「詩歌:大水揚声」賀川豊彦 (著)
春華 (試訳)《民国日報・覚悟》1921
年第9巻第5期12頁
2、「評論:賀川豊彦氏在中國的印象」
夏巧尊『民国日報・覚悟』1922年7
42副刊 :新聞の文芸・学術欄。独立性が強く、しばしば欄自体が独自の名をもつ。
43張李慧.「《晨報副刊》的発展展概況」(安徽文学(下半月)2010年 283-284頁
44坂本ひろ子書。106頁。
45趙楠 。呉暁東「《晨報副刊》与沈炊文的早期創作」(華中師範大学学報人文社会科学版 2013年 第 52
巻 第2期 94■5頁)
46員怒華 「四大副刊与五四新文学」(華中師範大学博士論文 2011年 37頁)
47晨条「《覚悟》副刊対伝播馬列主義的貢献」(復旦学報社会科学版 1983年第2期 75頁)
月4日 第7巻第14期0頁
婦女雑誌
(上海)
1915年
1月1
日上海
商務印
書館に
よる倉J
刊。
1932年
1月28
日商務
印書館
が日本
軍の爆
破によ
り終
刊。共
72巻。
48
主に女
性を議
題 とす
る総合
性大型
雑誌。
1915年-1919
年王塩章主編。
1920 勺三-1925
年張錫深主編。
“五四"前後女権運動の発足と発展、
国民革命時期女性問題の研究、近代女
性史研究の貴重な一次資料である。49
賀川掲載 :
1、「告失恋的人個」賀川豊彦 (著)
Y.D(訳)《婦人雑誌 (上海)》1922年
第8巻第5期27-30頁
2、「恋愛之力」賀川豊彦 (著)Y.D
(訳)《婦人雑誌 (上海)》1922年第 8
春第9期59-64頁
少年中国 1919年
7月創
干」 。
1924年
終干」。
総合性
月刊。
期発行
部 数
5000余
部。50文
化教育
界 と高
等学校
北京少年 中国
学会総会 によ
る発行。毛沢東
が会員。前後李
大牛J、 王光祈 ,
蘇演存、左舜生
等が編集 部主
任。中華書局印
刷発行。
民主と科学の旗を揚げ、科学精神に基
づき、科学知識、科学方法を翻訳し、
導入し、科学態度を学び、五四運動後
の科学主義思潮を促し、近代中国自然
科学の伝播と大衆向け科学の啓蒙に
重要な役割を果たした。51
賀川豊彦掲載 :
1、「贈賀川豊彦先生」黄日英『少年
中国』1922年第3巻第6期35-36頁
48趙葉珠 韓銀環 「対 《婦女雑誌》(1915-1925)年的文献計量学分析」(雲南民族大学学報哲学社会
科学版 2012年7月 第29巻 第4期 49頁)
49同上。道葉珠 韓銀環 49頁。
50白秀英 ガヒ遠 「《少年中国》与其自然科学伝播」(中国科学期刊研究 2012年 23(3) 513頁
51自秀英 挑遠 「《少年中国》与其自然科学伝播」(中国科学期刊研究 2012年 23(3) 516頁
学生を
対象 と
する。
(上述と同じ内容、違う出版社)
革新 1923年
2月1
日  泊J
干J。
険西革新雑誌
社により出版。
賀川掲載 :
1、「詳述 :婦人運動之将来」賀川豊
彦 (著)活白山 (訳)『革新』1923年
第1巻第2期 68-73頁52
民国 日報
婦女評論
1921年
8月3
日に倉J
干1  。
1923年
8月15
日に終
刊。共
104期。
上海で
の婦女
刊 行
物。『民
国 日
報』の
副干U。
陳望道主編。陳
望道、李大ell、
李漢俊が主要
投稿者。
言論、歴史、芸術、通信、感想録など
コラムが設けられる。旧思想、旧制度
に反対 し、五四新文化運動の精神を継
承し、婦女解放、男女平等を提唱する。
53
賀川掲載 :
1、「詳述 :恋愛底自由和個性底自由」
賀川豊彦 (著)叔琴 (訳)《民国日報 婦
人評論》1923年第83期1-2頁
改進 19261「
創 刊 。
中国基督 教改
進社 によ り出
版。
賀川掲載 :
1、「経済学奥宗教」賀川豊彦『改進』
1926年第2台第6期40頁
工業改造 基督教
工業間
題の検
討を目
的 とす
る不定
期刊行
物。
中華基督 教協
進会の工業委
員会によ り創
刊。
賀川掲載 :
1、「窮民窟中的賀川」Miss Eleanor
Muc Neil(著)蒋逸涛 (訳)『工業改造』
1926年第11期4-8頁
(表1 筆者作成)
表1から見ると、賀川の思想や著書は、『東方雑誌』、『改造』(『解放与改造』)、『覚悟』な
52藩自山 (女):張定夫夫人。活白山は『革新』1923年第 1巻第 1期49頁に「現代中国婦女運動中応有
的覚悟」という文章を発表している。
53毛亜蓉 「啓蒙婦女覚悟的両扮報紙 《婦女声》和 《婦女評論》」(上海革命史資料与研究第3輯革命史一
頁 432頁 2003年)
どの五四時期社会主義論戦の宣伝刊行物にしばしば出場した。つまり、賀川の思想は1920年
代中国における “社会主義論戦"との関わりがあると考えられる。
?
?
第二節、賀川と “五四"時期54の“社会主義論戦"
賀川の訪中に関する先行研究で、賀川の 1920年の最初の訪中経緯がすでに明らかになって
いる。賀川は、1920年8月15日に上海 日本人YMCAの招待に応 じ、YMCA夏期講座の講師とし
て、人生初の訪中で上海に旅立ち、8月19日に上海到着した。それは、友愛会支持者吉野作
造が上海 日本人YMCA幹事である前田寅治に賀川を推薦 して実現したことである。その講演の
合間を縫いて、賀川は、内山完造の仲介で、孫文と会見した。55また、賀川は、上海での貧民
窟をも訪ねた。56賀川が上海での貧民窟から見た中国は、深刻で飢民だらけの現状にある。賀
川は、自分の目にした中国の状況を次のように述べている :
大正九年でございました、私が支那の飢饉の地方を視察しました、あの直隷州の各地
から出てまいりまする飢民がたくさん集まってまいりました状態を見まして、実際あれ
が日本で起こるならばどうであろうかと思つて身震い致した次第であるます。57
賀川にとつて、封建的思想、難漢字、軍閥などの原因で、中国の現状は日本より、深亥1的
で残酷的な世界にあるのである。彼は、中国には、自然科学の教育の普及と漢字の改革が必要
だと認識 している。58
-方、賀川の上海日本人 YMCA夏期講座での講題は応用社会学であつた。上海日本人 YMCA
の機関紙である『上海青年』1920年9月号には、夏期講座の8月13日から31日までの講座
出席人数が統計されている。59
賀川講座 (人月) 十九日
二〇日
二一日
二三日
二四日
二七九人
三四五人
三〇人人
一人七人
一六五人
54 “五四"時期には様々な定義があるが、本稿では、五四新文化時期とも言え、概ねに1915年『対華
21ヶ条要求』の調印後から、1926年北伐戦争までの時期を指す。
55浜田 直也 『孫文と賀川豊彦-1920年の上海での会談をめぐつて』(孫文研究、2001年 第30号)3
頁。賀川の1920年の訪中について、米沢 和一郎の『賀川豊彦Ⅱ』にも見える。(紀伊国屋書店 2006
年 602頁)
56賀川豊彦の中国での貧民窟研究に関しては、浜田直也氏は、「賀川豊彦の貧民窟研究と陳独秀」と題し
て、賀川豊彦と陳独秀との関係を詳しく説明している。また、賀川豊彦は、陳独秀に “良心のある学者
である"と高く評価されている。詳しく参照:浜田直也『賀川豊彦と孫文』(神戸新聞総合出版センター
2012年 17-25頁)
57『賀川豊彦全集 10』(キリスト新聞社1964年)125頁
58『賀川豊彦全集 13』(キリスト新聞社 1964年)14-29頁。
59『上海青年』1920年9月号51頁。現在『上海青年』1920年9月号は大英図書館所蔵されている孤本で
ある。参考 :浜田直也『賀川豊彦と孫文』(神戸新聞総合出版センター、2012年)83-84頁、110頁。
計 一〇人四人 大講演会 二人○人
とある。
賀川の五回の講座の演題は、「社会境遇論」、「機械の人間圧迫史論」、「唯心的経済史観」、
「社会心理より見たる顔の歴史」、「生存競争の哲学」であつた。その中で、「生存競争の哲学」
に関する内容は明権という人物に訳され、「労働全酬権論」と題して、膨旱放与改造』に掲載さ
れている。60明権の経緯は不明だが、日本語に堪能で、賀川の講演や思想に関心を寄せた人だ
と想像できる。明権によれば、賀川は、「労働全酬権論」において、マルクスの余剰価値説を、
労働全酬論を提起したWin iam Thompson61の思想と比較して論じている。まず、賀川は、Anton
Meager62の著作である『労働全酬権論』(“Recht aufden vonen Arbeitsertrag" 英訳 “Right
to the whole produce of labour")を取り上げ、社会主義の場合、法律上において、労働全
酬権63、 生存権、労働権という三大権利が要求されるべきであると述べ、Anton Meagerによる
労働全酬権が社会主義の根本権利である思想に賛同した。その賀川は、主観経済学64を提起し、
マルクスが余剰価値説で私有財産の処分を重んじすぎで、労働全酬権の思想に関してははるか
不足しているとマルクスの余剰価値説を批判している。65
それに対して、『賀川豊彦全集』にも、労働全酬論に関する記述があった。賀川は「生存競
争の哲学」において、次のように述べている。66
余剰価値の経済哲学は労働全酬権を主張する。即ち、今日の富の凡てが労働者によつ
60「労働全酬権論」賀川豊彦 (著)一明権 (訳)『解放与改造』1920年第2巻第11期50-62頁。m旱放与
改造』は、表1のように、1919年に上海で創刊、1922年9月に終刊。研究系政論刊行物で、北平新学会
の名義で出版されていた。
いWilliam Thompson(1775-1833):アイルランドの政治、哲学作家、改革家。功利主義を発展させ、早
期の資本主義搾取論への批判を行ったとともに、協同思想にも影響を与えた。
62 Anton Meager(1841-1906):アントン。メンガー、オーストリアの法律専門家、社会理論家。著書 :『The
Right to the Whole Produce of Labor』(『労働全酬権論』)。
63労働全酬権:全労働収権、労働全収権とも呼ぶ。アントン・メンガーの所謂経済的基本権の一つをな
すものである。労働者は自己の労働の結果たる物又は価値の全部を自己の所有として収得すべしとなす
権利で、一面において経済学上の労働価値説の思想、他面において労働を以てそれより生ずる収益に対
する所有権の根拠と見る法理学的思想を根拠とする。参照 :下中蒲二郎 『大百科事典26巻』(平凡社
19341日) 677-467頁。
64賀川豊彦の主観経済学について、賀川は、経済現象を客体化 し経済諸量の関数的関連の分析に中心を
置く通常の経済学とは異なつて、経済を行動する人間のかがから目的論的に捉える経済学を提唱しこれ
を「人間経済学」や「主観経済学」と呼ぶ。(賀川豊彦著、加山久夫 石部公男 (翻訳)『友愛の政治経
済学』日本生活共同組合連合会 2009年 8頁)。 また、隅谷 二喜男は『賀川豊彦』(岩波書店 旧版
1966日本基督教団出版部 1995年)において、「かれの経済学は,経験科学としての経済学の枠をとび
出してしまつている。…かれの「主観経済学」は経済学ではなく,一種の経済哲学だつたのである」と
評価している。(参照 :松野 尾裕「賀川豊彦の経済観と協同組合構想」(経済学史会 2008年)
65「労働全酬権論」明権 (訳)励子放与改造』1920年第2巻第11期5051頁。又謂馬克司得其學説之根
抵於湯生,故埃格爾以就餘慣値説為馬克司所稜明者,未必確営,而湯生之思想責較勝焉。馬克司過念私
有財産之虎分,而開於勢動全酬檀之思想則殊不足。
66(『賀川豊彦全集9』 (キリスト新聞社 1964年)383頁。
て生産されたものであるから、凡ての富は労働階級に属す可きものである、と教へるの
である。此処に労働階級は、ただ飢ゑを充すだけでは無く、自由人としての権利を要求
するのである。
並松信久氏は賀川の労働全酬権に関する論説について、“賀川は賃金鉄則に賛意を示すと同
時に、マルクスの剰余価値説から単純な搾取論を引き出して、これを資本主義批判の前提とす
る。賀川の資本主義に関する理解は素朴なものであつたが、労働者にとつては、わかりやすく
受け入れやすい論理であつた。"と評価している。67
とりわけ、明権により紹介される賀川の「労働全酬権論」は、資本主義における労働者の余
剰価値を搾取する資本家の不労所得という搾取制を批判するとともに、マルクス余剰価値説で
の私有財産制の過重視にも反論を出した。
一方、賀川の「労働全酬権論」を掲載した研究系政論刊行物の 励旱放与改造』(『改造』)は、
張東藤 (1886-1973)の主編で、五四新文化運動後期での重要な刊行物である。それは、積極
的に西洋各種の新思潮、当時各社会主義流派の紹介をしたと同時に、社会主義に関する大量の
文章を掲載し、“社会主義論戦"の一方の主要言論陣地となり、社会主義思想の中国での伝播
に対して重要な役害1を果たした。68
“社会主義論戦"とは、“五四運動"時期、中国の各派の知識人は、社会主義に関する討論
と論戦を通して、中国社会の発展していくべき道を検討し、中国社会の改造に最も相応しい法
案を探ることである。劉潤忠によれば、この論戦は、『東方雑誌』と『新青年』の間で幕を開
いたのであつた。69その中心論題には主に次の三つである :一つ、中国社会の将来への道は、
漸進的な改良的なものあるいは、急進的な革命なのかということ。二つ、どのように資本主義
経済に対応すべきか、どのような方式を用いて社会主義を実現するかということ。二つ、中国
社会の発展には、比較的に穏やかな政治秩序が必要であるかということ。70“五四"時期にお
ける東西文化論争に関する研究は多く存在するが、だいたい三段階に分かれている。諄双泉に
よると、その “社会主義論戦"は、“五四"時期における東西文化論争の第二段階である。そ
の三段階それぞれは次のようにある。1、 五四前夜、社亜泉を始めとする復古派と、新文化運
動の提唱者である陳独秀、李大ellらとの、東西文明の関係についての論戦。 2、“五四"運動
が勃発した後、“新旧の調和"論を持つ章士釧を代表とする派と、新文化人士との論争。 3、
67 並松 信久『賀川豊彦と組合運動の展開―自助と共助による組織形成一』(京都産業大学 学術リポジ
トリ  2014年) 113頁。
68楊 智勇 「『改造』雑誌研究」(湖南師範大学 博士論文 2009年 概要)69劉潤忠「「東方雑誌」興 “五四"前後東西文化論戦」(社会科学論戦 1994年 第二期 89頁)
70 “社会主義論戦"に関する研究は数多くあるが、代表的なのは、台湾学者茶国裕の『1920年代初期中
国社会主義論戦』(商務印書館 1988年)、茶事『五四時期馬克思主義反封反馬克思主義思潮的闘争』(上
海人民出版社 1979年)、 丁守和、ヂ叙葬『従五四啓蒙運動到馬克思主義的伝播』(1ヒ京三連書店 1979
年)などである。参照 :牟暁泥「五四時期社會主義論戦研究」(曲阜師範大学修士論文 2011年 3頁)。
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●“五四"運動後、マルクス主義が新文化運動の主流となり、“新旧思想の大激戦"という段階
である。71その “社会主義論戦"では、張東藤、梁啓超をはじめとする資産階級改良派は、ギ
ル ド社会主義の旗印を掲げ、李大午J等マルクス主義者と論戦をし、中国での資本主義への道路
を説き、改良主義を実践するとともに、無産階級革命に反対した。72
つまり、マルクス主義の暴力革命に反論を持ち、温和的な方法を用いて社会を改良すること
ができると信じる日本の賀川は、張東藤、梁啓超派に視点を当てられ、その「労働全酬権論」
が中国語に訳され、研究系政論刊行物の『解放与改造』に掲載された。
他に、賀川が著した『社会主義与進化論之関係』は、“東方文化派"の陳嘉異により受け入
れられ、『東方雑誌』の 1921年第 18巻第 9期に掲載されている。73東方文化派とは、“五四"
新文化運動時期に、西洋化に反対し、東方文化を提唱するとともに、新旧の調和と中西の調和
を主張するという文化保守者である。その代表的な人物には、『東方雑誌』の編集者である杜
亜泉、銭智修、『欧遊心影録』を発表した梁啓超、哲学者である梁漱涙、“一東方文化之使徒"
と自称する陳嘉異などがいた。74
陳嘉異の経緯はまだ不明だが、彼は 1921年に『東方雑誌』18巻第1号と第2号で連続的に、
『東方文化与吾之大任』という文章を公表し、中国文化を西洋文化と比較し、中国文化は次の
四つの優位性を持つと主張している。1、 独立な創造であること。2、 精神的生活と物質的生
活を調和できる優位性を持つこと、3、民族的精神と時代的精ネ申を調和できる優位性を持つこ
と。4、 国家主義から世界主義に達することができる優位性を持つこと。75また、その最後の
結論のところに、賀川の演説を引用し、“この日本人は、心理面を大げさにしている"と評価
している。76賀川の名は明記されていないが、当時の日本人の中で、心理面を重んじるという
特徴を持つのは、賀川ではないだろうか。
賀川は、貧民問題の発生は、社会経済的側面だけでなく、貧民の生理的、心理的、道徳的と
いつた人為的側面の欠陥は根本的な原因にあると示している。77それゆえ、陳嘉異は、日本雑
誌で掲載される賀川の演説を目にし、その着実な内容をチェックできないので、事後、興味を
寄せ、賀川の文章を探り、賀川の著した『社会主義と進化論の関係』を中国語に翻訳したわけ
71 諄双泉『五四時期的東西文化論戦―為記念五四運動 80周年而作』(湖南師範大学社会科学学報 1999
63-69頁)
72宋連勝 侯建明 丁剛「“社会主義論戦"与早期馬克思主義中国化」(理論学刊 2008年 14頁)
'3「社会主義与進化論之関係」J割‖豊彦 (著)陳嘉異 (訳)(『東方雑誌』1921年第 18巻 第9期 50-63
頁
74鄭大華 「論 “東方文化派"」 (社会科学戦線 1993年4期・文化研究 H6頁)
75陳嘉異「東方文化与吾人之大任」(『東方雑誌』1921年 第 18巻 第一号 (18-38頁)第二号 (9-25
頁)
76 陳嘉異「東方文化与吾人之大任」(『東方雑誌』1921年 第 18巻 第二号 25頁)。 賀川の演説に関
する中国語原文は、次のようである。“抑又聞之日本某學者之演説。則日。猶太有宗教。而行之者非猶太。
印度有哲學。而行之者非印度。中國有文明。而行之者未必即為中國。"その原文に、陳嘉異は、脚注を付
け、次のように述べている。“此日人演説,嗜憶曾見日本某雑誌。倉弊無従査検。惟日人此種誇大心理。"
77「賀川豊彦全集101(キリスト新聞社 1964年)245-263頁。
であろう。それに加えて、陳嘉異は、賀川の『社会主義与進化論之関係』を翻訳しただけでは
なく、理解しにくい内容について脚注を付け、説明している。賀川の主張する進化論と社会主
義との関係に関する内容について、陳嘉異は、賀川による前述両者の関係を載せる日本の『改
造雑誌』一巻第7号、堺利彦による賀川評価を載せる日本の『改造雑誌』二巻一号を目にし、
賀川のことを次のように述べている :
賀川氏は、十年程で神戸貧民窟に身を投じ、社会主義が衰弱していかないと信 じて
いる。また、その発言を我が国民に学ばせるために、特に賀川の演説を紹介 したいと
思う。78
つまり、陳は、賀川の貧民窟への投身に視点を与え、進化論と社会主義の関係に関する演説
を、中国人に学ばせたと考えていた。また、賀川の社会主義に対する態度に関しては、陳は“賀
川の社会主義に対する態度は、一方は、科学を根本にすることであり、他は、人間意志の努力
を求めるということにある。それは、我々にとつて参考になるではないか"と褒め称えている。
79
当然なことに、中国では、陳嘉異派といつた “東方文化派"の歴史地位については、その理
論と主張は根本的に時代遅れとなり、間違つたことであると評価されているが、80しかし、賀
川は、“東方文化派"の陳嘉異に注目され、その『社会主義与進化論之関係』が “社会主義論
戦"の一方の主要言論陣地となる『東方雑誌』に載せられ、多くの中国人に印象を与え、受容
されたことは疑いない。
また、賀川の中国における印象については、夏巧尊 (1886-1946)は、国民党中央機関物の
『民国日報』の副刊である『民国日報。覚悟』に、「評論 :賀川豊彦氏の中国における印象」
と題して、賀川を紹介している。81夏巧尊は、近代中国における著名な国語教育家である。そ
の著した『文心』は、“国語教育史上における画期的な著作である"という日本の『新中国事
典』からの高評を収めた。82
夏巧尊は原名が勉施であり、浙江省の上虞の出身であった。かつて日本に留学し、文学を研
究し、諸子百家の研究に心血を注ぎ込んだ。五四時代、彼は、浙江第一師範で教鞭を取つてい
78「社会主義与進化論之関係」→罰‖豊彦 (著)陳嘉異 (訳)(『東方雑誌』1921年第 18巻 第9期 51
頁。原文は次のようである。“夫以賀川氏伏虎神戸貧民窟至十年之久,篤信社含主義不少衰,而其立言如
此 ;特用介紹其説,以諭邦人。"
79同上。62頁。
80 鄭大華 「論 “東方文化派"」 (社会科学戦線 1993年4期・文化研究 126頁)
81 夏巧尊「評論 :賀川豊彦氏在中国的印象」 (『民国日報 。覚悟』1922年 7月14日 第一版)
82潜新和 「夏巧尊写作教学観初探」(福建師範大学学報 哲学科学版 1994年 第3期 95頁)
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た。当時の浙江第一師範は、新文化運動の大本営であつた。83夏は、葉聖陶、豊子凱と密接な
関係を持ち、毛沢東とも関わりを持つていた。夏巧尊は、1924年に、短期教師として、長沙
湖南省立第一師範学校にて毛沢東と同僚となった。後に、夏が “夏先生は尊重たる人格と学識
を持っているが、その政治上の認識は十分に明らかになつていない"と毛沢東に批判されたエ
ピソー トもあつた。徐大風によれば、夏巧尊は、超然な学者であり、全く政治に興味がなかつ
た。後に、毛沢東から受けた批判が夏巧尊の政治研究の助力となつた。84
とりわけ、夏巧尊は日本語に堪能で、五四時期の知識人であつた。夏は、賀川豊彦を受け入
れ、次のように評価している。
賀川豊彦氏は日本での有名な基督教社会主義者であり、文学家である。貧民に同情を
寄せ、長年にわたって貧民窟に投身した。彼は著作がとても豊富である。私は『死線を
越えて』、『太陽を射る者』、『貧民の心理研究』、『涙の二等分』、『人間苦と人間建築』等
を拝読している。彼の近著『星から星への通路』を購入した。その中には散文詩、感想
がある。賀川氏はかつて欧州への帰途で我が国に立ち寄つた。『星から星への通路』に
は我が國に関連のある二節があるので、以下訳してみた。85
とある。夏は、民国時代に、日中両国の文化を熟知し、日中両国の架け橋とも言える存在で
あると考えられる。彼は、賀川の著作を愛読し、賀川の貧民事業に注目し、賀川の中国での受
容を評論しながら記事にし、当時に影響力を持つていた『民国日報・覚悟』に載せた。『民国
日報・覚悟』は1919年6月16日に『民国日報』の第8版として出現し、中国でのマルクス主
義の伝播に重大な役割を担つた。86
つまり、たとえ賀川はマルクス主義に反論を持っていたとしても、夏巧尊は当時社会に広が
る “社会主義論戦"を顧みず、賀川に関する評論を、マルクス主義の伝播に重要な役割を担っ
た『民国日報・覚悟』に載せた。それは、夏巧尊は単純に貧民の為に生涯を支えた賀川の事業
とその人格に敬服されて賀川を中国人に紹介しようとしていたと考えることができるだろう。
賀川の貧民窟での事業に関心を寄せたのは、夏巧尊だけではなかつた。Miss Eleanor Muc
Neilが著した『貧民窟中の賀川豊彦』を中国語に訳し、『工業改造』1926年第H期に掲載し
ている落逸涛という者もいた。そのMiss Eleanor Muc Neilと落逸涛二人の経緯は未だ不明だ
83雲彬「古今人物雑書 :王静安・夏巧尊」(『人物雑誌』1948年 第1巻 第7巻 14-28頁)
84徐大風「毛沢東批評夏巧尊」(『海燕 (上海 1946)』 1946年 第9期 2頁)
85 夏巧尊「評論 :賀川豊彦氏在中国的印象」(『民国日報。覚悟』1922年7月14日 第1版)。 原文は
次のようにある。“賀川豊彦氏是個日本有名的基督教社会主義者、同時是個文学家。同情於貧民。投身貧
民窟多年。他底著作役富、拠我所看過的有『越死線』、『射太陽者』、『貧民底心理』、『涙底二等文』、『人
間苦代興人間建築』等幾種、新近又購得他近著的『由星到星的通路』一書。其中有散文詩、有感想。氏
曾於遊欧返國時来遊我国、『由星到星的通路』中有渉及我國者二節、因為課出。"86晨朱「『党悟』副刊対伝播馬列主義的貢献」(復旦学報社会科学版 1983年第2期 75頁)
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が、賀川は、“日本貧民窟の救世主"と称され、“世界的に最も不潔な貧民窟で、博愛主義を実
践する"と評価されていることがわかる。87_方、1922年、中国基督教大会が開催 し、その大
会の議決案により、工業委員会は、中華基督教協進会に所属する7つの委員会の一つとして成
立した。その工業委員会は、中国民衆の社会と労働者問題に対する理解、教会と経済および労
働者問題との関係に対する理解を深めることを主旨とした。その『工業改造』雑誌は工業委員
会により発行され、基督教工業問題を討論するための不定期干1行物であった。88
こうして多くの中国人により紹介され、“五四"時期の “社会主義論戦"の背景の下で、賀
川の名は中国で広がってきた。
87 Miss Eleanor Muc Neil(著)蒋逸涛 (訳)「貧民窟中的賀川豊彦」(『工業改造』1926年第H期
頁)
88趙暁陽「基督教会与労工問題」(『性別与歴史:近代中国婦人与基督教』2006年)近代中国研究
社会科学院近代史研究所 http://jds.cass.cn/1tem/5765.aspx
??
?
?
?
?
?
?
第二節 :賀川と胡適との会見について
前節ですでに述べたように、賀川は、1920年8月15日に上海日本人YMCAの招待に応じ、
YMCA夏期講座の講師として上海に旅立った。その後、賀川は、北京へと赴き、9月6日と 7
日に中国新文化運動の指導者の一人である胡適 (1891-1962)と面会をした。胡適の 1920年の
日記には、賀川との面会は次のように記述されている。89
九年九月六日 星期一 下午二時 日本社会主義家賀川豊彦来談。
九年九月七日 星期二 下午八時 賀川豊彦来談 此人在貧民窟住十年、是一個実
行家。他是基督教徒。他雖信社会主義、但不信階級戦争説。曾有『主観的経済学』之
作。我イ「]談得彼暢快。
日本語にすると、次のようにある。
九年 (1920年)九月六日 月曜日 午後二時 日本の社会主義家賀川豊彦来談。
九年 (1920年)九月七日 火曜日 午後人時 賀川豊彦来談 彼は、貧民窟に十年
間住み込んだ実践家である。彼は基督教徒であり、社会主義を信じているが、しかし、
階級戦争説を信じていない。曾て『主観的経済学』(『主観経済の原理』1920年六月版)
の作品を著した。我々の会談はとても愉快であつた。
とある。
賀川と胡適の会談について、浜田直也氏は、 “階級闘争説否定"、 “反共産主義"等方面の
相同点から、二人の関わりを分析している。9°だが、原文の “実行家" (日本語 :実践家)
という言葉は、浜田氏により、“社会運動家"と訳されている。実は、賀川を “実践家"と評
価する胡適は、賀川の数年間貧民窟での贖罪の愛を実践する初期事業に対して賞賛していると
考えることができる。賀川が理論や思想を提起するだけでなく、理論に基づいて具体的に実践
しているという胡適の評価は看過できないだろう。おそらく、二人の談話で、賀川の貧民窟で
の実践の後に上梓した『貧民心理の研究』についても言及されたのであろう。
一方、なぜ賀川の貧民窟での実践は注目を浴びたかというと、一方では、陳独秀は1920年
9月5日『労働界』第四冊で、賀川のことを紹介し、“日本には、賀川先生がいる。彼は、神
戸貧民窟にて貧民と十数年も同居していた。賀川は、家を捨て貧民窟に投身し、貧民を助け、
89季羨林 (主編)胡適 (著)『胡適全集29』(安徽教育出版社 2003年 205-206頁)。
90 参照:浜田直也『賀川豊彦と孫文』(神戸新聞総合出版センター  2012年 27頁)
日本貧民の福星と言えるだろう。"と褒め称えている。91すなわち、賀川の貧民窟での事業は
この前から、中国で名声を博 しているのであろう。他方では、胡適の主張する「多研究些問題 ,
少談些主義 (もつと問題を研究し、主義を語るのは抑えよう")」92から答えを探ることができ
ると考えられる。胡適は次のように述べている。
あらゆる価値のある思想は、すべて具体的な問題から着手するのである。様々の方面
から様々な事実を研究した上で、問題点を探す。これは思想上の第一歩である。93
とある。とりわけ、胡適は、抽象的な哲学問題の研究を抑え、さらに実際的で人間生活と密
接な関係を有する着実な問題に着目すべきだと考え、実践の重要性を訴えている。94っまり、
胡適から見た賀川の貧民窟に入 り、貧民のために生涯を棒げる行動は、評価すべきだと考えら
れる。
もう一つ提起しなければならないことは、賀川は胡適に説教しようと試みたが、胡適は無神
論者であり、賀川の説教に関心を寄せなかった。しかし、賀川の説教により、胡適の心中に基
督教へのさざ波をもたらしたはずだと考えられる。
賀川が胡適と面会した後、その胡適との談話の一部は『星から星への通路』に掲載されてい
る。夏巧尊はこの『星から星への通路』を目にし、その中から「胡適氏興我底問答」(胡適氏
と私との問答)を取り上げ中国語に訳し、前述の『民国日報・覚悟』に載せている。95『民国
日報・覚悟』にある原文は以下の通りである。96
胡適氏と私の問答
最近、私は北京にて支那の哲学者である胡適氏と面会をした。胡適氏は “私があな
たと違うところでは、あなたは神を信奉する、私は神を信じていない、"と語つている。
それに対して私は次のように胡適に質問をした :“いわゆる神、一体どんなものでしょ
91陳独秀 (著)任建樹 (主編)『陳独秀著作選編第二巻 1919-1922』(上海人民出版社 2009年 268
頁)。 この書の291頁、266頁にも賀川豊彦関係の記事が載せている。92『毎週評論』1919年7月20日 31号
93季羨林 (主編)胡適 (著)『胡適全集 1』 (安徽教育出版社 2003年 328頁)。
凡是有価値的思想,都是従這個那個具證的問題下手的。先研究了問題的種種方面的種種的事責,看看究
党病在何虎,這是思想的第一歩工夫。
94季羨林 (主編)胡適 (著)『胡適全集 1』 (安徽教育出版社 2003年 277-328頁)。 胡適と李大釧と
の間で “問題と主義論戦"と称される論戦がある。具体的に参照 :『胡適全集 1』 324-359頁。95 夏巧尊「評論 :賀川豊彦氏在中国的印象」(『民国日報・覚悟』1922年7月14日 第1版)96原文:胡適氏興我底間答 新近,我在北京和支那底哲學者胡適氏相會,胡適氏説,『我和体不同的地方,
就是体信神,而我不信神。』於是,我就問 :『所謂神,究寛是什座?是超越的,想蔵在自然彼岸的法則等
類的東西嘱?那様的東西,不是我所信仰着的。我所信仰的就是「生命」者,就是指在我底内面想,哭,
笑的東西。「生命」是人格,又看去好像超越人格的。我底所謂神,除窺入直観的世界的這「生命」以外,
没有別種東西。我這様説。於是胡適是説,「這様嘱?那底開於此,我也再考慮了看罷」』
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うか?超越的なものでしょうか?自然の彼岸に隠している法則といつたようなもので
すか?そのようなものは、私の信奉するものではない。私の信 じているのは `生命'"
である。`生命'は人間本体を超越 し、また人間の体の中にあるものである。私は産み
たいので産んだではなく、私は産まれたのである。`生命'というものは私の心中にあ
る泣きたい時泣ける笑いたい時笑えるのである。`生命'は人格のようなものであるが、
人格を超越 したようなものでもある。いわゆる私の神とは、直観的な世界を窺える `生
命'に他ならない。私のいわゆる “絶対"とは、`生命'のことである。私はこのよう
に答えた。すると、胡適氏は `そうですか、それに関しては、私はもう少 し考えてみ
ます'と返事してくれました"。
(『星から星への通路』原書 195頁)
とある。実は、胡適は、十二歳の頃から、無神論者になっている。97しかし、胡適は、アメ
リカ留学中、交際した友人には基督教徒が多かつた。気がつかないうちに基督教徒から影響を
受けている。胡適は、『留学日記』19H年6月 18日に基督教会による “祖先崇拝 (Ancestor
Worship)"という討論会にて、『マタイによる福音』第二十章一至十六節を聞いた。そして、
彼は、“極めて明白、感動させてくれたものである"との感想を書き、“自今日為始,余為耶豚
信徒臭"(本日から、私はイエス信徒になる)までと述べている。その頁の下にある付記には、
“今回のPocono Pinesでは、私は、基督教徒になりそうになつた"(なっていない)がある。
98その同月の21日にも胡適は、また講道会に参加した。99また、その1914年10月5日の日記
にも、『新約聖書』の講道会にてイエス寛容精神に関する記事がある。100
つまり、胡適は基督教とは無縁ではなかった。基督教の礼拝堂にて、基督教徒の友人と交際
することによって基督教精神への抵抗心はなかったのであろう。したがつて、賀川との面会で、
“自分自身が賀川との違いは神を信奉しないことである"との初志を持っていたが、賀川の神
に関する解釈を聞いて、胡適は、“もう少し考えてみる"と答えた。おそらく、賀川の回答に
よつて、胡適の心中の基督教に対する不抵抗精神さらには少しだけの愛情が引き出されただろ
う。
また、賀川は 1927年にも胡適と会面した。しかし、その二回目の面会以降、賀川と胡適と
の交際は、日中戦争の泥沼化によつて続けてこなかったのであった。其の理由について、浜田
氏は、「胡適は抗日戦争遂行の立場を取るようになり、日中友好を望む賀川とは袂を分かつよ
97胡適 (著)吉川幸次郎 (訳)『胡適自偉』(養徳社 1946年 67頁)原文は :しかし、私の宗教信仰の
方は、とつくにめちゃめちゃになっていた。私は十二歳の頃、はやくも無神論者になっていたのである。98 季羨林 (主編)胡適 (著)『胡適全集 27』(安徽教育出版社 2003年 150頁)。99上書。155頁。
1∞ 上書。519頁
うになつていくのである」と述べている。101おそらく、当時の胡適にとつては、個人の交際よ
り、生死に関わる民族大義が先立てとなっているのではないかと考えられる。
101浜田直也『賀川豊彦と孫文』(神戸新聞総合出版センター  2012年 33-34頁)
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第四節 :詩中に注ぎ込まれた黄日葵の愛情
今節では、賀川と黄日葵の関わりを明らかにする。
黄日葵 (1899-1930)は、中国の広西省の桂平出身であり、革命の烈士である。彼は、1916
年中学校を卒業した後、自費で日本に留学した。1918年5月、黄日葵は、段祓瑞政府が日本
と中国の主権を売り渡す『中日共同防敵協定』を結ぼうとする行動に抗議するため、千余り留
学生と憤然と帰国した。Ю2その黄日葵は、中国のマルクス主義者である李大金Jの弟子であり、
中国五四運動の主要な発起人の一人であつた。1920年3月、李大金」の直接指導のもとで、黄
日葵等は『北京大学マルクス学説研究会』を組織し、マルクス主義を深く研究し始めたのであ
る。そして、黄は、1921年中国共産党に入党し、中国の最初の共産党員の一人であり、広西
省の第一位の共産党員ともなった。1930年12月20日に病気でなくなり、事年31歳であつた。
103彼は、曾て『国民』、『少年中国』、『少年世界』、『桂光』等雑誌の編集者を務め、大量の社会
主義思潮の宣伝に関する文章を公表し、科学社会主義が中国思想界の主流地位を確立のに積極
的な貢献をした。1°4
1920年4月28日、吉野作造の発起を通し、北京大学教授李大ellの膳立てで、黄日葵、康白
情105等五人が北京大学訪日団団員として訪日した。5月12日、北京大学訪日団は、東京にあ
る新しき村本部を参観した。その新しき村支部責任者である長島豊太郎は、新しき村106の趣旨
を紹介している :「漸進的な方法を用いて、世界の大同に誘致する」(乃膊以漸進的方法試聴誘
致世界之大同)。 黄は一度新しき村に興味を持っていた。107
その後、黄日葵は、1920年6月4日に、北京大学訪日団と共に、神戸へと赴き、神戸の貧
民窟で賀川と面会をした。賀川は、黄日葵―行の案内をし、自分の著書を見せ、そして、訪日
団を率いて神戸貧民窟を一周回つた。黄日葵は、感銘を受け、6月6日に日本からの帰途、太
平洋中の舟で、賀川への感謝や感心を込めて『贈賀川豊彦先生』とい詩歌を著した。その『贈
賀川豊彦先生』という詩は、同じ内容で、同じタイ トルで、それぞれ『晨報副刊』1921年12
月29日号108、『少年中国』1922年第3巻第6期109に掲載されている。その内容は次のように
述べている。
Ю2楊文光「五四幹特黄日葵封馬克思主義的偉播研究」(学理論 2015年 96頁)
103呉忠才「広西第一個共産党員―黄日葵対革命事業の貢献」(広西党史 2000年4期 4-5頁)
104王万里「五四時期黄日葵対社会主義思潮的伝播」(伝承 2008年第6期 12頁)Ю5康白情 (1896-1959)は北京大学卒業、中国白話詩の創始者の一人である。李大金1と共に『少年中国』
の偏印に責任を負った。
1∞新しき村は、アナーキズムの一種であり、“平和的な社会改造"という方法を通して、“共産村"の実
験を行い、“理想的社会―新村"を実現するのである。それは、日本に起源し、1910年に武者小路実篤
により『 自樺』雑誌上に紹介され始めたのであった。後に中国に大きな影響を与えた。周作人、毛沢東
等人は新村主義に関心を寄せていた。
107趙池 「中國人的烏托邦之夢 :新村主義在中國的博播及嚢展」(獨立作家 2014年 67-68頁)Ю8時■贈賀川豊彦先生」黄日葵 (『晨報副刊』1921年12月29日2-3頁)
:。9「贈賀川豊彦先生―[詩]」 黄日葵―[詩]― (『少年中国』1922年第3巻第6期35-36頁)
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九年六月四日,偕白情等五人 訪賀川先生於神戸之貧民亀 先生出其著見示 ,
並導観該窟一週,不禁為其精神所感動,因詩以贈之。
我没有読体底 《潤的二等分》
但今番却兄着体涸地痕述了
我没有読体底 《越死線》(一)
但祢底精神已由此窟反射出来
照耀着我fl了
体至少値得日本人底崇舞
但祢宇受数千貧民底愛敬
不屑受権貴紳士lF5底優遇了。
看着一片慈祥和露 (?)底気
不是把周園底悪臭都蓋這了?
逮一道熱情底光
不是把一切愁悶的霧都沖弄了鴫?
我イ「1掩鼻底手、断愧地放下来了
我fl身上底衣服,恨不得立刻看換過去
我個底心,充満了感劫
我イ「]今番才真浴了上帝底愛了 (二)
賀川先生嗜
我覚得体イ「1這里太富有了
全日本都不及速里富
全世界恐伯更不及逮里富
来 !我イ「]一一地握通手pE
譲我イ「1誠心地祷告
原全世界都充満着這/A一団空気哩 !
注 (一)《7目的二等分》是氏底詩集,《越死線》是小説集,第一集已出版了二百
余版了,其他関於下層社会底著述甚富。
(二)他是個基督教徒,現三十餘歳,住窟中殆近二十年了。
六,六,一九二〇太平洋舟中。
とある。日本語に訳すと、次のようにある。
1920年6月4日、自情等五人と一緒に、神戸の貧民窟にて賀川氏を訪
問した。賀川氏はその著作を見せてくれた。また、我々を連れてその貧民
窟を一周回つて見学した その精神に感動されられてたまらなく、詩を書
き差し上げた。
私はあなたの『涙の二等分』を読んでいないが
しかし、現在あなたの熱い涙を流した跡を拝見している。
私はあなたの『死線を越えて』を読んでいないが (~)
しかし、あなたの精神は貧民窟から反射 してきて
我々を強く照らしてくれている
あなたは日本人の崇拝に値するが
しかし、あなたは千万の貧民に愛敬される道を選び
貴顕紳士たちの優遇を眼中に置かない
この穏やかで優 しい雰囲気は
周囲の悪臭に蓋をしたのではないか?
この熱情のある光は
あらゆる憂鬱な霧を吹き飛ばしたのではないか?
我々の鼻を覆 う手を恥ずかしく下げた
我々の着ている衣服をすぐに着替えたくたまらない
我々の心は、感動に浴れている
我々は、現在初めて真の神の愛を浴びている (⊃
賀川先生よ
あなたの貧民窟はとても富裕であると思う
全日本のどこでもこちらほど富裕ではない
さらに全世界のどこでも、おそらくこちらほど富裕ではない
さあ、我々一人ひとりと握手してください
心よりお祈 りしよう
全世界がこのような優 しい空気に浴れることを祈ろう !
注 (一)『涙の二等分』は賀川氏の詩集であり、『死線を越えて』は小説集
である。『死線を越えて』の最初版はすでに200余り冊出版されている。
その他にも下層社会に関する著述が極めて豊富である。
(二)彼は基督教徒である。現在 30余歳であり、窟中へと住み込むのが
おそらく20年ほどとなっている。
6月6日、1920年太平洋船中。
詩の第一段落に、『涙の二等分』(1919年、福永書店)と『死線を越えて』(1920年10月)
という二つの著作が出てている。
周知の如き、『涙の二等分』は賀川の詩集であり、1919年にすでに出版されている。『死線
を越えて』は、1920年10月3日に出版してから、当時大正時代のベストセラーとなつてい
る。しかし、黄日英一行が賀川を訪問したのは1920年6月4日であつた。それ故、『死線を
越えて』がまだ出版されていない時に、黄日葵―行は賀川を訪問し、賀川からその『涙の二
等分』と、当時原稿のままでありまだ発表されていない『死線を越えて』という二つの著書
を見せてもらつた。しかし、貧民窟を一周回つて、黄日葵―行は忙しくて、賀川の著書をゆ
つくりと読めなかった。したがって、詩の最初に “私はあなたの『涙の二等分』を読んでい
ない"、 “私はあなたの『死線を越えて』を読んでいない" という詩句が書かれているわけ
であろう。
そして、黄日葵は、自分たちの行動を賀川の事業と比較し、悪臭に我慢出来ない自分たち
より、賀川は、穏やかで優しい貧民窟の雰囲気を作つていると高く評価している。また、黄
日葵の目にした貧民窟は、賀川の努力で世界一の裕福で幸せな場所となっている。さらに、
最後に、黄日葵は、貧民窟を通して、賀川と手をつなぎ、世界が優しい空気に浴れるよう祈
つている。つまり、世界に貧民への注目や、関心が高まるように願つているのであろう。
実に、黄日葵は、幼い時から、貧しい人々に関心を寄せてきたのであった。楊文光によれ
ば、黄日葵は、幼いときから、社会時事、人民生活に関心を持ってきた。少年時代の彼は、
政府統治の黒闇を目にし、人民生活の困苦を痛感じ、下層の人民に極大な同情と関心を抱い
たのであった。H。ここに、賀川の事業を見て、その下層の人民に関心や同情を寄せた黄日葵
は、賀川と同感したと言えるだろう。
そして、この『贈賀川豊彦先生』を掲載した二つの雑誌を注目してみよう。
その一つの『晨報副刊』は、新文化運動早期に、マルクス思想の伝播、ロシア革命の紹介
を行う主要な陣地となっている。前期、李大釧等編集を経、1920年7月から孫伏国が編集と
H。 楊文光 「黄日葵的思想装展歴程及封革命事業的促進研究」(学理論 2015年 72頁)
28
し、1925年徐志摩が編集とした。 それは、『時事新報 。学灯』(梁啓超系)、『民国日報 。覚
悟』(国民党の機関紙となった『民国日報』の副刊)、『京報副刊』(魯迅投稿)と名前を並
び、五四時期の四大副刊となつている。(前述の表1参照 :1920年から1926年までに賀川に
関する記事が掲載された主な雑誌や新聞)
もう一つの『少年中国』は、総合性月干Jであり、文化教育界と高等学校学生を対象とした。
それは、北京少年中国学会総会により発行されている。前後に、李大釧、王光祈,蘇演存、
左舜生等が編集部主任を務めている。その一期の発行部数が5000余部となっている。毛沢東
等が会員にもなっていた。
つまり、当時それほど有名な雑誌は、黄日葵が′さを込めて著した『贈賀川豊彦先生』を掲
載し、多くの中国人に紹介した。当時5000余りの発行部数を持っていた『少年中国』の上に
載せた賀川の名は、同時代の雑誌で常に出場し、これから中国で広がっていくのであろう。
29
小結
賀川が 1920年YMCA夏期講座の講師として訪中してから、その中国における最初の印象を
垣間見ることができるだろう。『解放与改造』、『東方雑誌』、『民国日報』などの紹介により、
“社会主義論戦"の背景の下で、賀川の貧民窟での事業は高く評価されている。また、彼は、
陳独秀、張東藤・梁啓超派、東方文化派である陳嘉異、中国国語教育家である夏巧尊、中国衛
理協会の幹事を務めていた王希天lH、マルクス主義者の黄日葵等に受け入れられ、多くの中国
人に紹介されている。その最初の印象は、中国人に良い印象をもたらせ、賀川の中国での受容
展開に堅実たる基礎を築いたと考えられる。すなわち、そのスター トは、“起承転結"の“起"
とも言えるだろう。
Hl賀川豊彦と王希天との関わりは、劉 家峰氏が著した『賀川豊彦と中国』に詳しく書かれている。王
希天は五四運動の先駆者 。周恩来の親友であったが、1923年の関東大地震の際に日本の憲兵に忙殺され
た。彼は、賀川の貧民窟での事業を敬服していたため、賀川の『死線を越えて』を熟読し、またよく賀
川を表敬するなどして、賀川の社会事業の方法を学んだ。参照 :劉家峰「賀川豊彦と中国」(東アジア
文化交渉研究別冊 2010年)47頁。
第二章 1927年の上海 「基督化経済関係全国大会」後の中国における賀川の受
容                               (1927年～1930年)
第一節 :賀川が掲載された雑誌について
本節は、1927年の上海基督化経済関係全国大会から、1930年までの定期刊行物の雑誌性格、
種類、編集者などを分析し、賀川著作の訳者の性格を検討する。
1927年8月18日から28日の 10日間、賀川は、中華全国工業委員会の招聘を受け、上海で
開催された「基督化経済関係全国大会」に出席 した。『東方雑誌』には、「賀川与日本労工運動」
と題される賀川の出席に関する記事が掲載されている。12
今年の 8月18日から28日、中華全国工業委員会に招
かれ、賀川氏は上海に来訪し、十日間の「基督化経済関係
全国大会」に出席 した。彼は、29日午後1お、国際工業月長務
協会 (International lndustrial Service League)の招
待を受け、Royal Asiatic Societyホールで「日本労工運
動」というテーマで講演を行つた。
とある。その記事には、右側のような賀川の写真も載せている。lM賀川が「日本労工運
動」について講演をした後、中国人知識人は、1920年夏季講座後の印象に残った賀川像
を踏まえて、賀川を紹介しその作品や著作を翻訳して、中国の雑誌や刊行物に載せたので
あった。七年ぶ りの訪中により、中国に於ける賀川の知名度は、“第二春"を迎えてきた
のであろう。
以下の表2は、1927年から1930年までに賀川に関する記事が掲載された主な雑誌や新間を
まとめている。
干J名 出 版 年
代
性格 編集者や投稿
者の性格
備考
東 方 雑
誌
1904年
に 上 海
で創干」。
国政
外交
軍事
商務印書館 に
より刊行。康有
為、梁啓超、茶
『東方雑誌』の創刊主旨は、「国民を
導き、東アジアの連携を実現する」に
あり、直接的に言えば、日本と連携し
‖2「賀川豊彦与日本労働運動―一個簡単的紹介 (附写真、表)」 一日生 (著)『東方雑誌』1927年第24
巷第 19期25-30頁n3原文には、29日だと書かれているが、おそらく19日の間違いだと考えられる。n4賀川豊彦像。「賀川豊彦与日本労働運動一一個簡単的紹介 (附写真、表)」 一日生 (著)『東方雑誌』
192年第24巻第 19期26頁
最 初 に
月刊、後
半 月 刊
に 改 め
られた。
1948年
12 月に
終 干」。
1999 ■「
復 刊 、
『 今 日
東方』と
改名。
学術、
教育、
文化面
を網羅
する総
合 雑
誌。 H5
近代中
国史上
最大の
総合雑
誌。・ 6
元培、王国維、
魯迅、周作人、
胡適、陳独秀、
李大金り、郭沫
若、郁達夫、巴
金等数多 くの
著名人が『東方
雑誌』に文章を
発表した。
てロシアに対抗すること、及び立憲君
主制の実現を主張
する。H7満州事変以降、民族復興が論
じられる。118
賀川掲載 :
1、「賀川豊彦与日本労働運動一一個簡
単的紹介 (附写真、表)」 一日生 (著)
『東方雑誌』1927年第24巷第19期
25-30頁
中 華 帰
主
大型中
華基督
教調査
統計資
料
中華全国基督
教協進会会長
であつた誠静
恰による“中華
帰主"運動H9が
推進された。
誠静1台 (1881年-1939年)の指導の
もとに、全国で中国語と英語の『中国
基督教年鑑』(1914-1936)(China
Mission Year Book)と『中華帰主』
(China occupation)という雑誌が出
版された。120
賀川掲載 :
1、「歓迎賀川豊彦博士記聞」『中華帰
主』1927年第77期8-9頁
真 理 与
生命
1920年
に『真理
週干U』 と
『生命』
“生命
社"の
刊行
物、基
編集者 の劉延
芳 :コロンビア
大学の教育 と
心理学博士学
民国で最も影響力を持つていたプロ
テスタントの刊行物の一つである。20
年代で2000戸の定期購読者を持つて
いた。マスコミが不発達した当時、比
口5坂本ひろ子 『中国近代の思想文化史』(岩波新書 2016年 66頁)
●6寇振鋒 (メディアと社会、2009年 7頁)
n7寇振鋒 「中国の『東方雑誌』と日本の『太陽』」(メディアと社会、2009年 8頁)H8坂本ひろ子『中国近代の思想文化史』(岩波新書 2016年 183頁)H9中華帰主運動は、信徒の信仰を深めること、キリスト教教育を家庭 。学校・教会において強化するこ
と、中国人キリスト教指導者の養成、信徒の識字教育、未信者に対する伝道などを含んでいる。出典 :
徐 亦猛 「中国におけるキリスト教本色化運動 :誠静恰についての考察」(京都大学学術情報リポジト
リ 2008年 89頁)20同上。89頁
が 合 併
し、『真
理 与 生
命』とな
った。
督教雑
誌。主
旨 :プ
ロテス
タント
の価値
観で学
術界と
交流
し、教
会知識
人を動
員 し、
教会と
社会を
改革す
る。内
容 :信
仰と生
活、国
家、社
会、科
学等。
位。燕京大学
(北京大学)で
教鞭を取つた。
較的に大きいデーターである。また、
当時の中国で、一冊の雑誌は数人の間
で回覧されたので、本当の読者は2000
より大きいと思われる。121
賀川掲載 :
1、「基督教徒青年一賀川豊彦」一慮
広綿 (著)『真理と生命』1927年第 2
巻第14期404-406頁
2、「馬克思学説進迫中国」―賀川豊
彦 (著)許克梯 (訳)『真理与生命』
1929年 第4巻 第1期 11-16頁
文 社 月
刊 (上海
1927)
1925年
10月―
1928年6
月。共 28
期。売上
は 2200
「中華
基督教
文社」
の機関
報。
1926年9月ま
で、沈嗣荘が編
集長とし、その
以降は王治心
が編集長 とな
った。
基督教文字の本色化、本色文学122を趣
旨とし、風刺性の筆法を運用し、教会、
牧師とその人間性を風刺すのであっ
た。123
賀川掲載
1、「読了賀川豊彦先生的 “基督与経
121包克強 『西方宣教机拘,中国基督徒精英,与民国公共領域的建造』(基督教与中国研究中心Global
China Center)資料来源 :http://christianityandchinao com/?page_id=H14
122本色文学:中国本土ならではの文学。
123李誼涯「本色膠思的嘗試―論二十年代基督教『文社月刊』的風刺文芸」(2007海峡両岸華文文学学術
研討会 中国現代文学学会 中原大学通識中心 2007年6月 169-192頁)
冊余り。 済革命以後"」『文社月刊 (上海
1927)』 1927年第3巻第1冊94-98
頁
生路 (上
海 1928)
1928年1
月倉J干J。
上海新
学会社
によ り
出版。
胡行之。 上海の “新学会社"は、日本留学生経
験を集め、日本の新たな成果と発明に
関する著作を翻訳し、印刷 し発行す
る。
賀川掲載
1、「愛与労働一日本賀川豊彦著『愛の
科学』中の一章」―穎父 (訳)『生路
(上海 1928)』1928年第1巻第6期,
597-602頁
工 業 改
造
基督教
工業間
題の検
討を目
的 とす
る不定
期刊行
物。
中華基督教協
進会の工業委
員会によ り創
刊。
賀川掲載 :
1、「賀川豊彦生涯事業的自述」(訳稿)
『工業改造』1927年第15期9-12頁
青 年 進
歩
1917年3
月創干J、
1932年
終刊。共
150期。
中国基
督教青
会全
国教会
(YMCA
)によ
り 出
版。
疱子美125 学生や各地の青年会組織は主要定期
購読者である。その主旨は、青年を教
化することである。126
賀川掲載
1、「基督教社会主義」張民歳 (訳)
『青年進歩』1928年第 115期53-62
頁
2、「国際一瞥―馬克思主義在日本進
展的情状」沈文鴻 (訳)『青年進歩』
124かって浙江省にある春暉中学の高校部の国文教授で、上海、杭州等地で活躍 した “呉越史地研究会"
の歴史文化部主任を務めた。
125 疱子美 (1866-1939):基督教文字工作者。中華基督教青年会『青年進歩』の編集長。“儒者基督教者"
と称されている。参照 :李亜丁編集の『華人基督教史人物辞典』。
126 李恰、毛迅 『現代中国文化与文学 (第10輯)』 (成都:巴蜀書社、2011 第10巻)
1929年第 121期51-55頁
女 青 年
月刊
1928年一
1937年
民国基
督教刊
行物。
中華基督教女
青年会全国教
会編集部。
賀川豊彦掲載 :
1、「討論和研究 “人"的建筑者」一
賀川豊彦 (著)費容思 (訳)『女青年
月刊』1928年第7巻第1期9-13頁
2、「黄昏的路」賀川豊彦 (著)偉法
(訳)『女青年月刊』1929年第8巻第
5期41-52頁
明燈 1921年。 総合性
刊 行
物。内
容 :基
督教に
関する
宣伝 と
社会間
題の評
価、文
学 研
究、出
版情報
及び小
説、散
文、小
品など
文学作
品や世
界文学
名 著
1937年、『明燈』
の編集長は謝
頌恙。
( 1896-1972)
広学会127により上海で『明燈』双週刊
(二週間ごと一刊)が創立された。128
賀川掲載 :
1、「愛与教育」一徳明 (訳)『明燈 (上
消撃 1921)』 19304F,F 153期 274-282
頁
2、「読賀川豊彦証道談的大楽」蒋翼
振 (著)『明燈 (上海 1921)』1930年
第 158・159期395-397頁
3、「賀川豊彦」王『明燈 (上海 1921)』
1930年第 154期302-303頁
4、「我所欽侃的東方偉人之一一賀川
豊彦 :蒋翼振『明燈 (上海 1921)』1930
年第 1600161期4 3-414頁
1271887年に、英、米基督教プロテスラント伝教士と外交職員、商人などにより、中国上海で創立された
出版機構である。その前身は1834年英、米伝教士により広州で創立された “実用知識伝播会"と1884
年上海で創立された “同文書会"である。″8 趙ll■蘭『中國人在博教士中文報刊中的作用』―原載『中國博媒報告』 (China Media Report)2012年
第 2期。
賞望き。
中 華 基
督 教 教
育季刊
1925午
1941年。
共 17巻
基督教
刊 行
物。中
華基督
教教育
会によ
り 編
輯。
基督教教育の中国化の宣伝、基督教化
教育精神の伝播、各種教育方法の宣
布。中西各派の教育に対する意見を吸
収した。創刊号には、胡適の「今日教
会教育的難関」が掲載されている。129
賀川掲載 :
1、「打倒勉強教育」賀川豊彦 (著)
『中華基督教教育季刊』1930年第 6
巻第3期44頁
2、「改良教育在子発掘人個的天性」
賀川豊彦 (著)『中華基督教教育季刊』
1930年第6巻第二期28頁
真 光 雑
誌
1902年
創 刊 、
1942年
終刊。
基督教
雑誌。
『真
光』、
『真光
報』、
『真光
月干り』
と呼ば
れた。
1902年2月に
美華浸会印書
局により広州
の東山で創刊
され、
Rev.Roberts
E.Chambersが
その編集長 と
なり、陳高廷が
副編集長 とな
った。
画図、怖道要論、聖約説林などのコー
ナーがある。
賀川掲載 :
1、「賀川豊彦講演拾珍」(続)一金伯
霞 (記)《真光雑誌》1930年第29台
第9期36-39頁
2、「談薮130_賀川豊彦的日本教会統
計及称外人在日本伝教之困難『真光雑
誌』1930年第29巻第H期78-79頁
興華 北洋軍
閥区旧
書
Chinese
Christi
上海回明園路一六九琥で螢行,全年五
十期で一元五角。外國ヘプラス郵費 5
死 。
賀川掲載 :
1、「賀川豊彦断片的生活」一漢如『興
華』1930年第27巻第14期16-19頁
129「zsbeike」詞典中国語期刊
http://―.zsbeike.cOm/index.php?m=content&c=zhuanye&a=shoミ_qw&id=40738323
130薮:人や文化が集まる場所。
36
Advocat 2、「教訊 :賀川豊彦的近況 (日本)
『興華』1930年第27巻第32期34頁
3、「霊魂的彫刻」賀川豊彦 (著)『興
華』1930年第27台第33期15-16頁
上 海 青
年
1920 4「
倉J干1。
月 刊
誌。上
海 日本
人基督
教青年
会の機
関 誌
賀川掲載 :
1、「基督教在社会運動中之地位」賀
川豊彦 (著)『上海青年 (上海 1902)』
1930年第30巻第35期,4頁
(表2 筆者作成)
131張志偉『基督化興世俗化的押札:上海基督教青年會研究,1900-1922』(國立墓溝大學出版中心 2010
年 第一章 導言 35頁)
37
第二節 :1927年講演後の賀川像
1927年7月、国民党中央会議で共産党員の職務停止が決定され、第一次国共合作は終焉
する。その翌年の4月に北伐が再開される。この時、日本の田中義一内閣は第二次山東出
兵を目論だ。張作霧が6月、日本の関東軍に爆殺され、南京の国民革命軍が北京に入城、
北京政府は倒され、南京の国民政府により再統一がなされる。132
そして、基督教に関しては、1922年から1927にかけて、中国全国範囲での基督教に反対す
る社会運動である「非基督教運動」が勃発し、1920年代の基督教の発展に未だ嘗てなかった
打撃と影響を与えていた。当時の基督教は “帝国主義の中国侵略の先頭立て"とみなされ、そ
れに伴う“教育権回収運動"も起こつた。133このような状況で、教徒を自信付けさせ、教会を
再建させるために、中華基督教協進会の主催により、上海基督化経済関係全国大会が 1927年
に開催され、賀川は招待を受け、七年ぶりに中国へ旅立つ。
中華基督教化経済関係全国大会の主旨は、当時の社会の経済問題、例えば、給与体制、長時
間労働、未成年労働、無制限利益不法占拠、財産分配不均衡等経済問題を討論することである。
賀川は基督教社会主義を用いて、 “共産主義は `与える'共産主義であり、`奪う'共産主義
ではない、我々は、`与える'共産主義を創立すべき、社会中から詐取ではなく、公正、合作
とシェアを通して基督教徒の目標を社会に返す"と共産主義に対して、強く批判している。134
他方、その大会の講演題目は、それぞれ「国民党経済政策」(8月18日)、「労工運動」(19日)、
「経済問題与国際関係」(20日)、「教会与経済問題」(21日)、「国民党郷村政策」(22日)、「日
本社会運動」(23日)となつている。135その中で、賀川は、「日本社会運動」と「教会と経済
問題」をテーマとして講演を行つた。『教務雑誌』の記事には、さらに “賀川は講演と心揺さ
ぶる評論及び批判により、大会の方向性を定めた"という賀川がその大会の方向性を定めた評
価が掲載される。136
8月19日午後4時半、中華全国基督教協進会の主催で、上海円明園23号、305号会議庁
で賀川の歓迎会を開催した。賀川は、日本基督教同盟から派遣され、基督教化経済大会に出席
した。『中華帰主』には、「歓迎賀川豊彦博士記聞」と題される賀川を歓迎する記事が掲載され
ている。137
102坂本ひろ子 『中国近代の思想文化史』(岩波新書 2016 161-162頁)
133徐宏「中国基督教会対非基督教運動的回応和本色化運動 (1924-1927)」(中国社会科学院研究生院修
士論文 2003 1頁)
104劉莉『賀川豊彦与二十世紀中国基督教』(華中師範大学修士論文 2008年 19頁)
135中華全国基督教協進会編『基督化経済関係全国大会報告』(上海 :1927年)。 参照 :浜田 直也 『賀
川豊彦と孫文』(神戸新聞総合出版ンター、2012年)170171頁
136 The editor,``Christianizing China' s Economic Life",r/2θ g/Pゴ″θsθ Reοrdθ為58(1927),pp.639-640.
参照 :劉家峰 2010年 「賀川豊彦と中国」東アジア文化交渉研究別冊 49頁
B7「歓迎賀川豊彦博士記聞」『中華帰主』1927年第77期8-9頁
8月19日午後4時半、中華全国基督教協進会は、上海における各堂の指導者の数
十人に招聘状を送り、円明園路廿三号、305号会議庁において、日本基督教同盟の代
表で今回の基督教化経済大会に出席される賀川豊彦博士の歓迎会を開催した。賀川
氏は、数年にわたって貧民福音の仕事に従事し、特に貧民との共同生活を楽しみ、
民衆から非常に信奉されている。また、賀川は、著作を多く著し、日本における実
践社会学家であると称されている。その言論を聞き、概要を記述する。当日の会に、
主会を務めたのは含止斎牧師であり、賀川氏を紹介し、報告司会を務めたのは鐘可
託牧師であった。
とある。この記事には、賀川の貧民窟での事業が再び紹介され、賀川が日本に於ける実践社
会学家であると評価されている。また、それに続けて、賀川による貧民窟での救済事業の要点
がまとめられ、それは、“補救貧民疾苦"(貧民の困苦を救済する)、 “提イ昌貧民教育"(貧民教
育を提唱する)、 “設法救済社会"(社会を救済するのに方法を考え出す)という3つの内容で
あった。その演説の最後に、賀川は、日本で行われている百万信徒運動を紹介し、“信徒は、
民衆の道徳基準を高め、民衆に真の人生観を理解させることを目標とすべきだ"というように
百万信徒運動の目標について紹介している。138賀川が言つている当時日本の信徒は20万に過
ぎなかったが、彼は、信徒を増やし、民衆の思想を改めるためには、真の信徒が非常に緊急な
用務を担っていると固く信じている。
他に、その賀川の説教会の司会を務めたのは、魚止斎牧師と鐘可託牧師であつた。念止斎
(18751962)は、二十世紀中国における監理会の華東年議会の有名な牧師、管理会湖州教会
区の教区長であり、上海の慕爾堂の主任牧師、景林堂の主任牧師であった。139ここの景林堂は
後述のように、賀川が1934年に中国人に日本軍閥の中国侵略を謝罪した場所でもあつた。140ま
た、その鐘可託は、聖ヨハネ大学 (上海)の卒業生で、後の西安禁煙督辮となり、張学良との
私交もある人物であつた。141
-方、前述のように、賀川は8月19日に「日本社会運動」という演説を行い、その翌日の
20日に「教会と経済問題」というテーマで講演を行つた。それぞれの講演を聞き、感想文を
書き、当時の雑誌に投稿した人物もいた。
その一つの感想文は、日生によるものである。日生は、8月19日に賀川の演説を聞き、「賀
川豊彦与日本労工運動―一個簡単的紹介」と題して、『東方雑誌』に投稿している。日生の経緯
138「歓迎賀川豊彦博士記聞」『中華帰主』1927年第77期9頁
139『華人基督教史人物辞典』 李亜丁編輯
http://www.bdcconline.net/zh―hans/stories/by―persOn/y/yu―zhizhai.php
140「社言 :賀川豊彦与日本軍閥」『聖公公報』1934年第27巻第7期56頁141 慕安 「第二次国共合作的特殊密使董健吾」(党史文匿 2010年45頁)
は分からないが、彼は、賀川を次のように評価 している i142
賀川豊彦 (Toyohiko Kagawa)は日本人に「貧民の救主」と称されている。それに
よつて彼の生涯を略見することができるであろう。彼は現代日本において、普通人よ
り精力がさらにみなぎっている社会改造家である。彼は、過去の光栄で偉大な事業を、
神戸貧民窟の中に築いている。それ (ネ申戸貧民窟)は、老練な観察者に思われた世界
中の最も不潔浮な場所である。しかし、窺うことができない未来には、ちょうど賀川
によつて創造し始めた生活が期待されている。
とある。ここには、賀川の貧民街での事業が再び提起されている。それは、賀川の住
み込んだ貧民窟が不潔な場所にも関わらず、賀川の創造によつて、希望に浴れる場所と
なっているという高評である。また、その日生は、賀川が “日本の有数な経済学者"で
あると考えている。“賀川は、日本労働者の生活状況に最も関心を寄せている。中略…
1921年の彼は、“ス トライキ参カロ"という罪名で逮捕されて入獄 したが、しかし、彼は、
今までも快楽的で勇猛的であり、切実に奮闘浴れる日々の生活を送つている"と述べて
いる。143その “ス トライキ参加"とは、1921年に、労働時間の減少と労働者の賃金の増
加といった労働者権益を巡つて、賀川は神戸川崎。三菱の大争議の指導者となるが騒擾
罪に問われ逮捕されたことである。144そして、日生は、賀川を「著作等身」145の著作家
であると評価している。彼は、賀川の『死線を越えて』を例とし、“彼の著書は 1920年
に出版されてから、二年間で三百余回再版 され、日本全国売上の最も広い書籍である。
その印税所得は、日本円四万円以上を上回つたが、しかし、賀川は、(そのお金)全て
を労働組合あるいは他の公益機関に寄付し、一円すら私用にしていなかった。"と評論
している。146
そして、日生は、その記事の最後にすべての賀川著作をまとめて掲載し、“ここには、
賀川氏の作品の中で、また挙げられていないものもある。後日に探 して手に入るならば、
全て紹介する。"という附注まで書いている。147日生は賀川に敬服され、賀川大ファンで
!42「賀川豊彦均日本労働運動―一個簡単的紹介 (附写真、表 )」
巻第19期25頁
143「賀川豊彦与日本労働運動―一個簡単的紹介 (附写真、表)」
巻第 19期26頁
114 ROBERT SCHILDGEN  『TOYOHIKO KACAWA―Apostle of love and
B00KS,1988,pp.107-111)。
1“ 著作をたくさん持っている。
“
6「賀川豊彦与日本労働運動―一個簡単的紹介 (附写真、表)」
審第 19期26頁
147「賀川豊彦与日本労働運動―一個簡単的紹介 (附写真、表)」
巷第 19期30頁
一日生 (著)「東方雑誌J1927年第24
-日生 (著)『東方雑誌』1927年第24
Social 」ustice―』  CENTENARY
一 日生 (著)『東方雑誌』1927年第 24
-日生 (著)『東方雑誌』1927年第24
あると言えるだろう。
その「賀川豊彦与日本労働運動一一個簡単的紹介」に出た賀川の作品は、次のように、
書名、類別、出版年、売上数によつて分類され網羅している。
賀川氏作品一覧
書名 類別 出版年 売上数
友情 小説 1910 4000
予言者 伝記 1911 4000
基督伝論争史 物語 1913 3000
貧民の心理研究 心理学 1915 8000
涙の二等分 詩集 1917 5000
自由組合論 経済学 1919 3000
精神運動から社会運
動ヘ
社会学 1919 旧政府が発行禁止
労働者の崇拝 社会主義 1919 旧政府が発行禁止
主観的経済原理 経済学 1920 5000
死線を超えて ノ1ヽ説 1920 180000
生活の教学 宗教教育 1920 5000
地殻を破れて 詩集 1920 5000
太陽を射る者 小説 1921 90000
壁の声を聞く時 小説 1921 30000
基督教真理 宗教
?
? 11000
雪鳥醒前 戯劇 1921 10000
星から星への通路 詩集 1922 7000
生存競争の哲学 哲学 1922 7000
空中征服 小説 1922 10000
生命宗教と生命芸術 宗教 1922 3000
自然の黙示 宗教哲学 1923 3000
日常生活 宗教 1923 2000
苦難への対処 読書筆記 1924 4000(一ヶ月で売れ切
り)
愛の科学 宗教哲学 1925 9000
ネ申と本目対 宗教
?
?
?
? 4000
永遠の乳房 (チブサ) 詩集
?
?
?
? 4000
雲水遍路 旅行記 1926 5000
講演集 講演集 1926 5000
暗語 詩集 1926 5000
霊魂の彫刻 宗教教育 1926 20000
神の解放 宗教 1926 45000
表3 出典 :「賀川豊彦与日本労働運動―一個簡単的紹介 (附写真、表)」 ―日生 (著)『東方
雑誌』1927年第24春第 19期30頁(翻訳 :筆者)
もう一つの感想文は、「読了賀川豊彦先生的『基督教典経済革命』以降」(賀川豊彦先生の『基
督と経済革命』を読んだ)と題される文章である。この感想文は、「中華基督教文社」の機関
報である『文社月刊』に掲載されている。『文社月刊』は、王治心148等の編輯により、基督教
文字の本色化、本色文学を趣旨とし、風刺性の筆法を運用し、教会、牧師とその人間性を風刺
するものである。149
この文章の作者は、日本語がわからなかつた人物であつた。彼は、訳者の王君の訳文を目に
し、この「読了賀川豊彦先生的『基督教興経済革命』以降」を書いた。150この文章では、賀川
の博愛互助思想 (合作制度)が孫文の三民主義と並んで紹介されている。151
世界の現状から見ると、社会革命 (経済革命)は免れないものであり、避けられ
ないものである。この目的を達する手段には、各派が異なる。共産党が共産主義を用
いている。社会民主党が社会政策を用いている。国民党が三民主義を用いている。そ
して、賀川豊彦先生は、博愛互助の合作制度を主張している。
とある。この作者は、賀川の博愛互助の精神、賀川の「生命、工作、自由」に関する
思想を用いて、“資本家は、商品 (を製造するのに)生産するが、労働者を養うためで
はなく、自己の利益を求める…このような金銭万能な資本家は、労働者の死活を顧みず
1481881-1968年。浙江省出身で、20世紀の中国に於ける著名名基督教学者、教会史家、教育家である。
149李誼涯「本色膠思的嘗試―論二十年代基督教『文社月刊』的風刺文芸」(2007海峡両岸華文文学学術
研討会 中国現代文学学会 中原大学通識中心 2007年6月 169-192頁)
150「読了賀川豊彦先生的 “基督与経済革命以後"」 (『文社月刊 (上海 1927)』1927年第3巻第1冊94-98
頁)。原文には、“詳者工君告訴我 :関係経済革命問題,他封賀川豊彦有所問難,先生封他説 :Live yourism
out這真是一句最好的教訓。無論什蕨教義,主義,如果信仰者不能弟自責行起末,畢党是空虚的。"
151「読了賀川豊彦先生的“基督与経済革命以後"」 (『文社月刊 (上海 1927)』1927年第3巻第1冊94頁)
●…"152と資本主義を厳 しく批判 している。また、その作者は、“基督教がとても簡単であ
る。それは、互助 と愛であり、またそれらを実践することである。"と賀川の互助精神
に共感 している。153ぉそらく、賀川の演説を聞いて、賀川から影響を受けてこのように
感 じたのであろう。
中国人に注目されるのは、賀川の博愛互助、貧民のために奉仕する精神だけではなく、
平和主義者としての賀川が組織 した「全国非戦同盟」も光を当てられている。江蘇省の
軍事類刊行物『軍事雑誌』には、『賀川豊彦氏が全日非戦同盟を設立した』と題される
記事もあつた。記事には、賀川が日本「全国非戦同盟」の委員長を務めること、賀川ら
の戦争反対、並びに戦争準備反対、侵略主義による政治的、経済的、教育的運動反対、
弱小民族や団体に対する軍国主義的な言論圧迫反対というように宣言した主張は紹介
されている。154これらの賀川紹介により、賀川の知名度は幅広く広がっていくだろう。
まとめてみると、すでに前述のように、異なる時期の中国に於ける賀川像は異なつている。
ここに、1927年から1930年までの中国における賀川の受容について、世俗的解釈、宗教的解
釈という二つ方面から考えてみよう。
世俗的解釈とは、中国人知識人が、宗教的ではなく、政治的、経済的、教育的、家庭的、文
学的な視点から、賀川を受け入れ、賀川思想を解釈したことである。
(一)社会主義者である。『興華』には、江嶼が賀川の社会主義に関する言論をまとめ、“賀
川豊彦氏は社会主義者である"と評価している。そして、江は、賀川の社会主義思想を “物質
的ではなく、霊性的である"と述べ、“賀川のこの種の主義は根本的社会改造を求めるものだ
と考えることができる"と論じている。155
(二)著作家である。“彼のすでに刊行した書籍に四十五種があり、刊行する予定なものに
は、三種の新聞がある。最も有名な著作は『死線を越えて』である。それは、1920年に出版
され、二年間で二百余回再版されている。"156
(三)日本有数な経済学者である。上述のように、賀川は次のように経済学者として受容さ
れている。“日本労働者の生活状況に最も関心を寄せている。中略…1921年の彼は、“ストラ
イキ参加"という罪名で逮捕されて入獄したが、しかし、彼は、今までも快楽的で勇猛的であ
り、切実に奮闘溢れる日々の生活を送つている"。 157
(四)社会改造家。“彼は、具体的な政治計画を持つ社会改造者ではなく、人類の実際の生
“
2前文の95頁。
153前文の97頁。
154「賀川豊彦創立全日非戦同盟」―『軍事雑誌 (南京)』 1928年第4期3頁
155「賀川豊彦生平之事業」―江嶼 (『興華』1928年 第25巻 第31期 11頁)
166「賀川豊彦生平之事業」―江嶼 (『興華』1928年 第25巻 第31期 12頁)
157「賀川豊彦与日本労働運動―一個簡単的紹介 (附写真、表)」 一日生 (著)『東方雑誌』1927年第24
巻第19期26頁
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活と精神上の解放を求めるのに尽力し、根本的に社会を改造する。"158
(五)実践社会学家。上述のように “賀川氏は、数年にわたつて貧民福音の仕事に従事し、
特に貧民との共同生活を楽しみ、民衆から非常に信奉されている。また、賀川は、著作を多く
著し、日本における実践社会学家である"という記載があつた。159それは、賀川が『貧民心理
の研究』等著書において、貧民生活の実態を社会学手法で分析することがあるということであ
ろう。
一方、宗教的解釈とは、中国人知識人が、宗教的な視点から、賀川を受け入れ、賀川思想
を解釈したことである。
(一)日本の “貧民の救世主"。 賀川は現代日本の人に “貧民の救世主"と称されている。“
0
(二)熱心な信仰のある基督教者である。“賀川の熱心に伝道した精神は、神学から得
たのではなく、賀川氏の個人の宗教経験、また学術を研究し体験して得たものである。
それは我が国の基督教徒にとつて学ぶべきことである。"161
こうして、中華基督教化経済関係全国大会後、これらの賀川が掲載された文章は中国
人の間で回覧され、1927年以降の中国に於ける賀川像が形成されるようになった。それ
は、貧民の救世主、熱心なキリスト教徒、著作家、経済学者、社会改造家、実践社会学
家といつた賀川像であつた。
168「賀川豊彦与日本労働運動―一個簡単的紹介 (附写真、表)」 ―日生 (著)『東方雑誌』1927年第24
巻第19期25頁
159「歓迎賀川豊彦博士記聞」『中華帰主』 1927年 第77期 8頁
“
。「賀川豊彦生平之事業」―江嶼 (『興華』1928年 第25巻 第31期 11頁)
lm「賀川豊彦生平之事業」―江嶼 (『興華』1928年 第25巻 第31期 11頁)
第二節 :1930年の賀川の受容
賀川は、1930年7月26日から8月4日までの十日間、浙江省杭州市にある之江大
学162にて中華基督教協進会により開催される全国幹部夏令会に出席する予定であった。
『中華基督教総会公報』1930年5月号には、「全国幹部夏令会情報→罰‖豊彦は招待に応
じ到会」 (「全国幹部夏令会消息―賀川豊彦応約到会」と題される賀川の参会日程が掲載
されている。1637月19日、中国伝道に秘書タッピングを同行、賀川は、神戸より長崎丸
で出発した。164
その「全国幹部夏令会情報―賀川豊彦は招待に応じ到会」 (「全国幹部夏令会消息―賀川
豊彦応約到会」に於いては、賀川は、“日本明治維新後の一流の社会運動思想家である。
その著した労働者問題及び貧困問題に関する作品によって、彼が社会学界の大思想家で
あると読者に称される"と評価され、“博士はさらに社会事業実践家、すなわち本当の
社会革命家である"と賞賛されている。また、賀川がその自身の提唱する “百万運動"
により、日本で反響を呼び日本の基督教徒に信頼されていることも明記されている。さ
らに、賀川の “百万運動"が中国同時代に起こった “五年奮道運動"165と比較されなが
ら、“日本の百万運動は我が国の “五年奮道運動"と遠く対応している"と中国人に描
かれている。また、多くの中国基督教徒は賀川の名を仰ぎ、賀川からの指導を目指して、
“各地から来た本教会の会員は、当時賀川氏と出会おうとする願いが強い"という賀川
から基督教会の経験を学ぼうとするその願望が物語られる。その6月9日までの参会予
定人数は27人であるという。166
-方、命伯霞氏167の記述『「賀川豊彦講演拾珍」』によると、賀川の講演する題目それ
ぞれは、「基督教与社会主義」(7月22日)、「日本社会運動与基督教的関係」(7月23日)、
168「基督教社会運動的具体方案」(7月24日)、「基督教社会運動的具体方案に続く」、主
に「労工問題」、「土地問題」、「資本問題」(7月25日)であつた。169命はその記述の最
後に、賀川の講演で提起された “私は神を信奉しています、私は毎日朝三時に起床して
一時間半祈祷します。イエスは我々のために聖になつたので、我々も他人のために聖潔
になるべきです。"を引用しながら、その賀川の言葉に対して、“賀川の幾つかの言葉は、
162 かって浙江省杭州市にある基督教大学。1952年閉校。
163「全国幹部夏令会消息―賀川豊彦応約到会」(『総会公報』1930年5月 第2巷第7期563頁)
164米沢和一郎による賀川豊彦年譜。
“
51930年に中国基督教協進会が起こした “五年奮進怖道運動"である。“五年奮進怖道運動"は中国基
督教協進会総幹事誠静恰により発起され、その目標が基督教を再建し、基督教徒の数を倍増させること
である。
166 全国幹部夏令会消息―賀川豊彦応約到会」(『総会公報』1930年5月 第2巻第7期563頁)
!67 命伯霞 (記)「賀川豊彦講演拾珍 (続)(拾珍 :気になるところを選ぶ)」 (『真光雑誌』1930年第29
巻第9期36-39頁)。 命伯霞の経緯は不明。
1“ 含伯霞 (記)「賀川豊彦講演拾珍 (『真光雑誌』1930年 第29巻第8期44-46頁
169 含伯霞 (記)「賀川豊彦講演拾珍 (続)」 (『真光雑誌』1930年第29巻第9期36-38頁
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日前の基督教徒と牧師、および教会事業での職員を戒めるはずでしょう"と評価し、賀
川の精神と意志を中国人に伝えた。170
実に、賀川が今回 1930年の全国幹部夏令会に出席 したのは、1929年中国代表の数人
が日本の京都で開催された太平洋国交会議第二回会議171に出席の際に、東京にて賀川と
面会し、賀川を中国へ伝道しようと招待 したことによることである。その中国代表の一
部は、日本で開催された神の国運動会議にも出席 したところである。172ここでぃぅ神の
運動会議とは、1929年H月6日に、日本基督教連盟総会により宣教 70年記念式典が開
催され、「ネ申の国運動」の発足宣言が公布されたことを指す。173
この後の中国雑誌「興華」の 1930年号は、漢如という署名で、漢如自身が東京で賀川
と出会 うことについて、「賀川豊彦断片的生活」と題し、次のように紹介 している :174
太平洋国交会議が日本の京都で開催されて以来、東京における多くの機構は
太平洋国交会議へと赴く人々を招待 し始めた。ある日の夕方、20人余のアメ
リカ人は、その機会で日本における最も能力のある基督教徒指導者である賀川
と面会した。その後、賀川はその数十人と同行 し帝国大旅社にて臨時宴会に出
席 した。カリフォリアにある米爾大学学長のDr Aurelia Henry Reinharclk
氏は、招待主として賀川等を招待した。今回の宴会で、私には畢生にわたって
忘れられない深い印象を与えた。
つまり、漢如という人物は、H月6日に大平洋国交会議の終会後、東京にて日本基督
教連盟総会により宣教 70年記念式典に出席 し、賀川と面会した。そこの帝国大旅社と
は、東京にある帝国ホテルのことであろう。1929年H月6日の日本基督教連盟の協議
会において、賀川がエルサレム会議の精神175を継続する神の国運動を提唱し、富田満が
170 命伯霞 (記)「賀川豊彦講演拾珍 (続)」 (『真光雑誌』1930年第29巷第9期38-39頁
1711925年、太平洋国交会議 (Institute of the Pacific Relations)はホワイ事業家と学者の発動によ
り、基督教青年会の膳立てで発足した。それは、太平洋地区の政治、経済、文化、外交、民族諸問題の
研究をといった社会科学の学術討論を目的とする非政府国際組織である。1929年10月28日から11月9
日までの13日間、二年間一度の第二回会議は日本の京都で開催され、その議題が、糧食、人口と上の利
用、中国問題、満州態勢、太平洋属地政府問題等を含んだ。その中で、特に中国東北問題、すなわち “満
州問題"を巡って中国側と日本側は激しい討論を行ったという。 本会の議長には日本側の新渡戸稲造が
務め、中央理事会出席には中国側の余日章が担当した。そして、アメリカ人のE C Carterはプロセス委
員会主席を務めた。
172 Helen F. Topping, “The Kingdom of God Movement" ,  7カθ 3apa″ ι力″rsιゴ′″
の″ι″′ぁVol.4,No.4(October 1929),P.381.参照 :劉莉『賀川豊彦与二十世紀中国基督教』(華中師範
大学修士論文 2008年 47頁)
173中村義治『日本キリスト教歴史大事典』(教文館 1988年 1623頁)
174 漢如「賀川豊彦断片的生活」『興華』1930年第27巷第14期16-19頁1751928年に、国際宣教協議会がエルサレムで開催された。国際宣教協議会は、世界の宣教運動に関する
諸問題を協議する国際機関である。参照:中村義治『 日本キリスト教歴史大事典』(教文館 1988年 516
委員長に就任 し、海老沢亮が総主事に就任 した。176漢如の記事によれば、その時、賀川
は、東京の名誉副市長になり、社会事業に関する予算の責任を取つたところである。賀
川は神の国運動についての演説で、日本で独自の基督教を設立する必要性を中国人に伝
え、基督教を発展するためにまず基督教徒人数の増加が肝心だということをも中国人に
言い渡した。漢如は、自己が賀川の歴史意識から影響を受けたと明言 し、賀川に対する
印象についても物語つている :
私は賀川氏のことを見極め、賀川氏がCarlyleに称されるいわゆる “静黙
の才 Talent of Silence"であるに違いないと考えた。彼は旋風の中心のよう
に静かな方である。彼と出会つた人の中で、彼が騒がしく忙 しい人であると考
える人はほとんどいない。しかし、賀川の忍耐している顔の後ろに隠している
頭脳は止まらず動いているようである。賀川は冬季着の厚い綿天鵞絨 (ワタビ
ロド)の服を着ている―このような服は、彼の協同組合が各工業都市で労働者
に販売するものである。一着は四元である。一それを着ると労働者つぼくなる。
彼は優 しい英語を使つて、貧困者の実情を鋭く言い出し、人々を非常に感動さ
せる。彼は背が低いが、体は堅い。素朴だが、誠実である。彼は人々に完全に
信頼される人である。
とりわけ、漢如から見た賀川像は、知恵に浴れる優 しくて人々に信頼できるのであった。
その中国教会を代表 して東京へと赴いた漢如―行は、賀川から本色の教 (日本独自の教)
に関する理念を学び、その経験を中国での “五年奮道運動"に活かせるように、賀川を
1930年7月の全国幹部夏令会に招待 したのであろう。こうして、賀川と中国基督教界と
の連携がますます緊密になっていったのだろう。
?
‐?
中村義治『日本キリスト教歴史大事典』(教文館 1988年 194頁)
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第四節 :蒋翼振牧師から見た賀川像
賀川が中国を回つて説教講演を行つた際に、多くの中国人は感動したと共に、賀川から深く
影響を受けた。また、その講演文や説教文などを目にし、当時の雑誌や刊行物に賀川説教に対
する感想文を寄稿した人物は多く存在していた。蒋翼振牧師もその中の一人であつた。
蒋翼振(1900-1983)は中国における著名な宗教教育家、神学家、作家、翻訳家である。浙江
省諸暫出身であり、上海聖ヨハネ大学文学院、神学院を卒業、英語、仏語に堪能であった。彼
は、私立安慶聖ポロ高級中学校校長、聖公會報特約編輯を経て、北京燕京宗教学院代理院長、
北京基督教会主席を務めた。その代表的な著作『翻訳学通論』(1927)は世界初の翻訳学術専
門著書であるという。177
安徽省にある安慶聖ポロ高級中学校校長を務めていた落翼振は、1929年6月9日、安慶聖
ポロ中学校の薄宅で「読賀川豊彦證道談的大楽」(「『賀川豊彦證道談』を読んだ大楽」)を執筆
した。そして、その「読賀川豊彦證道談的大楽」は雑誌の『明燈 (上海 1921)』の 1930年第
158・159期に掲載されている。178『明燈 (上海 1921)』は広学会による総合性刊行物である。
その内容は主に、基督教に関する宣伝と社会問題の評価、文学研究、出版情報及び小説、散文、
小品など文学作品や世界文学名著選に関するものであった。
その蒋翼振の閲覧した「『賀川豊彦證道談』は賀川の講演録であり、中国の広学会により1929
年に初版され、1939年に再版されている。179蒋翼振は、その「『賀川豊彦證道談』を読んだ大
楽」という文章の先頭で、“五 。二十事件"180の勃発後、中国を救い出せる方法が貧民の救済
にあるということから、賀川の日本貧民窟での事業を連想し、賀川の事業を賞賛している。蒋
は「『賀川豊彦證道談』を読んでからの快楽を次のように述べている :181
近年来、賀川豊彦という四文字は、私の心の中にある発芽し根を下ろしたような存在
である。耳には常に賀川に関する情報を喜んで聞き、目には常に賀川に関する文字を
愛読し、心には常に賀川の事業を黙念する。私は賀川とあつたことがないが、彼はす
でに私の心、私の血に注ぎ込んでいる。最近、私は落ち着いて賀川豊彦の証道談を細
かく拝読した。私の心霊には、言えない快楽に満ちている。私の妻は平素優雅で、私
の講じる賀川豊彦の証道経験を愛聴するだけでなく、彼女は平素常に賀川豊彦の妻と
自称する。
177方夢之 「『翻訳学通論』:翻訳学之濫筋」(当代外国語研究 20■年8月 第8期 44頁)
178「読賀川豊彦證道談的大楽」―蒋翼振『明燈 (上海 1921)』1930年第 158・159期395-397頁179 劉家峰 2010年 「賀川豊彦と中国」東アジア文化交渉研究別冊 52頁
180 五三十事件 :1925年月30日、上海で起こった反帝国主義の民族運動である。上海の日系紡繊工
場でのストライキを発端に、5月30日労働者。学生のデモに対しイギリス官憲が発砲し、多数の死傷者 。
検挙者を出した。このため、上海の労働者はゼネストを決行、反帝聞争は全国に拡大した。
181「読賀川豊彦證道談的大楽」―蒋翼振『明燈 (上海 1921)』1930年第 158。159期395頁
とある。上文によれば、蒋翼振は、賀川との直接な面会を持たなかったが、中国語に翻
訳された『賀川豊彦證道談』を読み、賀川から影響を受けたことが明らかにされている。
蒋の妻も賀川の講道を愛聴するようになっている。これから見ると、賀川の作品が中国で
翻訳され、基督教徒に受容され、それほどの影響力を持っていたのであろう。さらに、蒋
翼振は一人で賀川の思想を咀疇するだけでなく、毎年の5月の第一礼拝日午後2時、聖ポ
ロ中学校の宗教研究会で、多くの学生に賀川の生涯や思想を紹介していた。その学生たち
は、賀川氏の人格に感化され、非常に興奮していたという。182
また、その同日の 1929年6月9日に、蒋翼振はもう一篇の「我所欽侃的東方偉人之一
一賀川豊彦」(「私が感服する東方の偉人の一人―賀川豊彦」)という文章を著し、『明燈 (上
海 1921)』の1930年第 160・161期に寄稿している。蒋翼振は賀川への敬服を次のように
述べる :183
私の心中にいる偉大な人物は、ナポレオンではなく、哀世凱ではなく、カエ
サルでもない。私を感服させた唯一の偉大な人物は、全身全力で、貧民に奉仕
する聖賢である。
賀川は日本近代における極めて偉大な伝道家と称され、蒋翼振に敬服されている。また、
蒋翼振が賀川の共産主義への消極的評価を引用し、“我が国近年以来、水害、早魃、共産
土匪などは相次いで害になる。"と主張している。つまり、蒋翼振も賀川のように当時の
共産主義反対の立場を取つていた。そして、蒋翼振はその文章の最後に、中国の青年にな
ぜ「中華賀川豊彦」力れ なヽいかという問いをし、「読者の諸君、我々は心を静め、自問し
てみよう。我々は、良心上の勇気を持つことができるならば、中国での “迷子"を救済す
ることができるであろう」と賀川の貧民窟での事業を参照しながら、中国の青年に貧民救
済の心、中国を救済する心を引き出させようとしている。
蒋翼振は賀川の貧民窟での事業を注目しただけではなく、賀川の平和主義、賀川の軍閥反
対で入獄したことも気になって、中国人に賀川の入獄を紹介している。1932年の『総会公報』
には、蒋翼振が翻訳した「詳述 :賀川豊彦封於近代暴動興経済恐慌的解説」(「訳述 :賀川豊彦
が近代暴動と経済恐慌に対する解説」が掲載されている。B4『総会公報』は中牛基督教会全国
思会機関刊行物で、1928年H月創刊され、1958年終干Jされた。それは戦時中不定期刊行物で
182同上。395頁。
183「「我所欽侃的東方偉人之一一賀川豊彦」:蒋翼振《明灯(上海 1921)》1930年第 160日161期413‐414
頁
184「課述:賀川豊彦封於近代暴動興経済恐慌的解説」蒋翼振 (訳)「聖公会報11932年第25巻第 22
期 25-26頁
あり、各地の会務と総会事務、幹事の行方などが掲載され、全国各地と本教会との連絡が主旨
とされていた。185
蒋翼振は賀川の入獄に関心を寄せ、次のように述べている :186
賀川氏は、最近彼の平和主義の実践により、すでに確実に牢獄に身を投げられて
いる。これは彼の偉大さである。中国の新軍閥が好戦であるが、しかし、中国には、
賀川氏のように獅子吼のように声を出し、このような中国を侵害する魔王を鎮圧す
る人がいないだろう。とりあえず、我々はこのような天職を放棄することができな
いだろう。
周知の如き、1920年代の中国は軍閥の混戦で、中国民衆を苦しめたのであった。蒋翼振
は軍閥の好戦に嫌がり、日本軍閥反対の立場に立った賀川のように軍閥反対の旗を掲げる
人物が中国本土に居てほしいとい強い願望を示すと同時に、牧師の立場から戦争反対を堅
持するその姿が見えてくる。これらのことにより、賀川が中国の基督教徒に与えた影響の
証を見ることができるであろう。
“
5「zsbeike」詞典中国語期刊
http://mp旺ZSbeike,com/indeX・php?m=content&c=zhuanye〔ヒ=show_qw&id=43725744
186「詳il■:賀川豊彦封於近代暴動興経済恐慌的解説」蒋翼振 (訳)「聖公会報11932年第25巻第22期
25頁
小結
本章では、1927年の上海基督化経済関係全国大会から、1980年までの定期干J行物の雑
誌性格を分析し、中国の賀川像を検討した。1927年以降の中国に於ける賀川像は、貧民
の救世主、熱心なキリスト教徒、著作家、経済学者、社会改造家、実践社会学家となっ
ている。また、中国教会の代表は 1929年に、東京にて賀川と面会し、賀川を1930年7
月の全国幹部夏令会の参会に招待した。その賀川が中国での活動により、多くの中国人
クリスチャンに影響を与えたのである。このような基督教徒との交流を通して、賀川と
中国基督教界との連携がますます緊密になつていた。1927年～1930年の賀川の受容は、
1920年から1926年までの賀川像の “継承"である。
第二章 1931年の満州事変以降の中国における賀川の受容
(1931年～1936年)
第一節 賀川が掲載された雑誌と賀川作品や講演を翻訳 した人物について
賀川像の受容は、当時中国の本土基督教文化伝統、外国からの新たな物事および社会現実に
示 した関心のあらわになったものであり、当時中国民衆が内憂外患的で途方に暮れていた中国
で、自ら心理的な救済を求めようとした一種の試みではないかと考えられる。
本節は、賀川が訪中した当時の中国側の雑誌や新聞の反響に光を当て、賀川を掲載 した 1931
年から1936年までの雑誌全貌および主編者の性格を分析 し検証し、1931年から1986年まで
の中国における賀川像を分析する。
1931年から1936年までに賀川に関する記事が掲載された主な雑誌や新聞は以下の通りである。
干1
名
出版年
代
性格 編集者や投稿
者の性格
備考
?
?
???
?
?
?
1930年
H月～
1933年
10月
宗旨:青年に読
書方法 を指導
し、創作を励ま
した こと。 内
容 :主に文学、
読者対象 :文学
が好きな青年。
投稿者の郁達
夫(1896年12
月 7日-1945
年9月17日),
中国著名な近
代小説家、散
文家、詩人。
上海光華書局の編集で出版された。毎
期約 10万字がある。書華書局は当時
知名な書局のひとつであり、かつて多
くの有名な作家の作品を出版した。
賀川掲載 :
1、 出版界興著作家 :(十)日本文壇
令訊 :(三)「賀川豊彦与新居格」 ―
馬末亜 1931年第2巻第1期442頁
?
?
?
?
大型中華基督
教調査統計資
料
中華全国基督
教協進会会長
であつた誠静
′治による “中
華帰主"運動
187が推進され
た。
誠静恰 (1881年-1939年)の指導の
もとに、全国で中国語と英語の『中国
基督教年鑑』(1914-1936)(China
Mission Year Book)と『中華帰主』
(China occupation)という雑誌が出
版された。188
賀川掲載 :
1、「個人之宗教教育」 1931年第 115
期 3-8頁
187中華帰主運動は、信徒の信仰を深めること、キリスト教教育を家庭 。学校・教会において強化するこ
と、中国人キリスト教指導者の養成、信徒の識字教育、未信者に対する伝道などを含んでいる。出典 :
徐 亦猛 「中国におけるキリスト教本色化運動 :誠静恰についての考察」(京都大学学術情報リポジト
リ 2008午 89頁)
188同上。89頁
2、「′い痛める子供」―[詩]『中華帰主』
1932年第126期19頁
3、「賀川豊彦が対日の怖道計画一」
1936年第166期第12頁
?
?
?
1921年総合性刊行物。
内容 :基督教に
関す る宣伝 と
社会問題の評
価、文学研究、
出版情報及び
小説、散文、小
品な ど文学作
品や世界文学
名著選。
1937年、『明
燈』の編集長
は謝頌兼
(1896-1972
)
広学会189により上海で『明燈』双週刊
(二週間ごと一刊)が創立された。"。
賀川掲載 :
1、「賀川豊彦的近況」―王『明燈 (上
海 1921)』1931年第167期-168期1
頁
2、「賀川豊彦」(続第二〇六期)一謝
頌業,陳徳明(全訳)『明燈(上海 1921)
1934年第207期,1513-1515頁
3、「賀川豊彦伝 (続)」 (1)一Axling,W
(原著),謝頌兼,米星如 (合訳)『明
燈 (上海 1921)』1933年第 195期,
1057-1060頁
?
?
?
?
?
基督教系。 編輯に羅運炎
(1889-?)。
191
Chinese  Chrlstlan Advocate.  メ ソ
ジス ト監督教会により出版される。
上海園明園路一六九琥で嚢行,全年五
十期で一元五角。外國ヘプラス郵費 5
賀川掲載 :
1、「教訊 :賀川豊彦在華演講 日程 (上
海)」 1931年第28巻第8期32頁
2、「教訊 :黄池水揚 :春季聯合怖道
記 (安微):新東方三博士 :賀川豊彦、
孫中山、甘地 (ガンジー)」鄭希聖 (作
Ю91887年に、英、米基督教プロテスラン ト伝教士と外交職員、商人などにより、中国上海で創立された
出版機構である。その前身は 1834年英、米伝教士により広州で創立された “実用知識伝播会"と1884
年上海で創立された “同文書会"である。
190 趙暁蘭『中國人在博教士中文報刊中的作用』―原載『中國博媒報告』 (China Media Report)2012年
第 2期。
!91 江西省九江出身。中華民国の哲学家、基督教指導者、社会活動家、政治人物、中国禁煙運動指導者
の一人である。
者)1931年第28巻第 12期35-36頁
3、「日本的基督教 :日本社會主義先
進及神國運動之努力者賀川豊彦博士
講 (未完)」 ―聞保塘 (記)1931年第
28巻第16期H-14頁
4、「日本的基督教 (績)(日本社會主
義先進,及神國運動之努力者1賀川豊
彦博士講)一」聞保塘 (記)1931年
第28春第 17期8-9頁
5、「聖菫植勢中之生活―」賀川豊彦
(著)黄銘葬 (訳)1931年第28巻第
39期13-15頁
6、「日本人賀川豊彦の詩 :心痛める
子供 :[詩歌]」 1932年第 29巻第 18
期6頁
7、「賀川豊彦一」陳仁烈 (述)1934
年第31巻第41期9-17頁
8、「賀川豊彦と日本の対華侵略―」
流華 1934年第31巻第 16期7-9頁
9、「賀川豊彦一 (1)」■lan A.Hun
ter(著),唐月明,胡職 1935年第 32
巻第36期8-11頁
10、「世論 :賀川豊彦が日本に対す
る怖道計画一」蒋 1936年第33巻第
11期2頁
?
?
?
?
1919～
1937
嶺南大学校 内
の刊行物であ
る。広州嶺南大
学青年会編集、
週刊である (冬
休み と夏休み
に休干1)広り11に
基督教青年会刊行物であり、基督教及
びその組織活動を宣伝 し、報道するこ
とを主要内容とした。中華基督教青年
会の歴史を紹介し、全国基督教連合会
の状況及び青年会全国代表会の実況
を報道 し、嶺南大学の青年会の活動、
会務を紹介し、その学校のニュースも
●
●
54
よ り発行 され
た。
報道する干J行物である。そのほかに、
基督教の文学作品も掲載されること
がある。
賀川掲載 :
1、「日本基督教的社會主義運動者賀
川豊彦 :第二次全校夕陽會演講一」
1931年第 19告第 12期0-1頁
2. 1 、 Sixteen Year's Campaigning
For Christ in   Japan,  Toyohiko
Kagawa。1931年第 19巻第 13期3-4
頁
2.  2、 Sixteen Year's Campaigning
For  Christ  ln  」apan, Toyohiko
Kagawa 1931年第 19巻第 12期6-7
頁
?
?
???
?
?
?
1923年
季刊 と
して創
千J  、
1924年
月干Jに
改 め
た。
月刊、宗教理論
性干」行物。学生
向けである。定
価 :一角三分。
全年 :一元。半
年 :三角五分。
上海で創刊。
発行者 :微音
月干1社。上海
園明園路二十
三脱四棲。
陳望道,呉耀
宗等人物が投
稿している。
1923年、上海在住の青年学生程本海、
召F雪奴,胡夢華等人は、胡適,江孟郷F
の提議下、“績渓学社"と設立し、季
刊『微音』を創干1した。翌年、月刊と
改めた。“同郷情意の連絡、学術の探
究、郷土の改造"を旨とした。192
賀川掲載 :
1、「聴了賀川豊彦氏的演講以後―」
田確宝 1931年第 1巻第2期111-H6
頁
?
?
?
?
1920年
創 刊 。
月刊誌。上海 日
本人基督教青
年会の機 関誌
193。
賀川掲載 :
1、「唯心的経済史観」賀川豊彦 (講
義)彰盛木 (訳)1931年第21冊第9
巻
真 1920年“生命社"の刊 編集者の劉延 民国で最も影響力を持つていたプロ
"2張芳『“微社"与“微音"月刊研究』2013年 安徽大学修士論文 第3頁
"3張志偉『基督化興世俗化的檸IL:上海基督教青年會研究,1900-1922』(國立墓湾大學出版中心
年 第一章 導言 35頁)
??
?
?
に『真
理 週
刊』と
『 生
命』が
合 併
し、『真
理与生
命』と
な つ
た。
行物、基督教雑
誌。主旨:プロ
テスタン トの
価値観で学術
界と交流し、教
会知識人を動
員し、教会と社
会を改革する。
内容 :信仰と生
活、国家、社会、
科学等。
芳 :コロンビ
ア大学の教育
と心理学博士
学位。燕京大
学(北京大学)
で教鞭を取つ
た。
テスタン トの刊行物の一つである。20
年代で 2000戸の定期購読者を持つて
いた。マスコミが不発達した当時、比
較的に大きいデーターである。また、
当時の中国で、一冊の雑誌は数人の間
で回覧されたので、本当の読者は2000
より大きいと思われる。194
賀川掲載 :
1、『第二章 博愛的福音一く路カロ福音
書〉概要』賀川豊彦 (著)斎文安 (訳)
1931年第6巻第2期19-27頁
2、 神愛の信仰者―賀川豊彦 (著)、
蒲文安 (訳)『真理与生命』1931年第
5巻第7期34-40頁
3、十字架の福音―ヨハネ福音書概要
―賀川豊彦 (著)、 蒲文安 (訳)『真理
与生命』1931年第6巻第3期26-32
頁
4、「第七章、労働の福音―『テサロニ
ケの信徒への手紙一後書』の概要―」
―賀川豊彦 (著)蒲文安 (訳)『真理与
生命』1932年第6台第7期13-17頁
5、「自由の福音一『ガラテヤの信徒
への手紙』概要」 賀川豊彦 (著)斎
文安 (訳)『真理与生命』1932年第6
巻第8期17-22ページ
6、「自在の福音一『コリントの信徒
への手紙二』概要」賀川豊彦 (著)蒲
文安 (訳)『真理与生命』1932年第 7
巻第2期49-53頁
中 1930.5 中華基督教女 賀川掲載 :
Ю4包克強 『西方宣教机杓,中国基督徒精英,与民国公共領域的建造』(基督教与中国研究中心Global
China Center)資料来源 :http://christianityandchina.com/?page_id=1114
●●
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
1937.3
青年会 1、協会消息―賀川豊彦到涼講演―『中
華基督教女青年会会務鳥厳』1931年
第2期19-20頁
2、会務鳥厳…済南→印‖豊彦到済講演
―『中華基督教女青年会会務鳥厳』1931
年第2期第7頁
?
?
?
?
?
1930年
初
編集者の周痩
月島
(1895-1968)
:20世紀中国
の作家、園芸
家、哀情小説
派という現代
文学派の代表
人物の一人。
賀川掲載 :
1、「家庭教育之革新」賀川豊彦 (著),
郭奇遠 (訳)『新家庭』1931年第1春
第2期58-61頁
?
?
?
?
基督教性質の
雑誌。
責任者の陳崇
桂 (1884年一
1963年)是中
国根本主義派
神 学 の指 導
者。出版者 :
長沙湖南聖公
学校。(後に四
川万県、重慶
賀川掲載 :
1、「不旧な新聞一賀川豊彦が拘禁さ
れた」だヽ± 1932年第 5巻第4期,
73頁
2、「不旧な新聞 (国内外に於ける十
数種の新聞や雑誌からの選訳)賀川豊
彦の逸話」月ヽ± 1934年第 7巷第 3
期62頁
3、「不旧な新聞 (国内外に於ける十
57
に移動) 数種の新聞や雑誌からの選訳)賀川豊
彦と日本の対華侵略」月ヽ± 1934年
第7巻第4期60頁
4、「賀川豊彦 (1)」―陳仁烈 (述)
『怖道雑誌』1934年第 7巻第5期
45-50頁
?
?
?
?
???
?
1908膚J
干1  、
1951休
干J。
1912年に中華
聖公会の機 関
干1行物となる。
上海市槽案館
所蔵。"5
賀川掲載 :
1、「訳述 :賀川豊彦の近代の暴動と
経済恐慌に対する解説」蒋翼振 (訳)
『聖公会報』1932年第25巻第22期
26-27頁
2、「世論:賀川豊彦と日本軍閥」1934
年第27巻第7期,5-6頁
3、「教訊 :国外教訊 :賀川豊彦の行
方」1936年第29巻第 18期30頁
4、「講演:日本怖道の新計画」賀川豊
彦 (著)林歩基 (訳)1936年第29巻
第12期2-6頁
?
?
?
?
1924年
創干J。
1949年
末 終
干J。
宗教性刊行物。
基督教、聖書、
神学お よび人
間の心の修養
を提唱。
社説、論著、教会事業、家庭物語、児
童コーナー、教会情報、公共衛生、特
載 伝記などのコーナーが設けられて
いる。
賀川掲載 :
1、「文芸―祈祷神風一」[詩歌]『希
望月刊』1933年第10春第一期16頁
?
?
?
?
1902年
創刊、
1942年
終刊。
基督教雑誌。
『真光』、『真光
報』、『真光月
刊』と呼ばれ
た。
1902年2月
に美華浸会印
書局により広
州の東山で創
刊され、
Rev.Roberts
画図、怖道要論、聖約説林などのコー
ナーがある。
賀川掲載 :
1、零粋笙子―賀川豊彦は歩武196ィェ
ス降誕の精神を実践する―拾余『真光
雑誌』1934年第33巻第 12期,58-59
"5「上海市槽案館館蔵聖約輸大學植案介紹」『中國教會大學歴史文献研討會論文集』 p.213
196足のはこび。足取り。
E.Chambers
がその編集長
となり、陳高
廷が副編集長
となった。
頁。
?
?
?
?
教育干1行物。小
学校教員 と中
小学生向け。
謝頌恙は編集
長となつた。
目的ソlヽ学校の教員及び中小学生の知
識の増加。内容 :世界中の大事や、本
国の政局に関する報道や、社会上、経
済上の状況に関する叙述、世界中の政
治思想や社会潮流などの紹介、政治問
題の討論。
賀川掲載 :
1、「人物一賀川豊彦」1934年第十巻
第五期
2、「名人言論一賀川豊彦氏の話」第
十舎第 11期1934年第 10巻第 11期
16頁
3、「人物一賀川豊彦の住宅」1934年
第十巻第7期17頁
4、「人物一賀川豊彦は再び来中」1934
年第十巻第4期8-9頁
5、「話題 となつている人物一賀川豊
彦と日本天皇」1934年第十巻第8期
9-10頁
?
?
?
?
?
?
?
?
1932年
- 1939
年
河南聖公会 に
より編集。基督
教教会刊物。
基督教教義の宣揚。
賀川掲載 :
1、「賀川豊彦小伝 (三続)宗教事業」
程宗洛 (訳)『河南中華聖公会会刊』
1934年第7巻第4期 20頁
2、「賀川豊彦小伝 (続)」程宗洛 (訳)
『河南中華聖公会会刊』1934年第 7
巻第8期 14-16頁
●
●
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?3、「賀川豊彦小伝 (続)(1)」程宗
洛 (訳)『河南中華聖公会会刊』1935
年第8巻第4期,16-18頁
4、「賀川豊彦小伝 (続)(2)」程宗
洛 (訳)1935年第 8巻第 5期19-20
頁
5、「賀川豊彦小伝」程宗洛 (訳)『河
南中華聖公会会刊』1935年第8巻第 7
期 15-16頁
?
?
?
?
?
19281「
-1987
年
民国基督教刊
行物。
中華基督教女
青年会全国教
会編集部
賀川掲載 :
1、「賀川豊彦」鶴見祐輔 (著)憮康
徳 (訳)1935年第 14巻第9期61-69
頁
?
?
?
?
?
1934年
倉J干J、
1958年
終千J
農村、農民向け
の通俗雑誌。
基督教指導者
であつた張雪
岩により創
立。
発行部数は最大時 10万部以上に達し
た。Ю7
賀川掲載 :
1、「教会通信一賀川豊彦の怖道大計
画一 日本の賀川豊彦は世界上におけ
る超有名な基督教徒であり、去年アメ
リカにて講演」1936年第3巻第 10期
8頁
?
?
?
?
?
?
1935年
12月―
1938年
6月
月刊。留学生刊
行物。
北米中国学生
会編集。
時事評論 学術論文および文芸作品の
公表 国内学生および各地華僑の反日
デモ運動の報道。
賀川掲載 :
1、「全米クラスメートにより抗日の
アピーノk北アメリカにおける中国学
生会会務欄報告の一nミシガン州全
部の中国人学生が日本の伝教師の賀
"7陳建明 劉路 「中國基督教博媒領袖張雪岩与『 国家半月刊』」(四川師範大学社会科学版 2007
Vol.34, No.6 ,p.48)
川豊彦に反対する」黄初葵 (叩)1936
年第1巻第5期5頁
表4 報告者作成
上表のように、賀川の紹介や著書の訳文などは、満州事変が勃発 した 1931年から1936年
にかけて、中国知識人の翻訳により、基督教徒や一般民衆向けといつた雑誌で幅広く紹介され
ている。上述のように、中国における賀川の受容について、世俗的解釈、宗教的解釈という二
つ方面から考えてみよう。
世俗的解釈とは、中国人知識人が、宗教的ではなく、政治的、経済的、教育的、家庭的、文
学的な視点から、賀川を受け入れ、賀川思想を解釈 したことである。これは、当時の社会背景
とは密接に関連 していた。
アメリカで恐慌が始まった 1929年、浜口内閣は成立と同時に「当面緊急の十大政綱」を発
表 し、世界的不景気の中でデフレ政策を採つたために、日本経済は深刻な不況に直面した。"8
-方、関東軍参謀の石原莞爾 (1889-1949)およびその部下は満州を目論み、全満州を占領す
る計画を実施し、慮溝橋事件を引き起こした。1931年9月、関東軍は、満州鉄路を爆破 し、
それを張学良軍隊の行動によるものと称し、急速に東北地域の中国軍を攻撃し、満鉄沿線の用
地を占領 した。10月、張学良の拠′点であつた錦州を占領 し、12月に、ソ連の勢力範囲であつ
た北満州に侵入 し、1932年初、東北三省を占領 した。1932年3月、関東軍は清朝末代の皇帝
淳儀 (1906年-1967年。清宣統皇帝、在位 1908年-1912年)を迎えて、愧儡国家 “満州国"199
を成立させた。200このような状況下、賀川は自分の安危を顧みず、依然として軍国主義に反対
しながら、中国を訪問し講演を行つた。
それに対して、中国における1931年から1936年までの賀川の受容に関しては、上述の表 1
で示したように賀川を掲載した雑誌を踏まえながら、中国民衆の世俗的解釈から次のように考
えられる :
(1)小説家。文学が好きな青年を対象とした『読書月刊』は、賀川の行方に関心を持ち、
「『死線を越えて』という長編小説で知られた賀川は最近文壇から消えた。」と評論し、賀川を
小説家として受容していた。201また、同じく小説家、文学者としての賀川を受け入れた王は、
賀川のことについて社会改造で大規模な文字宣伝を行つた大著作家として高く評価した。202
(2)家庭教育家。賀川は「家庭教育之革新」において、日本の児童科学的教育の現状を
"8坂野 潤治 『 日本政治史―明治。大正・戦前昭和―』(放送大学教育振興会 1997年 163-164頁)Ю9中国では、偽満州国と呼ばれている。
2∞北岡 伸一 『 日本政治史:外交と権力』2011年 王保田等訳『 日本政治史:外交与権力』(南京大
学出版社 2014年 109-112頁)
201 馬来亜 「出版界と著作家:(十)日本文壇別の報道 :(三)賀川豊彦と新居格一」(『読書月刊』1931
年第2巻第1期442頁)
202王(著)「賀川豊彦―」『明燈 (上海 1921)』1930年第154期302-303頁
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分析し、「児童六歳未満であつたならば、教育を受ける機会がないという謬論を破壊しなけれ
ばならない」ということを主張し、「学校教育だけでなく、家庭教育をも重視しなければなら
ない」と強調した。それに対して、郭奇遠は、「家庭教育之革新」を中国語に訳し、中国の教
育現状・社会現状が日本と同じ軌道を辿つていると語り、「母性を重視した賀川の論調は中国
の伝統的な礼教と合致している」といい、教育に対する賀川の思想が中国の教育救国者の参考
になると褒め称えている。203
(3)経済学者。落翼振は「賀川豊彦封於近代暴動興経済恐慌的解説」と題する文におい
て、「彼は一等の経済学家の名に恥じない。それただだけではなく、彼が科学家、芸術家、思
想家、伝道家、及び国際研究家といった名を収めたと言つても過言ではない。彼は偉大であり、
確かに全世界に新哲学思想と新経済政策の実践に貢献した者であつた。」と評価し、賀川を各
方面から受け入れ、「彼は我々に深切で重厚な影響を与えてくれた。」と賀川から受けた影響を
強調している。204
-方、世俗的解釈と異なつた宗教的解釈とは、中国人知識人が、宗教的な視点から、賀川
を受け入れ、賀川思想を解釈したことである。賀川自身が著名な基督教者であったので、宗教
的解釈から受け入れ、紹介されることが圧倒的に多かつたのであろう。
1930年代初期、中華基督教協進会は、「五年怖道奮進運動」を引き起こした。それは、教徒
の霊性修養、助け合う精神の強化と教徒数の増カロを目的とした全国性の運動であり、華北、華
東、華南、華中、東北等全国大部分に波及し、その範囲と規模はかつて今までない大きな基督
教運動であつた。205宗教的解釈の視点によつて、こうした中国社会的背景で、賀川はどのよう
に受容されていたのかを考察してみよう。
(1)基督教の社会主義運動者、基督化社会運動者206。広州陵南大学基督教青年会刊行物
である『南大青年』1931年5月18日号には、「日本基督教の社会主義運動者賀川豊彦―第二次
全校夕陽会」と題する報道が掲載されている。それは、賀川の生涯及びその思想と事業の状況、
貧民窟の運動、基督教の崇高な理想という二つの方面から、全校の学生を主として、賀川を紹
介 している。また、「賀川氏は力を尽くして基督化の友情を主張している (Christian
Brotherhood)、何故ならば、この精神を実現したからこそ、我々の使命に達することができる」
という賀川の基督教の隣人愛の実践に関心を寄せた内容も記されている。その最後に、作者は、
「我々は賀川氏の生涯、思想、事業を研究し、または、その著書を読むとしたならば、我々に
とつて、非常に有利なことである。現在の我が国の青年は悩みがあると言われているが、それ
203 賀川豊彦 (著)、 郭奇遠 (訳)「家庭教育の革新」(『新家庭』1931年第 1巻第2期58-61頁)204「訳述 :賀川豊彦による近代暴動と経済恐慌に対する解説」蒋翼振 (訳)『聖公会報』1932年第 25
巻第22期26-27頁
205 徐柄三 「福建聖公会与 “五年怖道奮進運動"」 (『宗教学研究』2005年03期第 179～183頁)
2“「賀川豊彦が指導した日本農民運動」蛙泳 (意訳)(『南風 (広州)』 1936年第 12巷第 2・3期50-53
頁)
を賀川氏のことと比較すると、全く問題にはならないであろう」ということで、賀川のことを
学ぶべきだと学生に伝えた。207陵南大学の学生はその講演を聞き、おそらく賀川に対する初歩
の認識を形成し、心にもさざ波をもたらしたのではないだろうか。また、1934年に『私立真
光女子中学校校刊』は、「東アジア社会主義運動の大家である賀川豊彦博士は、日本貧民窟の
ために生涯を捧げた。その業績は最も著しい」と賀川の事業を認め、賀川の訪中講演を報じた。
208
(2)神の国運動の指導者。1931年1月から2月にかけて賀川は中国を訪問した。『中華基
督教女青年会会務鳥腋』には、「賀川豊彦は済南にて講演」と題して、「日本の神の国運動の指
導者である賀川豊彦博士は1月24日に済南に到着した」という報道があり、賀川を神の国運
動の指導者として受け入れていたのである。209また、もう一つの報道では、賀川を神の国運動
の努力者として受け入れている。聞保靖は、「日本社会主義先進及び神の国運動の努力者―賀川
豊彦博士講演」と題し、雑誌の『興華』1931年第28巻第 16期、第 17期二期連続して、賀川
が講じた「日本の基督教」を全訳し、中国人に紹介した。210
満州事変・上海事変、満州国2H建国、さらに1936年広田弘毅内閣の “対華三原則"演説に
よつて、日本の中国に対する侵略は進展し続けられてきた。このような事態で、中国の民族危
機感はさらに高まつた。こうして賀川は、当時深亥1となつた中国の社会状況の下、世俗的な解
釈と宗教的な角早釈の視点から、中国人に受け入れられた。
さて、当時、賀川の持つていた影響力はどのぐらいであろう。張朋園によれば、当時四億
人の全国人口を持っていた中国では、 19世紀に民衆の識字率は20%であつたが、1905年に
清政府は学部212を設立し、各省に学堂を設けようとの命令を出したため、その識字率が年々次
第に増加していた。1930年代になると、中国の識字率は30%となつていた。213上述の定期刊
行物や雑誌の当時の発行部数は未だ明確ではないが、しかし、賀川記事を掲載していた『真理
与生命』は間違いなく少なくとも2000戸の定期購読者を有し、また、一冊の雑誌を数人が輪
読したので、その『真理与生命』が多くの人々に読まれたということができる。さらに陳建明
等によれば、賀川の伝道計画を掲載した農家、農民向けの『田家半月報』の発行部数は最大時
10万部以上に達した214。こぅして基督教関係の雑誌や定期刊行物で頻繁に出現した賀川の聖
207「日本基督教の社会主義運動者賀川豊彦―第二次全校夕陽会」(『南大青年』1931年第19巻第12期01
頁)
208「講演記録一賀川豊彦博士が到来講演」(『私立真光女子中学校校刊』1934年第2巻第4期155頁)
209「会務鳥隊一済南―賀川豊彦が済南にて講演」(『中華基督教女青年会会務鳥隊』1931年第2期第7頁)
"。
「日本の基督教」(日本社会主義先進的、及び神の運動の努力者、賀川豊彦博士講)一開保壻 (記)『興
華』1931年第28容第 17期8-9頁
211 満州国:中国で偽満州国と呼ばれる。
"2学部とは現在の日本の文部科学省のような教育管理を行う政府機構である。213 張朋園 「勢著く清代教育及大衆識字能力〉」(近代史研究所集刊 1979年 第9期)2M 陳建明 劉路 「中國基督教博媒領袖張雪岩与『田家半月刊』」(四川師範大学社会科学版 2007年
V。1.34, No.6 ,p.48)
名は多くの人々に知られ、
に「インドにはガンジー、
受け入れられたわけであるといえるだろう。従つて、賀川は中国人
ロシアにはレーニン、中国には孫中山、日本には賀川豊彦がいた」
と褒め称えられたわけであろう。215
1931年から1936年までに賀川に関する記事や賀川作品や講演を翻訳した人物は以下の通 りで
ある。
215 王 (著)「賀川豊彦―」(『明燈 (上海 1921)』1930年第 154期302-303頁)
2“ 李珍 黄熾森 「磐林巨筆篤華章」 『温州日報』 2009年2月17日号
217『太倉教育』1947年
218 余麗麗 『「女鐸」及其家庭育兄教育問題研究』(廣西師範大學修士論文 2014年13頁。『女鐸』は
知識性宗教刊行物、女性基督教徒と普通婦人向けで、科学文化、文学、家政及び宗教に関する知識を紹
介することを旨とした。その開保翫Tは宗教雑誌である『女鐸』において、『女学生の婚姻問題』と題し、
妻なる、母なる能力、家1子をLJlり盛りする能力、自立力を有するといつたことが女学生育成の目標であ
ると主張している。
2つ『編後語,一,田曜賓先生之 “従勝利警1建國"』 (『福建婦女』1945年第6巷第34期32頁)
220中国 (清朝)上海に設立された日本人のための高等教育機関である。1945年日本敗戦に伴い閉校。
職名 代表的な経歴 備考 賀川関係 :
郭奇遠216
(1876-1940
)
新聞主編、
副総経理。
公立学校で 日
本語 と英語 を
学んだ。
『申報』、『時事新
報』の主編、上海
大東書局副総経
王][。
1、「家庭教育之革新」賀川豊
彦 (著),郭奇遠 (訳)『新家
庭』1931年第 1巻第 2期
58-61頁
聞保靖 学生教育に関心を
持つ知識人で、日
本語に堪能者。四8
1、「日本の基督教 (続)(日
本社会主義先進的及び神の
運動の努力者、賀川豊彦博士
講)」問保靖 (記)『興華』1931
年第28巷第17期8-9頁
2、「日本の基督教:(日本社
会主義先進的、及び神の運動
の努力者、賀川豊彦博士講)
(後続)」 聞保靖 (記)1931
年第28巻第16期11-14頁
田躍筆 女) 中国基督教会の知
識人219
1、「賀川豊彦氏の講演を聞い
た後」田堆宝『微音月刊』1931
年第1巻第2期111-116頁
彰盛木 字 は定之
で、台湾新
上海東亜同文
書院220、日本帝
国民政府軍事委員
会調査統計局スパ
?
?
?
「唯心経済史観」賀川豊
(講義)彰盛木 (訳)『上
竹 人。 通
訳、財政部
参事。
国大学卒業生
221、後に周佛海
(江政府 の行
政院長兼上海
特別市市長)の
日本語通訳に
就く。222
イとして江政府国
民政府財政部参
事。江政府を監視。
後に逮捕され、犠
牲。
海青年』1931年第21冊第9
巻
蒲文安
(薫正誼)
燕 京 大 学
223の元 学
長
ジョン・レ
イ トン・ス
チ ュ ワー
ト   (」ohn
Leighton
Stuart)の
日本 語 秘
三ョ≧224
1924年に、度
門での間南台
湾学生連合会
に2参カロ、『リキ1島』
雑誌の共同編
集者。
1934年に『 日文遠
東経済研究書目』
編集者で、燕京大
学法学院経済学系
による出版。
1、「第二載 博愛的福音―く
路加福音書〉概要」賀川豊彦
(著)斎文安 (訳)1931年
第6春第2期19-27頁
2、「神愛の信仰者」賀川豊
彦 (著)、 蒲文安 (訳)『真理
与生命』1931年第5巻第 7
期34-40頁
3、「十宇架の福音―ジョン
福音書概要」賀川豊彦 (著)、
蒲文安 (訳)『真理与生命』
1931年第6巻第3期26-32
頁
4、「第七章、労働の福音―
『テサロニケの信徒への手
紙一後書』の概要」賀川豊彦
(著)蒲文安 (訳)『真理与
生命』1932年第6巻第7期
13-17頁
5、「自由の福音―『ガラテ
ヤの信徒への手紙』概要」
賀川豊彦 (著)蒲文安 (訳)
221 康狭『太陽旗下的罪悪:不為人知的日本遠東戦争罪行』(独立作家出版社 2015年 306頁)
222 許雪姫「1937-1947年在上海的肇溝人」(『奎湾學研究』2012年 第 13期 1-32頁 國立中央固書
館肇溝分館)
223後の北京大学。
224舒蕪 「歴史本末是清楚的一開於周作人出任華北教育督辮偽職的問題」(魯迅研究動態 1987年29頁)
『真理与生命』1932年第 6
巻第8期17-22頁
6、「自在の福音―『コリン
トの信徒への手紙二』概要」
賀川豊彦 (著)蒲文安 (訳)
『真理与生命』1932年第 7
巻第2期49-53頁
薄翼振
(1900-1983
)
宗教教育
家、神学
家、作家、
翻訳家。
聖公會報特約
編転 Jヒ京燕京
宗教学院代理
院長、北京基督
教会主席。
著作 :『翻訳学通
論』(1927)、世界
初の翻訳学で命名
した翻訳学術専門
著書。225
1、「訳述 :賀川豊彦による
近代暴動と経済恐慌に対す
る解説」蒋翼振 (訳)『聖公
会報』1932年第25台第 22
期26-27頁
謝頌恙 『明燈』と
『 平民月
干1』の編集
長。広学会
の編輯。牧
師。
基督教徒であ
り、貧民窟の現
地考察、貧民学
校 の創 立に力
を究めた。泥江
大学で哲学 を
教える。226
五四運動思想を宣
揚 した中編小説
『雷峰塔的伝説』
を著し、科学の提
唱、迷信の反対と
いう視点から中国
伝統的な物語『 白
蛇伝』を再解釈。227
1、「賀川豊彦伝 (続)(1)」
―Axhng,W(原著),謝頌黒,
米星如 (合訳)『明燈 (上海
1921)』1933年第 195期,
1057-1060頁
2、「賀川豊彦伝 (続)」
Axling,W(原著),謝頌兼,
米星如 (合訳)『明燈 (上海
1921)』1933年第 195期,
1057-1060頁
3、「賀川豊彦 (続第二〇六
期)」 謝頌兼・陳徳明 (全訳)
『明燈 (上海 1921)1934年
第207期,1513-1515頁
黄初葵 国民党南 ア メ リカ ミシ 1、「全米クラスメー トによ
225方夢之 「『翻訳学通論』:翻訳学の源」(当代外国語研究 2011年8月 第8期 44頁)
226陸元鼎 「記謝頌兼博士之家庭」(『健康家庭』1940年第2巻 第2期 38頁)
227李斌 「不問鬼神問科學 :謝頌業的小説 雷峰塔的伝説―白蛇伝的現実化改写研究の一つ」(東華理工
大学学報 社会科学版 2012年 第31巻 第3期 242-246頁)
(1908-?)京励 志社
幹事 、建
国後、上海
新 中国学
院教務長
など。
ガン大学修士。
228
り抗日のアピール、1ヒアメリ
カにおける中国学生会会務
欄報告の一つ、ミシガン州全
部の中国人学生が日本の伝
教師の賀川豊彦に反対する」
黄初葵 (叩)『留美学生月刊』
1936年第1巻第5期5頁
(表5 報告者作成)
228王偉傑 「中国留米学生月刊-20世紀初期中国人留米学生の成長に関する記録」(華東師範大学修士論
文 2012年)
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第二節 1931年の賀川の訪中について
本節では、賀川が1931年1月、2月に訪中し講演を行つた後、中国の代表的な定期干J行物
や雑誌などでの賀川の受容と賀川報道の様子を検討していく。
賀川は満州事変直前の1931年1月13日-2月12日に中華基督教総会総幹事高伯蘭229博士の
招待に応じて、秘書タッピングを同行し、長崎から出発し、香港に立ち寄り、上海に旅たつた。
『興華』には、「教訊 :賀川豊彦が来華講演の日程 (上海)」 との題で賀川の今度の訪中日程に
ついて :
賀川豊彦博士此次應中華基督教鱚會徳幹事高伯蘭博士函約,於一月間行抵濾埠,即在
濾江大學興吾國教育領袖四五十人探研真理,獲益頗多,嗣又在協進會怖道退修委員會披大
會議,糖任演講,一月二十日搭車,赴蘇,韓京,往山東,一月二十日至二月六日在維縣参
興中華基督教會及華北長老會代表聯合會議,然後轄到青島搭轄返日云。230
とある。とりわけ、賀川は1月中に、渥江大学で講演を行い、中国基督教会の指導者四五
十人と共に真理を探究する予定を立てた。当時の指導者は賀川の講演から得るところが多かつ
たと評価 している。その 1月20日に、乗車して蘇州へと赴き、南京に立ち寄り、山東省へと
行く予定であった。そして、 1月30日～2月6日まで、山東省の灘県で中華基督教会及び華
北長老会代表連合会に参加の予定もあつた。同時に、『中華基督教女青年会会務鳥腋』には、
賀川の上海への旅について :
賀川豊彦到泥演講 賀川豊彦博士於一月十五日至十九日在濾江大學演講,博士為日本著
名的宗教社會學者,不特著作等身,而且能責行其所信仰的主義,早為睾世所欽敬,近来濾
演講,濾上人士因欲一賭其言論風彩,故皆相率赴會,協會幹事亦以機會難得,無不子先前
往云。2■
と記されている。賀川は1月15日～19日にかけて、泥江大学にて講演を行つた。彼は著名
229 高伯蘭 :(中華基督教會線會概述〉,『中華基督教會年室 (1928)』(台北 :中國教會研究中心、械椀
文化基金會,1983重印版)。 1925年に、中華基督教会臨時総会事務所は南京で設けられ、高伯蘭教士が
その主幹職を務めた。その後、高伯蘭教士が各地区の幹事と協力して、総会の信条典章から承認された
ので、中華基督教会総会は1927年十月十一日に上海で正式的に結成された。
230「教訊 :賀川豊彦在華講演日程 (上海)」 (『興華』1931年第28巻第8期32頁)
231「協會消息―賀川豊彦到泥演講」『中華基督教女青年会会務鳥欧』1931年第2期19-20頁
な宗教社会学者で多数の著作を持ち、信仰する主義を実践できるので、全世界に敬慕されてい
ると高く評価を収めている。また、当時上海の人士は賀川の姿を見、発言を聞きたくて、その
機会がめったにないと思つて、皆が先を争って聴講に行つた。上海で発行された雑誌の『興華』
232は、賀川講演の内容を書き留めている :
今天部人1卜常榮幸能興諸叙首在一堂,互相研究討論!部人今天来史用基督徒的資格,
興諸君同在基督裡合而為一。都人今天俄翻講的先生報告一些開於日本基督教今日得勝的情
形。
・……(中略)
末了,都人再要封諸君表示謝悦!因諸君能聴如此無秩序的吉論,是在♯常快柴榮幸之
至!身亡我 佃此後,再基督裡互相表示親善曰契 !
一一日本的基督教,日本社會主義先進,及神國運動之努力者賀川豊彦講 聞保
塘記233
とある。作者の間保塘については不明だが、その聞保靖は宗教雑誌である『女鐸』において、
『女学生の婚姻問題』と題し、妻なる、母なる能力、家事を切り盛りする能力、自立力を有す
るといつたことが女学生育成の目標であると主張している。234っまり、聞保靖は学生教育に関
心を寄せた知識人であり、日本語に堪能した者であることがわかる。間の記録した上海での賀
川の講演は、その内容が日本基督教の状況に関する紹介が多かつたという。当時、日中関係が
悪化していく一方で、賀川は日本の基督教者の立場に立ち、両国のクリスチャンが相互に提携
し、親愛で団結し、協力すべきだと中国人民に友好を示した。
1月15日から18日、賀川は泥江大学で連続して三つの講座を行つたが、各講座のテーマは
それぞれ『基督教と社会秩序』、「十字架と社会」、「都会問題」であつた。講演に参加した人は、
すべて各教会及び基督教団体の指導者であつた。235講演の合間を縫って、賀川は 16日に謝頌
業の紹介を得て、当時人気であつた中国伝道家の宋尚節とも会った。賀川は「社会福音」、「十
字架は日本改良の助けとなる」という二つの講演を行つた。宋尚節は、賀川の講演を聞いて、
「イエスの宝血は力を有す」、「十字架の効能」及び「復活が聖霊により満たされることの必要
232 上海lEl明園路一六九暁で嶺行,全年五十期で一元五角。外国ヘプラス郵費5元。十以上で合寄が一
割、20以上で合寄2割。
233『日本的基督教 :日本社會主義先進及神國運動之努力者賀川豊彦博士講 (未完)』聞保塘 (記)『興華』
1931年第28巷第 16期H-14頁。『 日本的基督教 (績)(日本社會主義先進,及神國運動之努力者,賀
川豊彦博士講)』 聞保塘 (記)『興華』1931年第28巻第 17期8-9頁
234 余麗麗『「女鐸」及其家庭育兒教育問題研究』(廣西師範大學修士論文 2014年13頁。『女鐸』は
知識性宗教刊行物、女性基督教徒と普通婦人向けで、科学文化、文学、家政及び宗教に関する知識を紹
介することを旨とした。
235 劉家峰 「賀川豊彦と中国」(東アジア文化交渉研究別冊51頁 2010年 50-51頁)
性」との題目を用いて、講演を行つた。宋尚節は自らの講演が聴衆の好みに合わないことをよ
く理解し、「私は我が主の宝血により浄化していただいたので、アメリカにいた時のようにも
つともらしいが間違っている社会福音を話すようなことは三度とできない」と述べて、自ら退
くことを告げた。236
賀川の講演に応じた中国側の反応はどうなつているのだろう?中華基督教界の主催によつ
て楊樹浦に位置した泥江大學で行われた退修会にて、賀川の講演を聞き、概要をまとめて、そ
の感想を宗教理論性刊行物であつた『微音月刊』に投稿した田躍費という女性もいた。田氏は
『微音月刊』との雑誌で「聴了賀川豊彦氏的演講以後」と題して賀川への敬慕について :
去年賀川豊彦氏来華時,我適被派赴日,没有機會聴到他的名論,至今引為憾事。本年中
華基督教會奉丼退修會興楊樹浦濾江大學,主講適為我所景慕的賀川豊彦氏,於是欣然而往 ,
飽聡名論。盪膳賀氏所述各貼,和我的感想約略篤出来,以供同好。237
と述べている。日本語に訳すと :
昨年、賀川豊彦氏が訪中した時、私はちょうど派遣され日本へと赴いた。賀川氏の名論
を聞くチャンスを失わせたことを今までも残念なことだと思つている。中華基督教界は本
年度に楊樹浦の泥江大学で退修会を行うが、その主講者は私が敬慕する賀川豊彦氏である
ので、私は喜んで行つてその名論を聞き、満足できた。ここに、賀川氏が述べた多方面の
ことと、私の感想を約略とし、読者とシェアしようと思う。
とある。『微音月刊』は1923年に季干Jとして創刊され、1924年に月干1に改められ、学生閲
覧者向けの干1行物であつた。1923年、上海在住の青年学生程本海、召F雪奴,胡夢華等人は、
胡適、江孟郷の提議下、“績渓学社"を設立し、季刊『微音』を創刊した。 “同郷情意の連絡、
学術の探究、郷上の改造"を旨とした。238
賀川が1930年に訪中して伝道を行つた時、田氏は出張して日本へと赴いたので、あいにく
賀川に会見できなかつたとの遺憾を本文から生々しく見られる。また、賀川への敬慕を喜んで
勇んで吐露していた。田氏については、『中華基督教女青年會教務鳥腋』239が1931年に、
236 宋尚節博士日記抜粋抄録「霊歴集光」。参照 :劉家峰「賀川豊彦と中国」(東アジア文化交渉研究別
冊51頁 2010年 59頁)
237 田曜宝「聴了賀川豊彦氏的演講以後」(『微音月刊』1931年第 1巻第2期108頁)
238 張芳「“微社"与“微音"月刊研究」(安徽大学修士論文 2013年 第3頁)
239『中華基督教女青年会会務鳥嗽』創刊1930年5月、終刊1937年3月。中華基督教女青年会により主
編。
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「協会消息:幹事行樅:田曜費女士己於3月12日適赴南京,従事學生工作」240
という題を用いて、簡単に紹介している。田は女基督教者で中華基督教女青年會の幹事、学
生関係の仕事に従事している。また、『福建婦人』は、その後書きにおいて、
田曜費先生之『従勝利到建國1,封於如何始能責現真正民治,諭得JF常透徹,誠為建國期
中必要讀物.2●
とある。日本語に訳すと、田曜費氏が『勝利から建国へ』との文章で、どのように民治242を
実現できるかについて非常に詳 しく分析 している。それが建国期で必要な讀物であるに違いな
いとのことである。とりわけ、その田氏は、中国基督教会の知識人であり、高い身分を有して
いた人物でもあつたことがわかるだろう。
田は賀川の講演を「自然的科学与人道的科学」、「基督化の友情」、「組合運動」との二部分に
分けてまとめていた。243田はその終わりに、「封於賀川豊彦氏個人的感想」との題を用いて、
我深深的覺得,想賀氏這様偉大而又注重責行的人格,オ値得我個敬慕,同時値得取
得作榜様。
… (中略)賀氏這様努力責行的精神是我個所需要的。… (中略)依中國一般的情形而
論,合作事業的需要提侶,是在1卜常迫切,而工作的機會又最為接大,因為 :
(1)中國内地交通不便,備有消費合作組織,則可省谷口許多麻煩。
(2)中國一般民智洩順,往往易受建商欺姉工劣操縦,個有生産合作組織,則可免谷口此種
危険。
(3)中國一般平民生活娘難,中國一般的平民―農民工人等,生活太娘苦,虎虎需要救済 ,
需要互助,合作運動氏改善民生的好方法。
第二,我覺得賀川豊彦氏的自信力是我個所営取法的。… (中略)這様,我lll敢読,賀
氏工作的偉大,完全由於他自信力的偉大,而我個工作的浅薄也由於我個自信力的快乏
呪!●4
240『中華基督教女青年會教務鳥腋』1931年第二期22頁
241「編後語,一,田曜費先生之 “従勝利到建國"」 (『福建婦女』1945年第6巷第3-4期32頁)
242『中華百科全書』 1983年版 孫文の三民主義「民有、民治、民享」から取り上げられた言葉である。
所謂民治はすなわち公共事業を決定する権力を、切実に人民に握らせる政治である。それは民主政治の
必要条件である。
243田曜宝「聴了賀川豊彦氏的演講以後」(『微音月刊』1931年第1巻第2期108-111頁)
244同上。Hl-112頁)
と記している。田曜賓氏の叙述によると、組合運動を中国で提唱する必要性について、賀川
は、中国の交通不便、中国一般民衆の知識の浅薄、中国の一般貧民生活の困難という三理由を
述べ、その最後に結論を出し、組合運動が中国で非常に切迫な必要となり、社会事業に従事す
る人が努力して組合運動を提唱し、民間に実現させるべきだと主張している。また、田氏は、
賀川精神を賛賞し、賀川が中国人に敬慕されるに値することは、その実践精神と自信力にある
と述べている。
後の1月20日に、賀川は乗車して蘇州へと赴き、南京で立ち寄り、1月24日に山東省の済
南に到着し、25日、26日、27日との三日間で男青年会にて各教会の指導者に向けて講演を行
った。『 中華基督教女青年會教務鳥欧』は、賀川の済南日程について :
賀川豊彦到済演講 日本神國運動領袖賀川豊彦博士,於一月24日到済,営於二十五 ,
六,七三日,在男青年會封各教會領袖演講,男女雨會前往聴講者,為数極多云。245
となる。賀川は日本の神の国運動の指導者だと称され、男女聴講者多数を収めた。周知の如
き、神の国運動は1929年に賀川の提唱により、日本全国で百万信徒を発展することを目的と
した運動である。賀川は神の国運動について、次のように述べている :
神の国運動は意識運動である。それは聖霊の覚醒による。唯物史観や、資本主義的軍
事施設や、史的唯物弁証法によつて構築される者ではない… (中略)246
とりわけ、賀川の神の国運動はマルクスの唯物史観に反対する意識的、心理的な運動である。
当時多くの指導者は賀川の講演を聞いたので、その心中に賀川の唯心論の運動がある程度で波
紋を残したと言えるだろう。
賀川の山東省での日程をまとめると、賀川は1月24日に山東省の済南に到着し、25日、26
日、27日との三日間で男青年会での講演を終え、その山東省滞在期間の1月30日～2月6日
に山東省の灘県で中華基督教会及び華北長老会代表連合会に参加した。参会以外、賀川は合間
を縫つて、山東省曲阜にある孔子廟を訪問した。その旅について、『賀川豊彦全集』
247と『賀
川豊彦Ⅱ』248には、“その間、香港で、西南支那の元老胡漢民
249と会談したほか、約一ヶ月、
支那の主に北部地方、上海四日間、蘇州の大学で一日、南京,浦江,山東省曲阜にある孔子廟
245「会務鳥腋―済南―賀川豊彦到済演講」『中華基督教女青年會教務鳥欧』1931年第2期第7頁
246『賀川豊彦全集24』1964年 507頁
247『賀川豊彦全集 13』1964年 88頁
248米沢和一郎『賀川豊彦Ⅱ』(日外アソシエーツ 2006年 609頁)
249清末民初の政治家、中国同盟会以来の革命派人士で、中国国民党の長老である。
を訪問し、孔子研究、済南、唯県に9日間滞在、青島の各地の旅行という内容"が記されてい
る。
賀川は、二千五百年の長年を続けてきた儒教思想は中国だけでなく、日本においても、孔子
による論語の教に道徳性格を支配されてきた歴史が相当に長く、今 日でも尚その生命が相当強
く日本人の中に根を張つていると述べている。250従つて、賀川は孔子に尊敬心を持ち、わざと
孔子廟を訪問したことはそれほど不思議ではないのであろう。
賀川は青島での旅行をもつて、青島の波上場から出て帰日し、この度の 1931年訪中の旅に
終止符を打つた。ほぼ一ヶ月をかけて、賀川は香港、上海、蘇州、南京,浦江,山東省の曲阜、
済南、唯県、青島の各地を回り、相当長い時間で中国を遊覧した。また、中国の基督教指導者
向けの講演を行つた後、賀川は中国の重要な雑誌や刊行物でしばしば出場し、その影響力が中
国教会において日々増 していると言えるのではないだろうか。
250『賀川豊彦全集 13』1964年 86頁
第二節 1934年における賀川の中国侵略謝罪と中国での受容
賀川の中国侵略謝罪に関しては、序章で述べた1931午の謝罪とこれから検討していく1934
年の訪寸罪は代表的に取り上げられることができる。
1931年満州事件が勃発した時、賀川はニューヨークからの帰途中、太平洋上で「悩みの子」
と「何故か」との2篇の詩を書いた。その一篇「悩みの子」を、中国雑誌の『興華』は、「日
本人賀川豊彦の詩 :心痛める子供」と題して掲載している。251また、『中華帰主』も、「′さ痛め
る子供 [詩歌]」 と題して「悩みの子」を中国語に訳せ掲載している。252それは、満州事変が
勃発した時、賀川がちょうどニューヨークにいたので、助力などはできなかつたが、253詩歌に
謝罪の気持ちを込めて、“日本の罪悪"254を謝罪し、中国人に許しを求めたということである。
なぜ賀川は中国に謝罪するかというと、米沢和一郎氏は、賀川の 1931年段階の中国への侵略
謝罪には、国家的罪悪である軍国主義による侵略行為と対峙することで、“国家的罪悪を分担"
する意味があると評価している。255さらに、米沢は、その賀川の謝罪には、中国の排日意識解
消への個人的尽力と、クリスチャン・コーペラティブ・インターナショナルによる平和運動が
背景にあつたと指摘している。256
つまり、賀川の謝罪には、当時侵略された中国は弱者とみなされ、侵略行動を行つた日本
は有罪者であるという賀川流の見方がある。“贖罪の愛"に基づいて行動する賀川にとつては、
弱者を助けるのは当たり前のことであつたため、中国にて数度にわたつて謝罪したのである。
そして、当時の中国人は、賀川の謝罪の詩を訳して、二種類の定期刊行物に載せたのである。
これによつて、賀川の謝罪はある程度当時の中国人に受け入れられたのではないか。
さて、1934年における賀川の中国侵略謝罪と中国での受容はどうなつているのだろう。
賀川は1934年2月にフィリピンキリスト教連盟の招待を受け、フィリピンヘ伝道に行つた。
257その帰途で、3月9日、10日、H日に上海に立ち寄つた。3月9日に「賀川豊彦氏歓迎会・
日本人娯楽部」があつた。2583月10日の午前中、賀川は魯迅の宅を訪ね、魯迅と面会した。
内山完造及び夫人は、8日に魯迅宅を訪ねた259ので、おそらく、賀川の 10日の訪間に便宜を
図つたのだろう。『魯迅手稿全集』には、
251「日本人賀川豊彦的詩 :一個痛心的核子― [詩歌]」 (『興華』1932年第29巻 第 18期 6頁)
252「_令痛心的核子一詩」(『中華婦主』1932年第 126期19頁)
253「社説 :賀川豊彦興日本軍閥」 (『聖公会報』1934年)
254「_介痛心的核子―詩」の引用。
255米沢和一郎「Realistic Pacifist賀川豊彦と中国」(『明治学院大学キリスト教研究所紀要』2006年
77頁)
256 米沢和一郎「Realistic Pacifist賀川豊彦と中国」 (『明治学院大学キリスト教研究所紀要』2006
年79頁)
257 ROBERT SCHILDGEN 「TOYOHIKO KACAWA‐Aposde oflove and SocialJustiCe‐l  CENTENARY
B00KS,1988。劉家峰 劉莉訳『賀川豊彦―愛与社会正義的使徒』天津人民出版社 2009年237頁
258 浜田 直也 『賀川豊彦と孫文』(神戸新聞総合出版センター 、2012年)262頁
259飯倉 照平。南雲 智 (訳)『魯迅全集』(学習研究社 1986年) 20頁
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という記載があつた。その昼間、賀川は、招聘を受け、歌元学261及び陳文仙女史262により主
催された女青年会で会食 し、講演した。魯迅は昼過ぎ、王慎思、西諦に返信 したので、この女
青年会に出席せず賀川と昼食を共にすることもなかつたことがわかる。また、それで、魯迅は、
賀川の女青年会での侵略謝罪講演をも聞かなかつた。歴史には仮設はないが、しかし、もし魯
迅は賀川の謝罪演説を直接に聞いたとしたら、おそらくショックを受けるだろう。そして、近
代中国における偉大な文豪である魯迅の文筆による賀川に関する紹介が多くなり、賀川の名は
中国により幅広く広まることになったのではないか。
1934年3月10日昼間、当時50人あまりの出席者を持つ女青年会会場で、賀川は謝罪した。
『興華』には、「賀川豊彦与日本対華侵略」と題する文章が掲載され、賀川の 1934年3月10
日に、上海の女青年会での発言、および賀川の書いた『愛の科学』(Love the law of the Life)
の序文という二つ内容が紹介されている。謝罪内容が次のようにある。少し長いが引用する。
「私はここに来て中国の友達の皆さんと面会するのが恥ずかしくてたまらない。日
本は中国に対して侵略国家となつているが、その齋した悪果は決して否認してはいけ
ない。私はこうして思えば、頭を下げて無言で、中国同道に寛容や許 しを求める。 日
本の武力政策には、私は力を尽くして反対 したが、説得できないことに対して恥かし
く思う。私には進める道は二つしかない。一つは、対華侵略の罪悪を公開の場所で披
露することである。もう一つは間接的に平和運動を提唱することである。私は前者と
いう行動を取つたならば、その結果、牢獄生活を迎え、またはさらに命を犠牲するに
至る恐れがある。というのも、本日の日本国内で武力侵略を主張する人々は勢力を独
占している。反対論を持つ人は、きつと暗殺を遇されるだろう。一年間以来、このよ
うなことは常に日にするだろう。私は、以前よく政府に警告されたが。もし、後者の
行動に従えば、比較的に温和な方法を用いて、続いて平和を提唱することができる。
私の論文は反対を起こさせやすいため、従つて、すでに策略を改め、小説という形で、
平和主張を宣揚しようとしている。最近著 した数種は (原文は 1、 2種と書かれてい
る。中国語では、数字は詳しく示されているものではなく、概ねの言い方である)上
260『魯迅手稿全集』日記第人冊 (文物出版者、1982年11月 )19頁
261牧師、泥江大学卒業。1933年中国基督教徒学生会臨時総会会長。後中国基督教学生全国総会の執行
幹事。
262陳文仙 :シカゴ大学社会学博士である。女史 :知識婦女。
海戦争問題に関連のあるものである。私を愛する友人は、常に私に次のように言つて
くれる :“君に数年長生きし、無用な犠牲をしないよう祈っている。"私は非常に同感
する。私の進める方向を明確に示させるように、諸君は私のために多く祈祷するよう
にしください。諸君は我が国の罪により、私を拒否するのではなく、逆に友情あふれ
る熱情で私を歓迎する。これはちょうど基督教の精神であり、私が極めて感激してお
ることである。私は、ただ、基督教が私を指導し、東アジアに本当の平和が訪ねるよ
う願つている。」263
また、賀川の謝罪文の続き、“賀川氏の著した『愛の科学』(Love the law of Life)は斎魯
大学により、中国語に訳されたが、賀川氏はその序文を書くのに要請されたため、その原文を
目にすることができた。"という記事があつた。事実、その『愛の科学』は早稲田大学政治学
部を卒業した魚康徳により訳されている264。その序文の一部を取り上げて紹介する。
「拙著 “Love the law of Life"(愛の科学)の漢訳本に序を書くのに私に頼んだ人
がいた。これにより、私は気を揉んでしまつた。なぜなら、部国が中国に手を出すこ
とはしばしば愛の定則に違反しているが、しかし、私は日本を愛すると同じように中
国を愛している。(中略)孔子と墨子の子孫の皆さん、偉大な平和を愛する聖者の名義
を用いて、我々をお許しください。将来、日本が、その銃砲を捨て、十字架の愛を覚
悟し開始する日は必ず来るだろう。現在の私は、何も考えずに、ただ、あなた達に許
しを求めるだけである。日本には多くの青年が私のように許しを求めている。以上は
私が本書を読まれる中国の兄弟に対して話したい言葉である。」265
3月H日午後、賀川は、景林堂にて講演を行い再び謝罪をした。賀川の謝罪に対して、『聖
公会報』は、「世論 :賀川豊彦与日本軍閥」との題を用いて、賀川の人格および事業に敬意を
持ちながら、その謝罪について、次のように評価している :
賀川博士は日本が侵略した事実を認めて謝罪した。しかし、彼の謝罪は政治および
宗教の立場から考えてみると、満足できるか否かは別の問題と見なされるだろう。彼
はむろん個人的な資格で講演を行つて訪寸罪をしたが、“政治上において四つの省の土地
263筆者訳:「賀川豊彦興日本封華侵略―沈華」「興華11934年第31巻第16期7‐9頁
264 念康徳『模範日語読本』(1ヒ平郭紀雲固書館破行 1949年序)。 この著書には序文がいくつかがあり、
清水安三と清水郁子などが書いた序文は、1935年初冬の者でその中の一つである。この著書の出版は
1949年となつている。
265 筆者訳:「賀川豊彦興日本封華侵略―沈華」「興華11934年第31巻第16期7‐9頁
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を侵略 して占拠 し、千万の人々を食い物にするが如き"といつた幾つかの言葉だけで
事を済ませることができるのか?また、宗教の立場においては、彼は「個人の過ちを
赦すことはとても簡単だが、国家の過ちを赦すことはそ う簡単ではない。」と述べてい
た。神は我々の罪を赦す。 したがつて、他人の罪を赦すべきである。イエス基督は全
人類の罪を赦す。 日本軍閥の侵略を受けたため、中国人に簡単に過去を赦 してくれる
ように求めたが、このような態度は麻木不仁 (反応が鈍いようす、感覚を失つている
ようす)すぎるであろう。基督教義から考えてみると、犯罪者は被害者に罪を認めて
謝罪するだけではなく、さらに相当の賠償を行わなければいけない。こうして赦免す
ることができるであろう。 日本政府は正式的に人を派遣 し、中国政府に謝罪 し、損失
を賠償 したならば、基督教の精神は彼を赦すべきであり、再び復讐 しようとは思 うベ
きではない。こうしないと、むろん政治立場であろうと、宗教立場であろうと、赦免
の可能性は一切ない。
一方、賀川博士の個人人格および事業に対しては、我々は心から敬服している。彼
が努力した下層階級の事業や、彼の基督社会主義運動や、特に彼の最近の神の国運動
により、百万人をキリス ト教徒に帰依させた事業などには、全て我々は極めて感服さ
せられている。中国の基督教指導者の業績は賀川博士のそれに比べなんと少ないであ
ろう。266
満州事変、上海事変を経て、そして、満州国267建国に至り、亡国の恐れに直面した当時の中
国人はその世論で日本軍閥の中国侵略に非常な憤慨を表した。だが、それは、賀川を日本軍閥
から区別 し、賀川の謝罪を受け入れ、賀川の人格および事業に敬意を払 うことはそれほど不思
議ではないだろう。賀川は日本貧民窟の希望の星だとみなされたが、おそらく当時の中国の一
部分の民衆が賀川を中国の希望の星とみなし、賀川に中国を日本軍閥侵略から救い出そうとす
るある程度の期待を寄せたのであろう。だが、正に陶波の言う通り、政治、国家利益、国際紛
争に直面した時、宗教指導者の影響力は往往にしてある程度に限定されてしまうのであろう。
268
他方、当時として、日本が正式に謝罪することは有りえない。しかし、70年後の現在から
考えると、『聖公公報』に掲載される「社言 :賀川豊彦と日本軍閥」で示された中国側の日本
の中国侵略に対する態度は、非常な意味がある。なぜならば、日本が正式に謝罪するのに時間
がかかる。だが、ワイツゼッカー40周年演説で “過去に目を閉ざす者は結局のところ現在に
2“ 「社言 :賀川豊彦与日本軍閥」『聖公公報』1934年第27巻第7期5-6頁
267中国で偽満州国と呼ばれる。
2“ 陶 波「追求互済与和平―一――詩論太平洋戦争前后的賀川豊彦」(夏旦大学修士論文 2011年)概要
も盲目となります。"269とぃぅ言葉のように、日本は歴史に直面できるなら、進むべき針路を
誤ることはなかろう。日本政府は、もしワイツゼッカー氏の謝罪のように、戦争賠償の請求権
を放棄した中国に対して、正式的に人を派遣し、中国政府に謝罪したならば、当時の中国社説
で掲載した内容のように、基督教の精神は日本を赦すべきであり、再び謝罪を求めようとは思
うべきではない。
もちろん、当時国難に遭遇した中国人知識人には、賀川を全般的に批判し、賀川の謝罪を
日本軍閥の口実とみなした人もいた。アメリカミシガン大学修士修了生の黄初葵270は、『留米
学生月刊』において、「全米同級生による抗日のスピール、北アメリカにおける中国同窓会会
務欄報告の一つ :ミシガン州でのあらゆる中国人留学生は日本の宣教師賀川豊彦に反対する」
271と題して、賀川を強く批判した。272ミシガン州での賀川の講演した内容は未だ査閲できない
が、賀川がミシガン州の礼拝堂を訪問し事実には間違いなかつた。273
『留米学生月刊』は20世紀初期留米中国人留学生がアメリカで創立した英文の雑誌であ
り、1905年に創刊した。初期は東アメリカ中国人留学生学生会の機関刊行物であつたが、そ
の後、中国人留学生会が引き続き受け入れ、その機関刊行物とした。その編集作業を担当した
学生は、一般的には学生会で活躍していた者であった。それには、主にアメリカコロンビア大
学、イェール大学、ハーバー ド大学、マサチューセッツエ科大学及びカリフォリア大学等アメ
リカでの有名な大学の学生がいた。編集した留学生の中に、後に中国外交官となった顧維鉤と
いう人物もいた。274『留米学生月刊』にあるその内容は、次のように述べる。
日本人賀川豊彦は、前日ミシガン州の安城にて講演を行つたが、その講演内容には
失態したところが何所もあつた。彼はキリスト教者として、世界平和の名を仮に借り
て、日寇の我が国への侵略という事実を隠そうとしていた。したがつて、全ての中国
人留学生は、皆、非常に義憤を示し、賀川を厳しく非難した。その中で、陳仁嬌君,
李蒲貴さん、丁文蘊さんなどは、非常に熱烈に批判した。それに対して、小刊は敬服
269「荒れ野の40年」ワイツゼッカー連邦大統領演説全文 (1985年月8日)
270黄初葵 :(1908-)祖貴、湖光との名前を持つ。浙江省浦江生まれ、浙江省省文學歴史研究館館員であ
った。アメリカミシガン大学修士。かつて国民党南京励志社幹事を務め、浙江省政府社会処課長、省立
杭州高等中学校高校等職を務めた。建国後、上海新中国学院教務長並びに系主任を兼ね、杭州し政治協
商会第四、五回会員。1988年浙江省人民政府参事へと転職。
271『留美学生月刊』1986年第 1巻第5期5頁
272賀川がミシガン州を訪問した記述は前掲書の『賀川豊彦 愛与社会正義的使徒』の143頁にある。
ROBERT SCHILDGEN(著)劉家峰 劉莉 (訳)『賀川豊彦 愛与社会正義的使徒』(天津人民出版社 2009
年 143頁)
273 ROBERT SCHILDGEN  『TOYOHIKO KACAWA―Apostle of love and Social JustiCe―』  CENTENARY
B00KS,1988,p.186
274 王偉傑 『中国留米学生月刊-20世紀初期中国人留米学生の成長に関する記録』2012 華東師範大
学 修士論文
し、報道し、記載した。それは少なくない人士の同情や敬慕を獲得した。275
このような批判は過激ではあるが、当時中国人知識人は日本侵略への憤慨をある程度賀川に
集中させ、宗教指導者であった賀川が日本の中国侵略を阻止できない無力への怒りをぶつけた
とも言えるだろう。
275『留美学生月刊』1936年第1巷第5期5頁
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小結
本章は、賀川を掲載した雑誌、賀川作品や講演を翻訳した人物、1931年の賀川の訪中、1934
年における賀川の中国侵略謝罪と中国での受容について検討した。賀川は、1931年から1936
年にかけて、世俗的解釈と宗教的解釈によつて、中国人に受容されている。世俗的解釈には、
小説家、家庭教育家、経済学者という中国人の見た賀川像があり、そして、宗教的解釈には、
基督教の社会主義運動者、基督化社会運動者、神の国運動の指導者という賀川像があつた。賀
川は、1920年の初訪中から、中国人に褒め称えられ、より良いイメージとして受け入れられ
た。しかし、1931年から、1936年にかけての中国人の賀川評価には、少しだけ変化があつた。
その変化とは、賀川を批半Jし、その謝罪を否定的で消極的に受け入れられた中国側記事があっ
たことである。すなわち、序章で定義した戦前の中国における賀川の受容は “起承転結"の中
の “転"という段階に入つた。当然、このような “転"には、一部分の中国人が日本軍閥の侵
略への憤慨を賀川に集中させて、その怒りを賀川にぶつけたという内容があり、過激的な部分
もあつた。
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第四章 :慮溝橋事件から第二次世界大戦終戦までの中国における賀川の受容
(1937年-1945年)
日本の満州事変・満州国276建国、さらに 1935年からの華北分離、華北五省「防共自治運動」
策動によつてと中国の民族危機感は高まり、1935年12月9日には北京の大学で始まった抗日
デモが全国の都市に広がる。1937年、7月7日の虚溝橋事件から日本軍による侵略は宣戦布告
もないまま拡大、北京・天津とあいつぎ占領される。277また、宗教が侵略に加担 し、1939年
に日本陸軍特務部の画策で成立した中支宗教大同連盟は、神道・仏教。キリス ト教部門に分け、
最初は「欧米依存の宗教を東亜協同体とい う国策の線に転向させ」ようと目論む。278_方、占
領地での日本の宗教政策は多くの場合、交流のあつた日本人宗教者が乗り出して中国宗教界の
人物を分断、対日協力行為に巻き込み、双方の宗教界人士に傷を残すことになつた。279こぅし
た非常に複雑な戦時下において賀川は、数度にわたつて中国を訪問し伝道 したのであった。本
章は、1937年の慮溝橋事件の勃発後から1945年第二次世界大戦終戦までの中国における賀川
の受容について検証していく。
第一節 :賀川が掲載された雑誌について
小南氏によれば、戦時下における賀川の思想と行動については、膨大な賀川研究の中でも最
も手薄な分野である。また、戦時下の賀川の言動を実証的にあとづけ、賀川思想全体の中で位
置づける作業はいまだ不十分であるという。280本節では、1937年の慮溝橋事件から1945年第
二次世界大戦終戦までの定期干J行物の雑誌性格、種類、編集者などの分析を通して、1937年
から1945年までの賀川の中国における受容を検討 していく。
以下の表3は、1937年から1945年までに賀川に関する記事が掲載された主な雑誌や新聞や
定期刊行物などを整理 している。
?
?
?
出 版 年
代
性格 編集者や投稿者の
性格
備考
276中国で、“偶満州国"と呼ばれる。
277坂本ひろ子『中国近代の思想文化史』(岩波新書 2016年 210頁)
278前掲書。214頁。
279前掲書。215頁
280小南浩一『賀川豊彦研究序説』(緑蔭書房 2010年 167頁)
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??
?
?
基 督 教
性 質 の
雑誌。
責任者 の陳崇桂
(1884年-1963
年)是中国根本主
義派神 学 の指導
者。出版者 :長沙
湖南聖公学校。(後
に四川万県、重慶
に移動)
賀川掲載 :
1、「賀川豊彦対中日関係的主張」―
山木『怖道雑誌』1937年第10巻第 10
。11期47頁
2、「賀川豊彦的懺悔」―山本『怖道雑
誌』1940年第13巻第 3・4期33-35
頁
3、「日本賀川豊彦早五年上海対中国
教会領袖説話」―山木『怖道怖志』1940
年第13巻第 3・ 4期33頁
?
?
?
1932年
1月創
干J、 1941
年終干J。
基 督 教
系女報。
Woman  s Star、」ヒ
海広学会により創
刊された。1937年
『女星』が『平民
月干1』 と合併し、
『女星与平民家庭
月干J』 と改名。281
購読対象は主に半文盲の中下層の婦
人である。内容は、家庭宗教教育、家
庭霊修、治家、衛生健康、婦女識字、
児童教育等方面を含む。282
賀川掲載 :
1、「賀川豊彦先生的家庭(写真)」 (『女
星』1937年第 10巻第 10・11期
47頁
?
?
?
?
?
基 督 教
系。
編 輯 に 羅 運 炎
(1889-?)。 283上
海広学会により出
版される。
Chinese  Chrlstlan Advocate.  メ ソ
ジス ト監督教会により出版される。
上海園明園路一六九琥で褒行,全年五
十期で一元五角。外國ヘプラス郵費 5
賀川掲載 :
1、「賀川豊彦為日本軍閥懺悔」『興華
報』1937年第34巻第28期12頁
2、「教會通訊 :賀川豊彦近訊」―済
澤『興華報』1937年第34巻第41期
281 呉潮「20世紀上半葉我国平民類報感的編輯出版策略研究一以『平民月刊』和『女星』為個案」中国
出版2010 70頁)
282 楊照蓬「基督教婦女博媒与近代中国女性角色的建構―以家庭平民月刊『女星』為例」(黒竜江省史志
2010年43頁)
283羅運炎 :江西省九江出身。中華民国の哲学家、基督教指導者、社会活動家、政治人物、中国禁煙運動
指導者の一人である。
1■15頁
?
?
?
?
年1902
創 干J
1942
終刊。
年
基 督 教
雑 誌 。
『    J雲
光』、『真
光報』、
『 真 光
月刊』と
呼 ば れ
た。
1902年2月に美華
浸会印書局により
広州の東山で創刊
さね吹Rev.Roberts
E.Chambersがひ´
`D
編集長となり、陳
高廷が副編集長と
なつた。
画図、怖道要論、聖約説林などのコー
ナーがある。
賀川掲載 :
1、「会開―北満浸会消息―(3)日本賀川
豊彦来吟」『真光雑誌』1938年第 37
台第8号54頁
?
?
?
?
1937年
12月24
日 以 降
か   ら
19451巨8
月。
新民会の中央指導
部により出版され
た。
新民会は、“中華民国新民会"とも呼
ばれ、“偽満州国協和会"を参照しな
がら、日本軍華北方面軍特務部により
設立された民衆団体である。284
賀川掲載 :
1、「農村小説 :冒煙的麻 (二績):訳
自 “日出"第七巻第十二号」賀川豊彦
(著)健庵 (訳)『新民週刊』1939年
第18期47-49頁
2、『農村小説 :冒煙的麻 (三績):」
賀川豊彦 (著)健庵 (訳)1939年第
19芸調44-45頁
?
?
?
1921年総 合 性
干1行物。
内容 :基
督 教 に
関 す る
宣 伝 と
1937年、『明燈』
の編集長は謝頌兼
(1896-1972)
広学会285により上海で『明燈』双週刊
(二週間ごと一干J)が創立された。286
賀川掲載 :
1、「新書及重版書介紹 :魂之彫刻」
賀川豊彦 (原著)明燈報社編訳―『明
燈道声非常時期合刊』1939年6月37
284曾業英 「略論日倫新民会」(『抗日戦争与中国歴史』2010年 612頁)
2851887年に、英、米基督教プロテスタント伝教士と外交職員、商人などにより、中国上海で創立された
出版機構である。その前身は1834年英、米伝教士により広州で創立された “実用知識伝播会"と1884
年上海で創立された “同文書会"である。
286 趙I14蘭『中國人在停教士中文報刊中的作用』一原載『中國博媒報告』 (China Media Report)2012年
第 2期。
社 会 問
題 の 評
価、文学
研究、出
版 情 報
及 び 小
説 、 散
文、小品
な ど 文
学 作 品
や 世 界
文 学 名
著選。
頁
大
衆
(
上
海
193
9)
賀川掲載 :
1、 「賀川豊彦訪問甘地」(賀川豊彦
がガンジーを訪問する)―鄭啓中(訳)
『大衆 (上海 1939)』(1939年第 1巻
第2期6-9頁
長
風
(
上
海
194
0)
19401三
月倉1干1。
政治、経
済 、 文
化、科学
芸 術 を
含 む 総
合月干J。
責任者 :徐柏堂287
出版者 :長風月刊
社
出版地 :上海九江
路210号内405室。
賀川掲載 :
1、「甘地与賀川豊彦」(「ガンジーと
賀川豊彦」―臭耀宗 (著)『長風 (上
海 1940)』1940年第 1巻第4期325
頁
?
?
?
?
?
1940年2
月創刊。
“満 州
国"政権
下 の 刊
『新東方雑誌社』
による倉1干J。
賀川掲載 :
1、「戦時文壇 :二、賀川豊彦被拘」
―声声 (著)《新東方雑誌》》1940年
287徐柏堂 (1895-1942)、紹興出身。泥江大学教育系学生。卒業後、楊山,灌雲県の県長を務めた。“満州
事変"後、政治から教育へ転身。1932年に私立紹興中学校を設立し、首代校長を担当した。1934年にア
メリカにて教育を考察、後に日本飛行機の空襲により中弾され命を落とした。
?
?
?
行物。 第2巻第2期47頁
?
?
?
賀川掲載 :
1、「戦時文壇雑誌 :賀川豊彦被拘」
(附写真)《雑誌》1940年第8巻第4-5
期50頁
?
?
?
?
?
基 督 教
系。
中華基督教衛理公
会華南区宗教教育
総部発観 (中華基
督教メソジス ト華
南区宗教教育総部
により発行 され
る)。
賀川掲載 :
1、「国際花紫 :賀川豊彦等発起組織
日新社會党」一丁漢朝 (編集)『衛理
公会通訊』(『広聞銀』)1945年第21-22
期39頁
表6 筆者作成
上述の雑誌や干1行物から見ると、日中戦争の勃発後、賀川を報道した雑誌や刊行物の多くは
日本軍による中国の被占領区にある。周知の如き、“虚溝橋事件"後の中国には、“冷略区"、
“国統区"、 “解放区"に分かれる。““冷略区"は日本軍に占領された地区を指す。“国統区"
は “上海"や“南京"といつた国共内戦時期に国民党が統治する区域である。そして、“解放
区"は共産党が統治した地区である。その地区の区分によつて、当地で出版される雑誌におけ
る賀川の受容はおそらく異なつていくのだろう。たとえば、上述の賀川記事を掲載した『新東
方雑誌』は “満州国"政権下の刊行物で、『新民週刊』は日本軍華北方面軍特務部により設立
された民衆団体である “中華民国新民会"により発行されている。288と当時に、激しく日本軍
侵略批判を主張する『興華』などにも賀川に関する記事が掲載されている。したがつて、“慮
溝橋事件"後の中国における賀川の受容は非常に複雑な様相を呈している。
288曾業英 「略論日倫新民会」(『抗日戦争与中国歴史』2010年 612頁)
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第二節 :賀川の日中関係に対する主張とその中国での受容
1937年7月7日慮溝橋事件による日中戦争勃発の直後、賀川は「涙に告ぐ」と題 して、日
本軍閥の中国侵略を謝罪 している。
289
しばらく別れていた 涙よ またお前と涙よ 涙よ 幼き日よりの 親 しき涙よ
同居する時が来たね。真夜中に 夜明けに 真昼に 午後に お前はしばしば私を訪ね
て来るよね。
お前は私の兄弟「支那」290の悲しいニユースを伝えては 私を罵つて帰つて行くね。
私はお前の罵りをいくらでも受ける 私は卑怯者ではない。ただ私は日本を愛 し 支那
を愛 している この二人の 愛するものに喧嘩をさせたくない そのために 私は毎
日苦しんでいるのだ。
私は失神者のようなまた幽霊のような存在をつづけている 人の罪を背負つて 十
字架にかかつたイエスのように 私は国の罪を負わねばならず 背負いきれない国の
罪に 私の頸はしずみ 頭はうなだれる。
涙よ 涙よ しばらく別れていた涙よ また お前と同居する日が来たね
1937年9月
日本軍閥の中国侵略を苦しんだ賀川は、『涙に告ぐ』という謝罪詩を通
して、日本軍閥批判
と自らが日本軍閥を阻止することができない敬虔な基督教徒として
の無力を告白している。小
南氏によれば、賀川のこの詩はアメリカ、フランス語に訳され、
「軍国日本の良心の声」とし
て欧米に伝えられたという。
291_方、米沢氏はこの詩の内容を、賀川の 1934年中国民衆に直
接語 りかけた侵略謝罪と比較し、「明らかに心情の吐露の域を
でない、脆く、弱い内容でしか
ない。だが、これを書いた当時の日本の状況は、言論統制による時代
の制約が厳 しさを増 して
ぃた。」と評価 している。
292すなわち、第二章で見た通り、平和主義を主張しながら軍閥反対
の賀川等の宗教指導者の力は、国際紛争、日本国家権力
の暴走により、往々にして制限されて
いた。
慮溝橋事件後、賀川は、依然として中国の教会雑誌で報道され
ている。賀川の家族の写真は、
言除1勒雉趾熙珀in趾顆鯰 恣趙
1等 孵
J楡
」ぶ 爆 獅 勢 剛 劇 鮮 は
…
師 岬 獅 6
年 89頁)
『女星』に紹介されている。293『女星』(Woman's star)は1932年に上海広学会により創刊
され 1941年終刊された。1937年『女星』が『平民月干」』と合併し、『女星与平民家庭月刊』
と改名された。294その購読対象は主に半文盲の中下層の婦人で、その内容は、家庭宗教教育、
家庭霊修、治家、衛生健康、婦女識字、児童教育等方面を含む。295賀川が婦女識字、児童教育、
家庭教育に力を入れているということは中国人に伝えられていたので、296ぉそらく、『女星』
は、賀川の写真を紹介し、家庭教育家としての賀川とその婦女児童教育に関する思想を中国人
に紹介していこうと考えているのだろう。
また、賀川の写真だけでなく、賀川の著書『魂之彫亥1』 に対する紹介も『明燈』に掲載され
ている。総合性刊行物であり、基督教に関する宣伝と社会問題の評価などを中心とする『明燈』
は、賀川の著書『魂之彫亥1』 の重版書の第二版について紹介し、賀川を次のように評価してい
る。297
賀川豊彦は、普通の名作家だけでなく、偉大な宗教著作家でもある。この『魂之彫刻』
の題名は、詩の意味だけでなく、極めて深い宗教教育と教訓の意味を含んでいる。こ
の書には、二つの相対の人物が含まれている一両親、子供… (中略)我々 は、教徒で
あろうと、非教徒であろうと、全てこの書から指導を受けるべきである。
そのように、賀川から指導を受ける願望を見ることができる。『魂之彫刻』は 1932年に上海
広学会によりすでに出版されているが、1937年に、再び重版書の第二版として再紹介されてい
る。『魂之彫亥1』 は賀川の宗教教育の実際に関する著書であり、どのように幼児から成人までに
宗教教育を行うかを論じる。賀川は “魂之彫刻"を次のように述べる。298
魂を彫刻することは、窓を開いて室内に光線を導き入れる様なものだ。
すなわち、賀川が提唱する「魂の彫亥1」 は民衆に宗教教育を与え、知恵をもたらせ、希望に
溢れる未来へと導かせることである。
1932年に上海広学会出版社に翻訳され出版される『魂之彫亥1』 は、全十章である。それぞれ
293「賀川豊彦先生的家庭 (写真)」 (『女星』1937年 第10巻 第 10・H期47頁
294 呉潮「20世紀上半葉我国平民類報感的編輯出版策略研究一以『平民月刊』和『女星』為個案」中国
出版2010 70頁)
295 楊照蓬「基督教婦女博媒与近代中国女性角色的建構―以家庭平民月刊『女星』為例」(黒竜江省史志
2010年43頁)
296第二章で見た通り、賀川豊彦が家庭教育家であると中国人に評価されている。
297「新書及重版書介紹 :魂之彫刻」賀川豊彦 (原著)明燈報社編訳―『明燈道声非常時期合刊』1939
年6月37頁
298『賀川豊彦全集6』 キリスト教新聞社 1963年 143頁
は、「宗教教育的任務是教人想様倣人」(第一章)、「胎教」(第二章)、「嬰見的宗教教育」(第二章)、
「用自然界末教核子的宗教教育」(第四章)、「藉著遊戯去賀自然界打成一片」(第五章)、「宗教教
育須有見童全人的嚢展」(第六章)、「用道徳的内省来行宗教教育」(第七章)、「用利用他方法末行
宗教教育」(第ノヽ章)、「藉著宗教歴史爽教宗教教育」(第九章)、「虔敬的教育」(第十章)である。
299日本キリスト新聞社による出版される『賀川豊彦全集 6』 には、『魂之彫刻』の内容それぞれ
は、「生きる工夫を教えへる宗教教育」(第一章)、 「胎教の実際と潜在意識への教育」(第二章)、
「赤ん坊の人格と生活の宗教化」(第二章)、「自然の聖書による宗教教育」(第四章)、「遊戯によ
る自然への同化」(第五章)、「全人生活の喚発による児童の宗教教育」(第六章)、「道徳的内省に
よる宗教教育」(第七章)、「他愛道徳による宗教教育」(第人章)、「宗教歴史による宗教教育」(第
九章)、「敬虔の教育」(第十章)である。300中国語訳版と日本語の原文を比較してみると、中国
語訳版の言葉遣いには、章名の簡略化現象が見られるが、しかし、両方の内容はほとんど一致し
ている。また、詳細にみてみると、章名とその内容が正確かつ精密に訳されていることが分かる。
それによつて、訳者の翻訳水準が高いということも見えてくる。
広学会は基督教の中国における最大な文化教育の宣伝出版機構である。辛亥革命前、広学会
は教育と社会改革を中心としたが、清政府のいわゆる改革政策301に失望し、その出版重心を宗教
性書籍に変えたという。302すなわち、宗教性書籍の出版と中心とする広学会は、賀川の宗教教育
の実際に関する思想に関心を寄せ、幼児から成人までに宗教教育を実施するということから経験
を学び、中国人に “民智"を与えようとし、“この書から指導を受けるべきである"と提唱した
わけであろう。
また、劉家峰によれば、賀川の『魂之彫刻』(1932)は、『賀川豊彦証道談』(1929年初版、1939
年再版)、『愛の科学』(1934初版、1939再版)、『ネ申と新生命』(1936年初版、1940年再版)、『友
愛の協力経済学』(1940年)と並べ、中国で翻訳出版されている。『愛の科学』はかつて広学会
の「最も影響力のあつた翻訳作品賞」を獲得しているという。
303これら著書の翻訳によつて、賀
川の著書は中国での人気を垣間見ることができると共に、その賀川の思想は1920年代～30年代
において多くの中国人に受容されると言えるだろう。
一方、アメリカのメソジスト監督教会に所属する上海広学会の下で発行された『興華』には、
「賀川豊彦為日本軍閥懺悔」と題して、賀川の謝罪文が掲載されている。しかし、それは、本
稿の第二章にすでに紹介された『興華』1934年第31巻第 16期に掲載れた「賀川豊彦与日本対
華侵略」とはほとんど同じ内容であつた。おそらく、当時の教会の指導下の『興華』編集者達
299「魂之彫刻」賀川豊彦 (著)(上海広学会出版 1932年H月初版 1933年7月再版 目録)
3∞『賀川豊彦全集6』キリスト教新聞社 1963年 目次
301ここで言う清政府の改革政策とは、1898年の戊成変法と1903年の清政府の新政ということである。
302 王柄慶 陳名実「広学会的出版事業及対近代教育的影響」(教育評論 2007年) 123-125頁
303811家峰 2010年 「賀川豊彦と中国」東アジア文化交渉研究別冊52-53頁
は、賀川というような宗教形象を用いて、中国人に勇気づけさせ、戦争があつても基督教徒が
戦争反対の立場に立ち、中国人のために依然として祈っているという願望を伝えようとしてい
るのであろう。
~賀
川の中国侵略謝罪に関して1ま、Kttawa Calendar(1940年8月)には、“Dear Brothers and
Sisters in China"(「中国の兄弟姉妹に」)と題される賀川の英文の謝罪文が掲載されている。
304
Though a million times l sh9uld ask pardon it would not be enough to cover the
sins of」apan, Which cause me intolerable shame. I ask you to forgive my nation.
And there are an uncounted number of young souls in」apan Wh , like myse f, are
asking for pardon. I beg you to forgive me, especially, because we Christians
were not strong enttgh to restrain the Militarists._ (有黄協泉: 筆
"争
) Forgive us,
as we work and pray, that the day will come when our two nations will be harmonious
in the name of Christ.
この謝罪文を通して、賀川は、中国人に深く謝罪しながら、基督教徒の力の弱さと無力を訴
え、平和が必ず訪れるという願望を物語つているのであった。だが、賀川は、この謝罪文によ
つて軍閥に逮捕された。1940年8月25日日曜日、賀川は非暴力問題に対して演説を行つた。
警察は、賀川を、軍令に違反した人物であると考え逮捕した。18日間の審間で、賀川の行動、
言論とその英文を含んで出版された著作はすべて調査された。後に、賀川の妻・春が外務大臣
の松岡洋右に頼んだことによって、賀川はようやく釈放された。305
賀川の入獄については、『新東方雑誌』1940年第2巻は「賀川豊彦被拘」と題して報道した。
その記事は、賀川の拘束を次のように述べている。306
9月5日東京日日新聞情報 :
日本著名な作家である賀川豊彦氏は、最近東京憲兵隊に検挙し逮捕され、渋谷憲
兵分隊に拘束されている。今回の逮捕は、賀川氏がアメリカ雑誌上において反戦言
論を発表し、その反戦性質の講演及びその他の行動が日本に不利であるとみなされ
たことによるものである。日本当局は、賀川を検挙し、陸軍刑法に従い審問するの
304 Kagawa Calendar (1940)
https://、、ⅣnMabeboo應.fr/KAGAWA‐C LENDAR‐1940‐Toyohiko‐sp‐np/18583064375/bd
305 ROBERT SCHILDGEN『TOYOHIKO KACAWA―Apostle of love and Social」ustiCe―』 3NNA′/
β
“
織 1988,p.218)
306「戦時文壇:二、賀川豊彦被拘」―声声 (著)『新東方雑誌』1940年第2巷第2期47頁
である。
『新東方雑誌』は “満州国"政権下の刊行物であつたが、しかし、賀川の入獄を掲載し、紹
介したことによつて、反戦立場に立った賀川は、中国を侵略した日本軍閥とは全く違う印象を
中国人に伝えたのであろう。
もちろん、国難に遭遇した中国人には、賀川に対する印象を消極的に、批判的に受け入れた
者もいた。済澤という人物は、「興華」1937年第34巻第41期に、「教会通信 :賀川豊彦近訊」
と題して寄稿している。その内容は以下の通り・307
日本基督徒賀川豊彦封於此次中日戦争,持何種態度,吾人急欲明瞭。姦有某西教士
新由東京末渥,披云賀川氏正1亡於著書,有六個助手,代為捜尋資料,惟封於日軍在華
之強暴行為,則不置可否。且向某西教士啓構 :「此次上海戦事,先由中國軍人嚢動。」
言外似談過於中國,所以此次並未見賀川氏有悲憤作品,亦無抱款之意。大約披賀川氏
観察, 日軍之轟炸無事平民,推残文化機関…均風正営。
日本語に訳すと、次のようにある。
日本基督教教徒賀川がこの日中戦争に対してどのような態度を持つかということ
を私はとてもはやく知りたい。東京から上海に来た西洋の宣教師の話によれば、賀川
氏は、最近著書に忙しい。彼には、資料の収集のためのアシスタントが六人いる。し
かし、日本軍の中国における凶暴行為に対しては、彼は不置可否。(筆者注。不置可
否 :賛成もしないし、反対もしない。態度を表明しないことである。)また、彼は、
さらにある西洋の宣教師に次のように語つた :「この上海戦事は、中国軍人が先に発
動したものである。」その言外の意は、上海戦事の過ちが中国側にあるようにと思わ
れる。したがつて、今回、賀川氏は悲憤を表す作品もなく、抱款 (申し訳なく思う)
の意もなし、おそらく賀川氏の観察によれば、日本軍により無事の貧民に対する爆撃
や、文化の機関の壊滅などは、すべて正当な行為であるだろう。
上述の上海戦事とは、おそらく、1937年8月13日に起こつた第二次上海事変308のこと
であろう。慮溝橋事件後、蒋介石は、長期作戦のために、日本軍の北から南への進行方
307「教会通信 :賀川豊彦近訊」
308第二次上海事変 :中国では、
―済澤 (著)『興華』1937年第34巻第41期14-15頁
泄泥會戦と呼ばれる。
策を、東から西へと変えようとして上海で主動的な反撃戦を発動させた。309済澤という
人物の詳細が分からないが、彼が西洋の教士から聞いた話によれば、賀川の戦事に対す
る抱款の意 (申し訳なく思う)力｀なかつたという。1934年の賀川の中国への謝罪を知つ
ている済澤1氏賀川の1937年慮溝橋事件に対する態度を知 りたからた。しかし、賀川の
この戦争に対する発言が見ることができなく、また、賀川の戦争反対の立場も明らかに
示されていない。そのようなことに対して、賀川に信頼を寄せた済澤にとつては大きな
失望を抱いたのであろう。さらに第二章で述べたように、当時中国人知識人が日本侵略
への憤慨をある程度賀川に集中させ、宗教指導者であった賀川が日本の中国侵略を阻止
できない無力への怒りをぶつけたということがこの文章を通 して見えてくるのであろう。
http://mil.news.sina.com.cn/2005-06-19/1841298670.html
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309国民政府により『自衛抗戦声明書』。
第二節 :ガンジーとの出会い
賀川はインドのマ ドラスで開かれた国際宣教協議会に参会した二週間後の1939年1月
14日に、インドのマハ トマ 。ガンジーと会談した。賀川は、ガンジーと日本の中国に対
する戦争、インドの独立問題、貧困問題などについて話し合って、ガンジーからショッ
クを受けたのである。二人の談話を詳しく翻訳し記録して中国の雑誌に寄稿した中国人
二人もいた。本節は、これら経緯を検討すると共に、賀川の中国での評価を検証する。
1938年12月12日から 29日までに、国際宣教協議会 (International Missionary
Council:IMC)がインドのマ ドラスで開かれた。310国際宣教協議会は、世界の宣教運動に関す
る諸問題を協議する国際機関である。1910年、約 1000名がエディンバラに集まり、世界宣教
会議を開催し、世界宣教のために協力を申し合わせた。その後も継続して動きがなされ、1921
年にニューヨー クで国際宣教協議会が結成された。また、その国際宣教協議会は、1928年に
はエルサレムで、1938年にはインドのマ ドラスで会議を開いた。日本からはマドラス会議に
千葉勇五郎3Hを団長として外国人宣教師を含め22名が参加した。312それに対応して、中国の
干J行物『大衆 (上海 1939)』1939年号にも、鄭啓中の著す「馬都拉基督教大會的意義」(The
Significance of Madras Conference)という国際宣教協議会に対する紹介文が掲載されてい
る。鄭氏は国際宣教協議会の世界性を肯定し、“この大会は、他の (新教)プロテスタントが
主催した基督教会議より高い世界性を表している。その代表者の三分の一は極東、アフリカ、
南アメリカ、および太平洋諸島から来たのである。49名の代表は中国から来たのであり,24
名は日本から来たのである。そして、60名以上はインド出身である。"と述べながら、 “全
世界基督教会の代表者には、とても優れた人材がいるので、この大会を紹介する価値がある"
と参加者達の性格を評価した。313その中で、賀川は、日本における最も有名な基督教徒として、
日本教会を代表してマ ドラスの国際宣教協議会に参加した。
314
国際宣教協議会に参会した二週間後の 1939年1月14日、賀川は、ガンジーを訪問し、日中
戦争についてガンジーと会談を行つた。その賀川とガンジーとの会談内容を、牧師である中国
人の具耀宗は、「印度飯袖訪問記」(インドリー ダー訪問記)と題して記録している。中国雑誌
の『長風 (上海 1940)』の1940年号には、「ガンジーと賀川豊彦」と題され、臭耀宗の「印度
い。ROBERT SCHILDGEN『TOYOHIKO KACAWA―Apostle of love and Social JustiCe―』 mヽ ″
βθθκЯ 1988,p.208.3H 千葉勇五郎 (1870-1946)は、日本の牧師、教育者。
312竹中正夫が著す “国際線経協議会"に対する解釈。参照 :中村義治 (編輯)『日本キリスト教歴史大
事典』(教文館 1988年 516頁)。 日本人の参会数については、ROBERT SCHILDGENによれば、23名であ
る (ROBERT SCHILDGEN書 209頁)。 中国の雑誌で記載されるのは、24名であつた (鄭啓中「馬都拉基
督教大會的意義」(『大衆 (上海 1939)』1939年第1巻 第2期 6頁)
313 鄭啓中「馬都拉基督教大會的意義」(「大衆 (上海1939)11939年第 1巻 第2期 6頁〕
■4他の代表には、斎藤惣一、鈴木浩二、鈴木鎮二、三浦家、千葉勇五郎、海老澤亮、湯浅人郎、松本卓
夫、奈良常五郎、松尾昇一、廣野捨二郎等が含まれる。参照:ROBERT SCHILDGEN(著)劉家峰 劉莉 (訳)
『賀川豊彦 愛与社会正義的使徒』(天津人民出版社 2009 162頁)
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頷袖訪間記」の一節を選ぶ文章が掲載されている。315
呉耀宗 (1893-1979)は、コロンビア大学哲学修士課程修了、中国の傑出した基督教者、平
和主義者、愛国者である。彼は、ガンジーの “非暴力、不服従"に関心を寄せ、1933年に『ガ
ンジー自伝』を中国語に翻訳じ、積極的な “不抵抗"が武力使用よりさらに有効であると信じ
てぃた。3“にも関わらず、日中戦争が勃発した後、呉は、理想主義的な唯愛主義を放棄し、積
極的に侵略者と闘争し平和を追求するという立場に立つようになった。1939年に、国際宣教
協議会の後、呉耀宗と友人と共に、ガンジーを訪問し、ガンジーの修道院で二泊した。例7
また、上述の鄭啓中は、「Kagawa Visits Candhiji by M.D」という英文を、中国語の「賀川
豊彦訪問甘地」(賀川豊彦がガンジーを訪問する)に訳し、中国雑誌の『大衆 (上海 (1989)』
に寄稿している。318二人とも賀川と同行してガンジーに会つたのではなく、英文の報道文を中
国語に翻訳し、賀川がガンジーと面会したことを中国人に紹介している。
鄭啓中は英語に堪能な翻訳家であり、その代表的な訳作は、陳鶴侶と合訳する英国人の
」ameS Cantlieが著した『孫逸イ山与新中国』(1930年)であるという。その賀川とガンジーと
の対談の先頭において、鄭は、賀川を “日本著名な基督教徒の指導者である"と称している。
3●全文は次のようにある。 320
日本著名な基督教教徒の指導者である賀川豊彦は、昨年 12月に、日本キリスト教界
を代表して、マ ドラス大会に出席した。その後、ガンジーを訪問した。ガンジーは、
中国戦争についてどのような考えを持つかと賀川に尋ねた。賀川豊彦の答えから、日
本キリスト教徒の日前の立場はそれほど曖味であることがわかる。
ガンジー (立ちながら賀川豊彦博士に挨拶したが、賀川は深く辞儀をしてガンジーに
礼を返した。)
賀川豊彦博士 :お名前をよく存じております。
ガンジー :あなたは私の後輩とも言えるでしよう。(賀川豊彦は現在50歳である)
記者 :なぜ平和主義を進めなかったのですか?
賀川豊彦 (以下賀川と略称する):動員法令をご覧ください。自由に語つたり、書い
たりすることなどはすべて禁じられています。 50歳未満の者は自ら登録に行かなけ
ればならないです。
記者 :しかし、あなたは、もし数千人の有志者が戦争のために視死如帰になつている
315「甘地与賀川豊彦」一呉耀総 (著)『長風 (上海 1940)』1940年 第1春第4期325頁
3“羅偉虹「呉耀宗 :徒唯愛到抗戦」(『中国民族報』 2005年 9月13日号)
m7成祖明 「一生追求実践愛和真理的呉耀宗先生」(『天風』 2006年 19頁)
●8「賀川豊彦訪間甘地」―鄭啓中 (著)(『大衆 (上海 1939)』1939年 第1巻 第2期 6頁)
3Ю 前掲文。6頁。
320「賀川豊彦訪問甘地」―鄭啓中 (著)(『大衆 (上海 1939)』1939年 第1巻 第2期 6-9頁)
こと (死を見ること帰するがごとし)を意識したならば、数千人の有志者が信念、平
和、正義のために、命を捨てても恨みがないことをなぜ意識することができなかつた
のですか?
~賀
川 i(苦笑し、答えはしない。)
賀川 :インドの民族独立運動は順調に進んでいますか?
ガンジー :順調とは言えませんが、前に向かつて次第に進んでいます。日本の人民は
戦争についてどのように考えられていますか?
賀川 :私は日本で異端者ではありますが、私の意見というより、あなたがもし私の立
場に立ったならば、どうされますか?
ガンジー :私は必ず公開の場所で自分の主張を公布します。
賀川 :いいえ、私が知りたいのは、あなたはどのように対処されますか?
ガンジー :私なら、必ず私の異端邪説を公然と発表します。その後、喜んで銃殺刑を
待つでしょう。私は必ず、種々の組合及びあなたの事業すべてを天粋の片方に載せ、
もう一方に貴国の栄誉を載せます。もし、あなたが国家の栄誉がちょうど売りに出さ
れていることを知つていらつしゃるならば、私はあなたに日本の観点に反対するよう
宣言して、あなた自身の死を通じて日本を復活させることを提案致します。しかし、
ここまでやるには決心し、内在的な信念を必ず持たなければいけないのです。私があ
なたの立場に立ったならば、先ほど申し上げたように実践できるか否かわからないで
すが、あなたに聞かれたので、卑見を教えて差し上げただけです。
賀川 :信念は持つていますが、しかし、信念を断つようと友人に勧告されました。
ガンジー :しかし、「友人」に「こうすべきだ」と勧められた時、あなたは友人の提
案に従うべきではないのです。友人はいかなる善意を持つとしても、あなたを踊す可
能性があります。彼らの提案には、「あなたが生を貪って (むさぼる)、 あなたの事業
を続けようと要求する」という理由があるかもしれません。入獄しようと決心した時、
私も同様に勧告の声が聞こえましたが、しかし、牢獄で四周にある硬い壁内に自由の
たいまつが燃焼していると知つていたならば、友人の勧告を聞かないことにしました。
私は確かに暗い牢獄で拘束されたが、しかし、塀内の牢獄でだけ見られ、牢獄外で見
られないことを見ることができます。
賀川 :(話題を変えた。):あなたはインドで、灌漑組合を行われていますか?
ガンジー :考えたこともないです。もちろん、あなたが行つた事業は多くの人々を驚
かせたが、我々もあなたから多くのご指摘を賜りました。しかし、中国を侵略し毒化
したことや多くの恐怖事件の意義について我々にとつてはまた理解できないことです。
このようなことについて、フルシチョフから頂いた本『戦争の意義』(What War means)
を読んだ後に分かつたわけです。あなたは、なぜすべての残暴を容認することができ
ましたか?残念なことに、貴国にこの戦争を人道戦と呼び、中国人に幸福をもたらす
と主張した詩人もいました。
賀川 :(話題を改め、インド教を討論することにした):あなたが日々バガヴァッド・
ギーター (Bhagawadgita)を暗唱すると言われていますが、それは本当ですか?
ガンジー :はい、そうです、我々は週に一回暗唱します。
賀川:バガヴァッド・ギーター末巷の Krishnaという神はまた暴力を提唱しますね。
ガンジー :そうとは思わないです。私も奮闘しています。もし、私は残暴に奮闘した
ならば、私の奮闘は効能を失わせることになる。バガヴァッド・ギーターの第二章に
は Krishna神の言葉が記述されています :心境すべては均衡し、適当を保つべきだと
あります。第二章第 19節には、Krishna神は、また、心境は均衡し適当を保つことが
できると語つています。彼は、すべての欲念を滅したならば、心境が自然に平穏にな
り、すべての欲念が滅ボために、兄弟を殺すことは不可能だと述べています。私はあ
の人が死亡に対処したことを喜んでいました。欲念すべてを無くし、苦楽を避けらな
ければ、強風暴雨から侵害を受けることはないのです。このような真の道は優美な文
章で現れています。このよう経文から、Krishna神の主張した戦争は、心霊の戦争だと
わかります。
賀川 :しかし、バガヴァッド・ギーターで記されているのは実在的な戦争ですが、あ
なたの解釈から考えれば、それが特別な解釈になつてしまいます。
ガンジー :それは私の言い訳だと思われるかもしれませんが、しかし、それは「私の
言葉」になつたならば、無価値なことになつてしまうのでしょう。
賀川 :一般人の見解によれば、皆異口同声でそれは実在な戦争だと言うのでしょう。
ガンジー :バガヴァッド・ギーターを最初から最後まで謙虚に読んでみてください。
それには、最初にだけ戦争を言及したが、後ろの部分には戦争についての内容は全く
なくて、霊に関する談話に他ならないです。
賀川 :Arjuna神の見解はKrishna神のよりさらに高明なものだと思いました。
ガンジー :そういえば、弟子の方が法師より高明になつていると思われていますね。
賀川 :私はあなたの説明に同意し、あなたの非暴力原則に賛成します。私は再びバガ
ヴァッド・ギーターを読み、あなたの解釈をしつかりと覚えます。
とある。
一方、呉耀宗の『長風 (上海 1940)』に寄稿する「甘地与賀川豊彦」は、二段落しかなく、
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特にガンジーが賀川豊彦に語つた戦争反対と日中戦争抵抗に関する内容であつた。321
ガンジーは素直に賀川豊彦に :
「もし、私があなたであつだならばt「異端」を公然と発表し、銃殺刑を待ちます。もし、
私があなたであつたならば、あなたが提唱する組合あるいは他の事業を片方に載せ、も
う一方にあなたの国家栄誉を載せます。両者の重要性を比較してみてください。もし、
日本の栄誉が売りに出されていると知つていたならば、日本の侵略に反対するようと宣
言することを提案いたします。そして、貴方自身の死を通じて日本を復活させることが
できると思います。」
・…「友人の話を聞かないでください。もし、貴方の友人は貴方に「こうして」と教え
たならば、友人はいかなる善意を持つたとしても、我々を編させる可能性があります。
私は、不協力運動で入獄しようと決心した際に、そうしないようと友人に勧められまし
た。しかし、入獄して以降、むしろ逆に新たな自由を得、以前見えなかったものを、暗
い牢獄で見えてきたのです。」
と語つている。
このようなガンジーからの明晰かつ温和な質問は、おそらく賀川の心理に一層のストレスを
かけたのであろう。二人とも相手の気持ちを考え、相互に愉ll■な話場を作つていた。ガンジー
は、銃殺されても、自分の主張を公開の場所で公布し、戦争反対の立場に立つ決意を持とうと
賀川に進言した。そして、ガンジーの進言に対して、賀川の考えていたのは、おそらく殉職で
はなく、生きて教会事業を行い続けることであろう。賀川とガンジーの談話から、中国人の鄭
啓中が言つた日本の基督教の立場が曖味である。賀川の平和主義の立場を貫徹することができ
なかつたことに対して、賀川に希望を寄せた鄭啓中は失望しただろう。だが、おそらく平和主
義者である賀川は、“弱小者"への同情と戦争に反対する立場に立ったが、しかし、賀川は、
その立場に貫徹できず日本軍閥の中国侵略により、ガンジーの質問に対して、シヨックを受け
恥ずかしくて答えられななかつたのである。
一方、1938年12月12日から29日までの国際宣教協議会で、ガンジーは、中国の抗日戦争
に対して極めて同情の気持ちを示した。322ぉそらく、鄭啓中と呉耀宗の二人は、ガンジーと賀
川という二人の傑出した偉人の談話を通して、ガンジーからの同情と応援を中国人に伝え、中
国人を勇気づけさせようとした。と同時に、満州事変以来日本軍閥の中国侵略を謝罪してきた
321「甘地与賀川豊彦」」呉耀宗 (訳)『長風 (上海 1940)』1940年第 1
322「甘地同情我抗戦」(『中央日報』1939年3月27日 第2版。参照
与形象変遷 (1919-1948)」復旦大学修士論文 2014年。
巷第 4期325頁
:周永生「甘地在中国 :思想解読
賀川がその立場を貫徹することができないことに対する失望をも中国人に伝えたのだろう。賀
川の受容については、基督教方面だけでなく、政治的、国家的な方面から受けた影響がその時
期には大きかつた。
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小結
本章は、1937年虚溝橋事件後から、1945年第二次世界大戦までの中国の雑誌や刊行物を整
理し、戦時下の中国における賀川の受容について検討し、ガンジーとの面会内容を掲載した中
国側の雑誌とその寄稿した作者の性格を明らかにした。戦時下の中国におVヽては、
~“
冷陥直"、
“国統区"、 笥旱放区"に分かれる。賀川に対する受容はこれらの地区の区分によつて異なり、
“冷陥区"、 “国統区"における紹介が行われるが、慮溝橋事件前よりはるかに少なくなってい
る。さらに “解放区"における記事は未だ見つかつていない。一方、この時期、賀川に関する
記事が少なくなり、賀川を否定的に消極的に受け入れる記事も増えていた。したがつて、この
時期から、中国における賀川の受容が少なくなり、次第に “起承転結"の“結"を迎えてきた
のである。
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終章
1 研究の結論
本研究は、1920年代から1945年までの中国語の賀川掲載の雑誌や刊行物といつた一次資
料を用いて、日本語と英語の資料を参考にして、中国における1920年から戦前の賀川の受容
の全貌をまとめ、特に今までの賀川研究で明確にされていない賀川と関わりのある人物や雑誌
などを詳しく紹介し、当時の中国人がどのように賀川の思想を受け入れたのかについて分析し
たものである。
本研究で明らかになったことを整理してみると以下の通りである。
一、1920年の賀川の最初の訪中～1945第二次世界大戦終戦までの賀川が掲載された雑誌や
刊行物の性格や出版年などを明らかにした。
二、1920年から1945年までの賀川紹介やその作品を中国語に翻訳した人物の性格を明らか
にした。
三、賀川が胡適、黄日葵、夏巧尊、ガンジーなどの人物と接触し、それに関する記事内容を
明らかにした。
四、戦前・戦中の中国における賀川の受容は、異なる時代下の政治、経済といつた社会的背
景、特定歴史文化および民衆の認識によつて、大きく変わっていくということがわかつた。
“一"について、本稿は、賀川が掲載された雑誌や干1行物を、“起承転結"で総括した。そ
れぞれは、第一章の “起"の1920年に上海日本人YMCA夏季講座後 (1920年～1926年)、 第二
章の“承"の1927年に上海基督化経済全国大会後 (1927年～1930年)、 第二章の“転"の1931
年の満州事変以降 (1931年～1936年)、 第四章の “結"の1937年慮溝橋事件から第二次世界
大戦終戦まで (1937年-1945年)という四時期に分かれて、それぞれ時期の雑誌の特徴を明ら
かにした。まず、1920年に上海日本人YMCA夏季講座後 (1920年～1926年)の雑誌には、同子
放与改造』、『民国日報。覚悟』、『東方雑誌』といつた五四新文化運動後期での重要な刊行物で、
研究系政論刊行物が多い。賀川の思想が当時中国人知識人に中国へと持ち込まれ、中国社会の
改造の参考ともなった。また、賀川が1920年最初の訪中で中国人に良い印象をもたらせ、賀
川の中国での受容展開に堅実たる基礎を築いた。次に、1927年に上海基督化経済全国大会後
の雑誌の多くは基督教系であつた。賀川の中国基督教徒との関係が徐々にして密接となつた。
そして、1931年の満州事変以降、賀川を受け入れた雑誌や刊行物には、基督教系だけでなく、
小中学校教師、農村農民向けの刊行物も増えてきた。一方、賀川の日本軍閥の中国侵略を謝罪
したことに対して、積極的に受け入れた記事もあつたが、賀川を批判し、その謝罪を否定的で
消極的に受け入れたものもあつた。最後、1937年の慮溝橋事件後、 “冷陥区"、 “国統区"、 “解
放区"という地区の区分によつて、当地で出版される雑誌の性格は違い、賀川の受容も異なつ
ていつた。
“二"については、賀川紹介やその作品を中国語に翻訳した人物は、日本語や英語に堪能な
中国人知識人である。その中で、基督教もあり、非基督教徒もあつた。非キリス ト教徒として、
李大金Jの弟子である黄日葵は、賀川と会面し、賀川の神戸貧民窟を見学した。黄は賀川に会っ
た後、賀川への敬慕を詩で表 した。また、基督教徒の例として、著名な牧師であつた蒋振翼は、
賀川の講演を聞き、賀川の説教内容を自分の学生にも紹介した。本稿は、それら経緯を明らか
にした。
“三"について、賀川と交際した中国人の身分は幅広い分野にわたった。例えば、賀川は胡
適に説教しようと試みたが、胡適は無神論者であり、賀川の説教に関心を寄せなかつた。その
結果、賀川の説教は失敗に終わつたが、しかし、胡適は、その宗教観が賀川によりさざ波を起
こされ、賀川と階級闘争の否定に合致していた。もう一つの例として、1939年、賀川は、ガ
ンジーと面会した。その賀川が “弱小者"への同情と戦争に反対する立場に立ったが、日本軍
閥の中国侵略により、ガンジーの質問に対して、ショックを受け恥ずかしくて答えられなかつ
た。
“四"について、本稿は、賀川の中国での受容を大きく、世俗的解釈と宗教的解釈に分けて
分析した。世俗的解釈には、小説家、著作家、家庭教育家、経済学者、社会改造家、実践社会
学家という受容があり、宗教的解釈には、日本の “貧民の救世主"、 基督教の社会主義運動者、
基督化社会運動者、神の国運動の指導者、熱心な信仰のある基督教者という受容があつた。
2 今後の課題
課題一
修士論文において、用いた 131件の史料は、すべて上海図書館に所属する “全国報干J索引"
というデーターベースによるものである。
しかし、筆者が使用した資料から見る賀川の中国像は、一部分であり、不完全でもある。な
ぜならば、賀川は、中国大陸を前後 13回ほど訪問したので、中国ですでに公開されたものの
他に、未公開の資料が山ほどある。例えば、金丸裕一氏は、「賀川関係中国語文献目録 (初稿)」
(2016年)と題して、賀川に関する中国ですでに公開した資料を多く紹介 している。
上述の公開された資料や、未公開の資料や、修士論文で扱わなかつた資料を探し分析しなが
ら、中国における賀川の全体像を提えていくのは今後の課題の一つである。
課題二
五四新文化時期から、先進的な中国婦人は時代の先頭に立ち、外国から論著や思想を中国
語に訳 し、外国の文化を中国に持ち込ませる姿がしばしば見られる。例えば、日本語教授であ
る活自山は賀川の『婦人運動之将来』を訳し、『革新』という雑誌に掲載した。
323女性の田確
費は賀川を敬慕し、賀川の講演を聞き、「賀川氏の実践精神は中国人にとつて学ぶべきもので
ある」と述べていた。324したがって、満州事変前の中国における婦人角旱放運動は賀川と大きな
関わりがあると考えられる。しかし、史料の掘り下げは十分に行われていないので、この課題
を今後に残してゆこう。
320「訳述:婦人運動之将来」賀川豊彦 (著)潜白山 (訳)「革新11923年第一巻第2期68-73頁
324「聴了賀川豊彦氏的演講以後」田曜費『微音月刊』1931年第 1巻第2期111-116頁
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